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　水面に一つ、雫しずくが落ちて、ささやきに似た静かな波は紋もんを広げる。

　そうして、花びらが開くように、音もなく彼は生まれ、

　──生まれたときには知っていた。

　彼が睡すい蓮れんであること。その役目。

　そして、彼が運命を共にする人のことを。

　けれど、彼が生まれた城の中に、その人はいなかった。




　弓のような月が満ち、また欠けて、半月になるまで。

　冷たい微睡まどろみに揺蕩たゆたいながら、彼はその人を待ち続けた。

　未いまだ見ぬその人を、ひたすら想おもい続けた。

　一人の夜は長くとも。

　明日は遠くとも。







[image: 第一章]




「英えい瑞ずい王おう曰いわく、国はこれ庭、民たみはこれ種」

　厳しい冬の寒さが緩ゆるみ、分厚い雪を割って蕗ふきの薹とうが顔を出すころ。国土の大半が高山地方の瑞ずい湖こ国にあって、春は待ちに待った喜びの季節のはずだった。しかし、ここ去きよ州しゆう阿あ備び村、国境の不ふ顧こ峠とうげに続く街路筋の宿場町では、二週間も前から閑かん古こ鳥どりが鳴きまくっていた。

　いつもなら昼時にはごった返す宿屋の食堂も、今はがらんとしている。

「えい……ずい……」

　大きな卓たくに隠かくれるようにして、床ゆかに座り込む影かげが二つ。一人は五歳くらいの丸顔の少年。この宿屋の女将おかみの末っ子坊ぼうだ。

「えいずいおう、いわく、国は……えっと」

「国はこれ庭」

　そしてその隣となり、指で土に文字を書いているのは、長い髪かみを耳の横で二つにまとめた少女だ。年は十五歳ほど、よく動く眼めは零こぼれそうなほど大きい。

　彼女の名前は明めい遠えん。この村では短く遠えんと呼ばれている。

「英瑞王曰く、国はこれ庭、民はこれ種。咲さかすは王の所業なり。枯からすも王の所業なり」

　英瑞王は瑞湖国建国の父。山間で酪らく農のうを営んでいた少数民族たちをまとめ上げた賢けん王おうとして有名だ。『瑞に在りて民の血を流すべからず』──無血の誓ちかいのもと、侵しん攻こうせず、侵攻させず、重武装中立国家としての礎いしずえを作った。

　創建記と呼ばれる英瑞王の語録は、学のある者なら諳そらんじて当然の古典だ。しかし、坊には難しすぎるらしく、さっきから退たい屈くつそうな顔をしている。

「遠、飛ひ翔しよう先生の真似まね事ごとかい？」

　宿の女将に声をかけられ、明遠は立ち上がった。

「だってあんまり暇ひまなんだもん。大だい丈じよう夫ぶ、授業料はまけとくから」

「雇やとい主にふっかけるんじゃない」

　女将は両手を腰こしに当て、窓の方を向いた。

「ま、暇なのは否定しないけどね……。あの旗のせいで、商売になりゃしない」

　女将が見つめる先、窓の外の澄すみ切った青空に翻ひるがえるのは、真っ黒な弔ちよう旗き。ここ阿備村にも、王都から国王崩ほう御ぎよの報が届いたところだ。

「服ふく喪も期ってどれくらい続くのかなあ」

「次の王が即そく位いするまで、だろ。それまではうちも休業かねえ」

　この宿の客の大半は、不顧峠を越こえる旅人だ。しかし、峠の関を通るには通行証が必要で、通行証を得るには去州府の許可印が必要で、その州府は服喪期が終わるまでは公休。つまるところ、喪が明けるまで宿屋には仕事がない。早いところ新しい王に即位していただかなくては、遠からず明遠は暇を出されることになるだろう。

「だけどね、遠。いくら暇だからって、坊に勉強なんてさせても無む駄ださ。この子だってそのうちここを出て行って、どっかの団に入って、客として帰ってくるようになるんだ」

　女将は泥どろで汚よごれた息むす子この顔を見やって苦く笑しようする。

　そもそも、不顧峠を越えるのは決して楽ではない。特に冬場は雪が深く、普ふ通つうならば避さけるべき道だ。ゆえに不かえり顧みずの峠とうげ。振ふり返ってしまえば母国への情が湧わき、その先の厳しい道のりを行く勇気が削そがれる。

　それでも旅人たちがここを通るのは、北の大国・亜あ煌こう帝てい国こくに彼らの仕事があるからだ。仕事とは、すなわち戦争。そう、この宿場町の客たちは、ただの旅人ではない。瑞を出て煌へ出で稼かせぎに行く荒あらくれ者──国のためではなく金のために戦う、傭よう兵へいたちである。

　女将は坊を抱だき上げながら、こう言った。

「ところで遠、どうしたんだい、その痣あざ」

「え？　ああ、これ？」

　明遠は左手の甲こうに目を落とす。確かに、そこには花びらのような赤い痣があった。

「ちょっと前に急にね。どこかにぶつけたのかな。もう二週間くらいずっと治らなくて」

「まったく、嫁よめ入いり前だっていうのに」

　女将がそう零こぼすや、苦い顔になる明遠。いつもの話が始まりそうだ。

「遠、あんたもそろそろ年とし頃ごろだ。身の振り方を考えるべきじゃないのかい」

「だからその話は……」

　女将は明遠に口を挟はさませない。

「うちの客の中には、あんたを気に入ってくれる人もちょくちょくいるんだよ。覚えがないわけじゃないだろ」

　明遠は答えず、後ろ手に腕うでを組んで膨ふくれっ面つらをした。女将はなおも、

「荒っぽい連中だが、稼ぐことは確かだよ。悪い話じゃないと思うけどね」

「冷たいなあ、看かん板ばん娘むすめを失っていいってわけ？」

　明遠がお茶を濁にごそうとすると、女将は片手で椅い子すを引いて坐すわり、膝ひざの上に坊を乗せた。

「あんた、これからどうしていくつもり？」

「どうって？」

「ずっとこうやって暮らしてるわけにもいかないだろ」

「別に……今の暮らしで不満はないけど」

　食べて行ける程度に働いて、退屈しない程度に村の人たちと関かかわって。ここで毎日、不顧峠を眺ながめて。

「あたしは今のままで十分幸せだよ」

　屈くつ託たくない表情で言い切る明遠。女将はまだ何か言いたげにしていたが、そこで不意に思い出したように、

「ああ、そんなことを言いにきたんじゃなかった。遠、今日はもうお帰り」

「えっ、半休？」

　減る給金を計算し始める明遠に、女将はこう告げた。

「どうも客みたいだよ、飛翔先生のところに。帰った方がいいんじゃないのかい」

「飛翔に……客？」

　それは大ごとだ。




　宿場町のある通りから少し離はなれた山の麓ふもと、切り立った崖がけを背負うようにして、飛翔と明遠の暮らす家はある。苔こけむした土つち壁かべの小さな庵いおり。ここで隠いん者じやみたいな生活をしている飛翔の元に客が訪ねてくることなど、今まで一度だってなかった。飛翔に仲のいい友人がいるなんて聞いたこともないし、仮にそんな友人がいるとしたら絶対にろくな奴やつじゃないのだから、結局良からぬ客に決まっている。こんな辺へん鄙ぴな山村に似つかわしくない豪ごう華かな輿こしで乗り付けてくるような客ならばなおのことだ。

「……やっぱ、戻もどろうかな」

　面めん倒どうごとに関わりたくない。玄げん関かん先さきで明遠がそろりと踵きびすを返そうとしたとき、

「遠、何してる。早く入れ」

　庵の中から飛翔の声。ばれていた。明遠は諦あきらめて戸をくぐる。

「帰りました……」

　土間の奥の座ざ敷しきであぐらをかき、薬草臭くさい煙管キセルをふかしているのが、この庵の主あるじ。明遠の養父・飛翔だ。ぼさぼさの長い髪かみ、いつでも寝ねているような細い目、常に気だるそうな表情。年ねん齢れいで言えばまだ四十くらいなのに、そこらの老人よりも覇は気きがない。これで一応阿備村の医者だが、呼び出されない限りはこの庵に引っ込んで、日がな一日書の山と紫し煙えんに溺おぼれるようにして生きている。短く言うと変人だ。

「飛翔に客が来てるみたいだって、おかみさんが」

「ああ、茶も茶ちや請うけもないって言ったら買いに行ってくるってよ。そのうち戻る」

「はあ……？」

　客に出す茶を客自身に買いに行かせるという暴挙。よく殴なぐられなかったものだ。

「それと、俺の客じゃない。お前の客だ」

「あたしの？」

　明遠は眉まゆをひそめた。もちろん身に覚えはない。しかし飛翔はこちらを見もせず、無ぶ精しよう髭ひげを搔かきかき、不ふ穏おんなことをのたまった。

「悪い知らせと、もっと悪い知らせと、さらに悪い知らせがある。よりどりみどりだ。喜べ」

「喜べるか！」

　明遠はいきり立って叫さけぶが、飛翔はどこ吹ふく風、煙管で目の前の座ざ布ぶ団とんを指す。坐れということらしい。明遠は仕方なく沓くつを脱ぬぎ、座敷に上がると、向かい合うように腰を下ろした。

「知らせって？」

　飛翔は煙管の雁がん首くびで煙管キセル盆ぼんをコンコン叩たたき、一いつ拍ぱく空けてから、長く煙けむりを吐はき出した。珍めずらしくものものしい雰ふん囲い気きだ。明遠は膝の上で拳こぶしを握にぎった。

「一つ目。惻そく隠いん王おうがご崩御なされた」

「……それは、知ってるけど」

　村中に翻る弔旗が、瑞湖国六代国王・惻隠王の崩御を告げている。まだ若かったはずだが、突とつ然ぜんの病死だとか。不ふ憫びんではあるけれど、おかげで宿場町は商売あがったりだ。

「だけど、あたしと関係ある？」

「大ありだ」

　飛翔は短く言うと、煙管を置き、腕を組んだ。そして明遠をまともに見る。いつも半目だから目立たないけれど、飛翔の瞳ひとみは、本当は灰色をしている。

「二つ目」

　明遠に息を吞のむ暇も与あたえず、飛翔は告げた。

「お前は、惻隠王の娘だ。つまり瑞湖国の公主」

「………………は？」

　たっぷりの沈ちん黙もくの後、明遠は間ま抜ぬけな声を出した。飛翔は一いつ瞬しゆん目をすがめ、しかしすぐに、何事もなかったかのように続ける。

「そして三つ目」

「え？　説明なし？　え？」

　混乱する明遠をよそに、飛翔は口にする。彼女の運命を左右する、三つ目の知らせを。




「新しい花か仙せんは……お前を次の王にお望みだそうだ」




　明遠は丸い眼めを大きく見開いたまま固まった。

「ってことで荷物をまとめろ。明朝王都に出発だ」

　飛翔はと言えば、話は終わったとばかりに、読みかけの書を広げ、また煙管をぷかぷかやり始める。明遠は頭痛を抑おさえるように額に手をやり、

「ちょ、ちょっと待って。……冗じよう談だんだよね？」

「こんなつまらん冗談を言うためだけに、はるばる王都から客がやって来ると思うか？　表に停とまってるのはお前を乗せるための輿だぞ。うちの猿さるには必要ないと言ったんだがな」

「誰だれが猿かっ！」

　条件反射で怒ど鳴なってから、明遠はやり場のない両手で自分をぎゅうっと抱だきしめた。確かに、冗談にしたって性質たちが悪い。でも、じゃあ、冗談じゃないとしたら……？

「あたしが……次の王？」
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　その昔、天は地上に庭を造ろうと考え、花の仙せん人にんたちを地上へと送った。

　花仙たちは自分の住まいを定めると、人間の中から代表としてそれぞれ一人の庭師を選び、自らの力を分け与え、各おの々おのの花か壇だんを整え始めた。庭師が死ぬと花仙も死んだが、すぐに次の花仙が生まれてまた別の庭師を選び、彼らの花壇を拡大していった。これが国の興おこりである。

「以降、花仙によって選ばれた王が各国を治めるようになり、百ひやつ花か繚りよう乱らんの世となりました」

　そう説明するのは、黒い衣ころもに身を包んだ男性。額に小さな石の飾かざりがついた紐ひもを巻いている。播はん燦さん逸いつと名乗った彼、歳は飛翔と同じくらいだろう。王都から明遠を迎むかえにやって来た宦かん官がんだという。

　彼の引き連れてきた部下たちは皆みな一様に揃そろいの紐を額に巻いている。彼らは今は庵の周囲を見張っているが、村人すらここにはめったに近づかないというのに、いったい誰が攻せめてくるというのか。鹿しかの大群とかか。

　燦逸は田舎いなかの村で手に入るうちでは最も上等な部類の茶と、茶請けの菓か子しまで買ってきてくれた。客の方にもてなされるとはどういうわけか……。ただ、ついでだからと、湯を沸わかす間に狭せまい厨くりやの掃そう除じまでし始めたところを見るに、彼は元来かなりの世話焼きのようだ。

「我が瑞湖国の建国は六代前、時の花仙に見いだされた英瑞王によってなされました。以来、一つの家が途と切ぎれることなく王を出し続けています」

　花仙……天に遣つかわされたという仙人。人ならざる力を持ち、王だけに一生仕えるとか。

「あの、でも」

　明遠は指を胸の前で絡からめる。

「あたしは片田舎の庶しよ民みんの……ただの遠です。何かの間ま違ちがいじゃ？」

「いいえ、貴方あなたは『ただの遠』などではありません。瑞湖国第二公主・明遠様」

　明遠様、なんて呼ばれて、当の明遠は面めん食くらった。すがるように飛翔を見やると、

「遠、お前は惻隠王の血を継ついだ正当な公主だ」

　飛翔も今ばかりは真ま面じ目めな顔だ。いい加減、信じるほかないらしい。

「飛翔は知ってたの？」

「ああ」

　明遠は唇くちびるをぎゅっと嚙かんだ。なんだか裏切られたような気持ちだ。

「だって飛翔、あたしの父は死んだって」

「色々あって、今まで隠かくしてたことは詫わびる」

　飛翔は言い訳をしなかった。そういう人だ。

「お前の父は惻隠王だ。だが母は妃きさきになるには身分が低すぎた。それで、お前は庶民として育てられることになった」

　飛翔の灰色の眼はずっと遠くを見つめている。明遠はそんな話、初めて聞いた。

「王宮も、明遠様の存在は把は握あくしていませんでした。まさかこのようなところに御ご落らく胤いんがあったなんて……」

　探し回ったのですよ、と、燦逸は恨うらみがましく言う。

「瑞の花仙は、建国以来ずっと、英瑞王の血を引く王家の人間を世よ継つぎに選んできました。しかし、此こ度たび生まれた新しい花仙によれば、現在王宮に住まう王族の方々の中には、残念ながら該がい当とう者がいないとのこと」

「はあ……」

「彼は言うのです。もう一人いるはずだと。英瑞王の血を引く者が、もう一人」

　それが貴方だと、燦逸は無言のうちに訴うつたえた。

「ご母堂がどのような身分であれ、明遠様、貴方にも確かに、国父の血が流れている。そして次の花仙が明遠様を選んだ以上、惻隠王の次の御み代よは明遠様が治めねばならないのです」

「ちょっと待って」

　有う無むを言わせず丸め込まれそうになり、明遠は割って入った。

「父のことは本当だとしても……あたしが次の王なんて信じられるわけないでしょ。その、花仙とかいう……その人が選んだのは、本当にあたしなの？」

「証しよう拠こならあるぞ」

　こっちの焦あせりもよそに、飛翔は当然のように、明遠の左手を指さした。明遠は左手の甲こうの痣あざを見やる。

「……これが何？」

「そりゃ花印だ、遠」

「カイン？」

「花仙の苗なえ床どこ……王たる者の証あかしです。一生消えませんよ」

「は？」

　確かに、この痣が突然現れたのはちょうど惻隠王の崩ほう御ぎよ……つまり新しい花仙の誕生と同時期だった。そのときから既すでに、明遠は選ばれていたというのだろうか？

「花仙と正式に契けい約やくを交かわせば、もっと色いろ濃こく美しい紋もんになります。しばらくご辛しん抱ぼうを」

「冗談じゃないわよ！　消えてほしいんだってば！」

　明遠は左手の甲をごしごしこする。もちろん痣が消えることはなかった。

「何にせよ、明遠様には早急に王都にお出ましいただく必要がございます。このようなあばら家で、今までご苦労なさったことでしょう。王宮では何一つ不自由はさせませぬゆえ」

　憐あわれむような燦逸の言葉に、明遠はすっくと立ちあがった。

「お気き遣づかいありがとうございます。でもあたし、あばら家なりにここが気に入ってるの」

「と、申しますと」

　王の証？　王宮？　そんなもの……ちっとも欲しくない。

「十五年間、自分のこと、ただの庶民だって信じて生きてきたのに、急に王になれなんて……あたしには無理です！」

　そう叫さけぶや、明遠は裸足はだしのまま駆かけ出した。しまった、と、飛翔が舌打ちする。

「こら、遠！　逃にげるな！」

「明遠様！」

　燦逸がすぐに指笛を吹き、庭を警備している部下に指示を出す。

「お止めしろ！」

　号令と共に、一いつ斉せいに明遠を捕つかまえにかかる部下たち。しかし、明遠は風に吹ふかれる花びらのように素す早ばやく身を躱かわす。明遠の影かげを摑つかみ損そこね、先せん陣じんの男たちは勢い余ってもつれ合った。

「くそっ、すばしっこい！」

　明遠は動きを止めず、飛びかかる男たちの股またを抜ぬけ、足をかけ、なぎ倒たおし、投げ飛ばし……、
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「何なんだ、このお方は！」

　自分の娘むすめほどの年ねん齢れいの少女相手に力負けするとは思っていなかったのか、男たちは目をむいている。その間に、明遠は気づけばとうに、門の外へ飛び出ていた。

　飛翔は明遠の置いて行った沓くつを拾い上げ、疲つかれた顔で燦逸に声をかけた。

「だから言ったろ、うちの猿さるに輿こしなんて必要ないって」

「猿というより猩ゴリラでは？」

「お前、ちょいちょい失礼だよな」
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　半刻後、阿備村を見下ろす高台に、明遠はいた。日は傾かしぎ、夕焼けが万年雪を戴いただいた山脈を赤く染め上げている。ここから遠く王都まで、東西に連なるこの玉ぎよく游ゆう山脈が、瑞の北の国境。高こう峰ほうの間からは雪解け水が流れ出し、広大な高原に無数の小さな湖を作る。

　美しい光景だと、明遠は思う。けれど、どれだけ美しくとも、冬は雪に覆おおわれ、夏も天候の変化が激しいこの高原では、安定した農業が難しい。ここ阿備村も、不顧峠へと繫つながる街路を除けば、あとはひたすら広がる雪原をただただ持て余していた。

　貧しい村だ。わずかな酪らく農のう家はあれ、宿場町の収入に頼たよっているのが現状。

　新王即そく位いはまだなのか。村全体の焦じれた雰ふん囲い気きを、明遠はここ数週間肌はだで感じていた。その新王がまさか、自分だなんて。

　ふるふると首を振ふる。無理だ。絶対に。

　と、湿しめった地面を踏ふみしめる音がした。飛翔だろう。明遠は意地になって振り返らない。飛翔は平然と明遠のそばにやってきて、沓を投げ遣やる。明遠は氷のように冷え切った裸足をさすり、汚よごれた沓に収めた。

　飛翔はしばらく黙だまっていた。彼が退たい屈くつそうにつま先でこする足元、溶とけかけた雪が泥どろと混じり合っている。この丘おかの土はこんなに黒かったろうか？　墨すみのような色の土を一すくい拾い上げ、飛翔はこんな言葉で沈ちん黙もくを破った。

「創建記第一巻、二章の二」

　明遠は俯うつむいた。小さなころから、繰くり返し繰り返し、呪じゆ文もんのように唱えさせられた英瑞王語録。二章の二、天命の掟おきて。

「英瑞王曰いわく、王は天の庭師なり。天命をもて、国土を耕し、民たみを咲さかせ、国を大安せしめるべし」

　明遠はすらすらと諳そらんじて、そして、やっぱり首を振った。

「あたしには無理。庭の花だってまともに育てられたことないのに」

　国土を耕し、民を咲かせるなんて。

　飛翔は黒い土を手のひらから零こぼした。その顔を振り仰あおげば、夕日に照らされ、いつになく真しん剣けんな表情。

「遠、いくら母親の知り合いだからって、俺が酔すい狂きようでお前を預かって、十五まで育ててやると思うか？　田舎いなかの小こ娘むすめ相手に、およそ役に立つとも思えない歴史や兵法や武道を教え込んだのは、何のためだと思う」

「……」

「お前がいつか王宮に帰るべき人間だからだ。瑞湖王になる可能性のある人間だからだ」

　そう言う飛翔は、まるで誰だれか知らない人みたいだった。確かに飛翔は、小さな村の藪やぶ医い者しやにしては、ものを知りすぎていた。庵いおりにある書だって、ただの庶しよ民みんが手にできるとは思えない専門書がたくさん交じっていた。気づくべきだったのだ、明遠は。とっくの昔に。

「お前を預かった日から、俺はお前を家族として守ると決めた。何もかもこの日のためだ」

「家族？　残念だけど、あたしの定義では、こんな大事なこと今日までずっと黙ってた人のこと、家族とは言わないわ」

「俺の定義でも、これまでの恩も忘れて生意気な口きく奴やつのこと、家族とは言わんな」

　明遠は俯き、額に零れる前まえ髪がみの毛先に触ふれた。

「あたしは、今の暮らしで十分なのに……」

　これ以上を望みはしないのに。王宮に帰りたいなんて思わないのに。どうしてこのままでいられないのだろう。

「遠」

　飛翔は腕うでを組む。不顧峠の方を眺ながめながら、

「ここで待ってても、月げつ矢しはもう帰って来ない」

「……」

　長い長い沈黙。太陽は最後にぎらりと強い光線を放ち、玉游山脈の向こうに沈しずんでいった。空気がぐっと冷え込んで、風が吹くたび、飛翔の衣ころもがばたばた音を立てる。明遠は飛翔にそっと寄りかかった。

「……飛翔もついて来てくれる？」

「そうなるだろうな。俺も元々は王宮にいた人間だから」

「そうだったの」

　知らなかったと思うたび、傷が増えて行く。明遠はしかし、いつまでもうじうじ腐くさっているような性しよう分ぶんではなかったから、無理やりにでも深呼吸して、ぐっと踏ん張った。

「分かった。王宮に行く」

「いい子だ」

　飛翔は大きな手で明遠の頭を撫なでる。明遠は空元気でうおお、と叫んだ。拳こぶしを握にぎりしめ、

「どこの誰だか知らないけど、その花か仙せんって奴、全力で殴なぐって帰ってくるわ」

「帰ってくるつもりなのか、お前は」

　飛翔はため息交じりに言うけれど、だって明遠はまだこのとき知らなかったのだ。天命の重さも、この国の病も。彼に出会うまでは。
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　王都までは三日の道のりだった。最初こそ大人しく輿こしに収まっていた明遠だったが、途と中ちゆうから辛しん抱ぼうならず、燦逸の部下たちに交じって馬に乗った。彼らの驚おどろく顔からするに、公主は普ふ通つうこういうことはしないらしい。でも明遠には幸い乗馬の心得があるし、馬上の方がずいぶん気楽だった。だいたい、横たわる銀色の龍りゆうのような玉游山脈の絶景を尻しり目めに、あんな狭せまい輿の中に閉じこもっているなんて、罰ばち当あたりというものだ。

　そして三日後、早朝。瑞湖国の王都・沚し帥すいの迷めい路ろのような石いし畳だたみの道を抜け、一行はようやく、目的地である夜や咲しよう城に辿たどりついた。

　夜咲城……重武装中立国家・瑞の砦とりでであり、庶民は立ち入ることすら厳しく禁じられているという王城。長方形をした高い城じよう壁へきの中に、英瑞王の血を引く王族と臣下たちとが暮らす、市井しせいとは隔かく絶ぜつされた鉄壁の要よう塞さいである。

「王のご帰き還かんが裏口からとは、立派なご挨あい拶さつだな」

　馬を降りるなり、飛翔が皮肉っぽく言う。

「裏口？　これで？」

　明遠が口をあんぐり開けるのも無理はない。壮そう麗れいな彩さい画がで彩いろどられた巨きよ大だいな城門は二層の楼ろう閣かくを構え、これだけでも城と呼べそうな大きさ。細かく装そう飾しよくの施ほどこされた屋や根ね瓦がわらは緩ゆるやかに弓なりになって、天を支えるかのようだ。左右に延びる城壁には終わりが見えず、規則正しく掲かかげられた弔ちよう旗きが冷たく揺ゆれている。

「確かに、東とう麗れい門は普通なら臣下しか使いません。だが今日のところはご容よう赦しやを。城外の民はまだ明遠様が王だとは知らないのです。混乱を避さけるためです」

　城外の民は知らない、ということは、城内の人はもう知っているということ？　明遠の心情を察したのか、燦逸は頷うなずく。

「このようなことを申し上げるのは心苦しいですが……、皆みなから温かく迎むかえられるとは思わぬよう」

　言いながら、燦逸は城門の中へと進んでいく。夜咲城は要塞と言われるだけあり、門と言ってもそこらの牌ぱい坊ぼうとはわけが違ちがって、分厚い城壁に穿うがたれた坑こう道どうといった様相だ。暗い通路は石いし敷じきで、空気は冷え切り、遠くに小さく光が見えるだけ。否いやが応でも心細くなる明遠に、燦逸は追い打ちでもかけるように、

「王宮には、明遠様を必ずしも歓かん迎げいせぬ方もいらっしゃいます」

「たとえば？」

　明遠が率そつ直ちよくに問うと、燦逸は一いつ瞬しゆん言いよどんでから、小声で答えた。

「皇太后殿でん下かです」

「皇太后、っていうと」

「惻隠王の正せい妃ひ・紅こう玉ぎよく様です。貴方あなたにとっては義理の母上ということになりましょうか」

　義理の母？　明遠は一瞬混乱する。そうか、父は瑞の王。後宮にはたくさん妃がいたはずだ。皇太后はそのうちの一人……それも、正妃。つまり、一番身分の高い妃ということ。

「どうかくれぐれもご注意を」

「どういうこと？」

　暗がりの中で、燦逸は苦い顔をした。

「惻隠王の妃たちのうちで、お世よ継つぎがあるのは正妃様だけですから……」

「はあ……？」

「分かってないな、遠」

　飛翔の低い声が通路に響ひびく。

「惻隠王は確かにたくさん妃を囲っていたが、子を産んだのは正妃だけだ。自分の子のうちの誰かが王になるものと思っていたに違いない」

「ええ。年ねん齢れい的に考えて、ご長女……十九歳の那な珂か様が次の王だと確実視されていました」

「ふうん」

　明遠は考える。じゃあ、皇太后自身も、自分の娘むすめが次の王になると確信していたのだろうか。そこへ来て、実の子たちはみな王の資格なし、今まで存在すら知らされていなかった妾しよう腹ふくの子が王になると知らされたら？

「……怒おこってるかな？」

　明遠がおずおず問うたとき、一行はようやく東麗門の終わりに辿たどりついた。

「少なくとも、明遠様にご興味はおありのようですね」

「早さつ速そく呼び出しか。逃にがす気はないってことだな」

　光の中に一歩踏ふみ出すと、待ち構えていたのは、黒い服を着た数人の官かん吏りだった。みな一様に拱きよう手しゆし、頭こうべを垂れているので、明遠はおののいてしまう。

「正妃……失礼、皇太后殿下の宦かん官がんです。明遠様を殿下の元にお連れに来たのかと」

　燦逸が耳打ちした。件くだんの皇太后がわざわざお出迎えというわけだ。

「行かなきゃ駄だ目め？」

「お気持ちは分かりますが」

　燦逸は明遠に向き直り、宦官たちに聞かれないよう、小声で言った。

「ともかく余計なことは言わぬことです。丁てい重ちようにご挨拶をし、可能な限り早急に辞去を」

　不ふ穏おんな物言いは、まるで明遠の不安を煽あおるようで。

「ついて来てくれないの？」

「申し訳ありません。皇太后殿下はご自分の宮には直接の臣下しか入れようとしないのです。入り口まではご一いつ緒しよしますので」

「飛翔は？」

「俺は宦官じゃないからな。そもそも後宮に入れん」

「そんな」

　明遠は頼たよりなく視線を右往左往させる。

「あたし、王宮なんて入ったことないし、礼れい儀ぎ作法とか色々……知らないし！」

「お気持ち、ご拝察いたします。どうかご辛抱を」

　どうやら一人で行くより仕方ないようだ。明遠は嫌々ながら足を進める。すかさず、皇太后の宦官たちが明遠を取り囲んだ。ついて来いということらしい。

　顔をこわばらせて後宮へと向かう明遠の後ろ姿を、飛翔と燦逸が見送る。

「早くも最初の試練、かな」

「お手並み拝見と参りましょう」




　夜咲城は、南北に大きく二分されている。南に公務や各種儀ぎ式しきの行われる外朝、北には王族と妃たちの居住区である内ない廷てい。そして内廷の最も奥まった場所に、高い紅こう墻しように取り囲まれた東西六つの宮──後宮があった。王の妃たちが暮らす、男性立ち入り禁止の世界。六つの宮には序列があり、現在最も上位なのは東の三宮の最北に位置する、紅の宮と言われていた。

　紅の宮。その名の通り紅あかい屋根、こちらを圧あつ倒とうするような軒のき下したの彩画。瑞では高価な硝子ガラスや金銀の装飾が贅ぜい沢たくにあしらわれたこの宮の主あるじこそ、亡なき惻隠王の正妃・皇太后紅玉である。

「ずいぶん遅おそいご到とう着ちやくだこと。よもや、妾わたしの宮を素す通どおりするつもりだったわけじゃあるまいね？」

　明遠が前ぜん殿でんに入るなり、その人は棘とげのある言葉で迎えた。頰ほおを引きつらせ、室へやの奥を見やれば、紅い布張りの長なが椅い子すに腰こしかけた妙みよ齢うれいの美女の姿があった。

　彼女が皇太后・紅玉。燃えるような深しん紅くの衣ころもに、装飾品を山のように重ね、長い足を優ゆう雅がに組んだ様は、まさしく支配者の風格。確かに美しいが、吊つり上がった目はきつい印象を免まぬかれないし、態度も横おう柄へいだった。

　明遠は震ふるえる息を吐はき出し、とりあえず膝ひざを折った。

「えっと、あの、ご機き嫌げん麗うるわしく……」

　丁重にご挨拶しろ、とは言われたが、そもそも明遠は高貴な人に対する挨拶の仕方を知らない。しかし幸か不幸か、皇太后は気が短いらしく、たどたどしい明遠の台詞せりふを最後まで聞こうとすらしなかった。

「何をごにょごにょ言っている。田舎いなかでは言葉も習わなかったのか？」

　軽けい侮ぶの言葉を投げつけられ、明遠は身体からだの芯しんが燃えるような気がした。

「母様、失礼だわ」

　そのとき、鈴すずの鳴るような声が割って入った。顔を上げると、すぐ隣となりに、これまた紅い衣をまとった女性が立っていた。

「明遠、王たる者、誰だれにも跪き拝はいしてはなりませんよ。ほら、立って」

　明遠は訳も分からぬまま、素直に立ち上がる。背の高い女性だった。皇太后を『母様』と呼んでいたから、彼女はつまり……、

「公主様？」

「それはあなたもでしょう、明遠」

　当たり前のように言う彼女。艶つややかな黒くろ髪かみを複雑に結ゆい上げ、煌きらびやかな歩揺で飾かざっている。凜りんと伸びた背筋には気品が漂ただよい、きりりとした目元は匂におい立つばかりの美しさだ。

「私は那珂。瑞の第一公主よ。よろしくね」

「那珂、様……」

　彼女が、次の王だと思われていた、第一公主・那珂。明遠さえいなければ、玉座についていたかもしれない人。嫌いや味みの一つでも寄こされるのだろうかと、明遠はひやひやするが、

「那珂様、だなんて。呼び捨てで構わないわよ。私たち、母は違えど、姉妹なのだから」

　予想に反し、那珂は柔やわらかな笑え顔がおで右手を差し出してくれた。

「姉妹……」

　重ねた手のひらは、温かかった。緊きん張ちようでがちがちに固まっていた背筋が、不思議と緩む。

「明遠、那珂、何をしている？　近ちこう」

　苛いら々いらとした調子で呼ばれ、二人は室の奥に進んだ。皇太后は明遠をそばまで呼び寄せると、その場で回ってみせろと、扇おうぎで指図する。明遠が戸と惑まどいながら従うと、

「貧相なこと。さぞひもじい思いをしてきたのであろ。可か哀わい想そうに……」

　息を吐くように憐れん憫びんの言葉を零こぼす皇太后。確かに明遠は那珂に比べれば発育も悪いし、肌はだも日に焼け、がさついている。髪かみだって伸のばしっぱなしで、適当にまとめただけ。でも、庶しよ民みんなんてみんなこんなものだ。紅玉や那珂の肌の白さ、髪の美しさの方が異常なのだ。

「それに粗そ末まつな服。よくもまあ、こんなぼろ布を着て出歩けるものだ」

　皇太后は嫌味っぽく続けた。

「どんな服を着ていても美しいつもり？　未来の王はよほど自信がおありと見える」

「紅玉様こそ、四十前にしてはお綺き麗れいですよ」

　明遠はあっけらかんと言った。紅玉の顔が固まる。ぷっと、小さく聞こえたのは、隣で那珂が噴ふき出す音だ。

「……さすがは卑いやしい育ち。母に似て礼儀を知らぬらしい」

　紅玉は顔を引きつらせながら無理やり笑った。

「妾はこんな小こ娘むすめに追い出されるのか」

　そしてこれ見よがしに、長椅子に身体をぐったりと投げ出す。

「これまで献けん身しん的に惻隠王をお支えしてきたのに、あのお方ときたら、どこぞで庶民の妾めかけを作り、その子どもが王だなんて」

　自分を憐あわれむ皇太后。一挙一動が芝しば居いがかっていて、真意は別にあることが見え見えだ。

「とはいえ、そなたもまた惻隠王の娘。ならば、妾はそなたの母、であろう？」

　圧おし潰つぶすような声で言われ、明遠は表情を硬かたくした。

「妾に従っておいた方が得だぞ。助言役になってやろう」

　明遠が何か答える前に、隣に立つ那珂が苦言を呈ていした。

「母様、王は天以外の誰にも従いません」

「お黙だまり、那珂」

　しかし娘に言い負かされる皇太后ではない。声を荒あららげ、

「花か仙せんに選ばれなかったくせに、偉えらそうに」

　那珂はぐっと詰つまってしまった。そう、この夜咲城に住まうどの王族も、新たな花仙に選ばれなかったのだ。それは第一公主・那珂も同じこと。

　親おや子こ喧げん嘩かが始まりそうな重い雰ふん囲い気きの中、

「あの、ちょっといいですか」

　明遠が小さく手を挙げた。皇太后は顎で是ぜと示す。

　明遠は『余計なことは言わず、丁てい重ちようにご挨あい拶さつを』という燦逸の忠告を完全に忘れていた。言いたいことを我が慢まんするのは柄がらではない。だから明遠は正直に、

「あいにくですけど、初めて会った赤の他人を母だとは思えないし、助言も必要ありません。あたし、王になる気なんてありませんから」

「なんだと……？」

「じゃ、失礼します」

　明遠は燦逸の最後の助言だけは守った。つまり、あっけにとられる紅玉親子を前に、『可能な限り早急に辞去』したのである。
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「明遠様」

　宮の外に出ると、額に飾り紐ひもを巻いた燦逸が顔を青くして待っていた。明遠の顔を見るや、さっと手を上げ、

「ああ、どうか何も言わないでください。どうせ良からぬことになったに違ちがいない」

「失礼ね！　否定はしないけど！」

　燦逸はがっくりと肩かたを落とす。明遠は腕うでを組み、

「紅玉様って嫌いやな人ね。私はお前の母だ、だって。初めて会ったのに」

「まあ、今の皇太后殿でん下かのお立場なら、誰だって恐きよう々きようとした気持ちになるでしょう。王宮を追い出されるのではないか、と」

「まさか。口だけでしょ。出ていく気なんかないわよ、あの人」

　明遠がさらりと言うと、燦逸はちょっとだけ驚おどろいたような顔をして、

「明遠様、申し訳ありません」

「何よ急に」

「私、明遠様はちょっぴりお頭の弱い方なのかと思っておりました」

「ちょいちょい失礼よね、燦逸って……」

　燦逸は一度咳せきばらいをし、

「ご明察です。皇太后殿下は後宮を出て行く気などさらさらないでしょう」

　燦逸の言う通り、皇太后は明らかに、王宮での権力を固持したがっていた。でなければ、初対面の明遠に対して『従え』なんて言わないはずだ。

「先ほども申し上げましたが、大方の予想では、皇太后殿下のご息女の那珂様が、次の王と考えられていたのです。実際、那珂様なら血筋も能力も申し分ない。王の素質は十分とお見受けしておりました」

　明遠には、王の素質とは何なのかさっぱり分からない。けれど少なくとも、那珂は紅玉と違って嫌味一つ言わなかったし、明遠に対し、終始優やさしかった。

「実は、即そく位い式しきまでの間、明遠様の『王様教育』は、那珂様に指導をお願いしております」

「先生役ってこと？　あたしの？」

「ええ」

　燦逸はとっくり頷うなずいた。

「ご自分が受けて来られた教育を無む駄だにしてしまわないよう、明遠様に一部でもお教えしたいのだと……あちらからの強いご要望で」

「えっ聖女なの？　良い人すぎて怖こわいんだけど。見て、鳥とり肌はだ立ってきた」

　明遠が右腕を見せようとするのを、燦逸はやんわり断って、

「鳥肌はともかく……那珂様を嫌きらう者などおりませんよ。聡そう明めいで、誰にでもお優しい」

　顔を緩ゆるませる燦逸。那珂が臣下からも慕したわれていることがよく分かる。だからこそ……、

「那珂が王なら良かったのに」

「文句なら花仙に直接仰おつしやいなさいまし。明遠様のご到とう着ちやくを首を長くしてお待ちですよ」

「誰が？　花仙が？」

「さようにございます。ご案内しましょう。こちらに」

　ようやく諸悪の根源と相まみえるわけだ。明遠は腕まくりをし、燦逸の後に続いた。




　内ない廷ていの中央、後宮を背後に据すえた白はく泉せん宮きゆうが、王の居宮である。石いし壁かべの回かい廊ろうに囲まれた巨きよ大だいな宮は、見るも鮮あざやかな瑠る璃り瓦がわらぶき。柱という柱に吉きつ祥しようの文様が彫ほり込まれ、家具や照明、建具に至るまで、素人しろうとが見ても一級品と分かる壮そう麗れいさだ。案内されるままついて行くと、執しつ務む室、書しよ斎さい、衣い裳しよう部屋、居室、寝しん室しつ……飛翔の庵いおりが十は入りそうな広さで、明遠はめまいがした。

　居室の手前で、燦逸はようやく足を止めた。彼が手を叩たたくと、どこからかさっと女によ官かんが現れ、ずらりと廊ろう下かに並ぶ。明遠を迎むかえに来た燦逸の部下同様、彼女たちも特とく徴ちよう的な飾かざり紐を額に巻いていた。

「彼女らが身の回りのお世話をします。播家の者しかおりませんので、どうぞご安心を」

「播家って？」

「貴方あなたの味方です」

　言いながら、燦逸は飾り紐で額に留められた小さな石を指さした。

「それって、その紐を巻いてない人はみんなあたしの敵って意味？」

「ははは、明遠様はご冗じよう談だんがお好きだ」

　燦逸は棒読みでそう言って、そそくさと立ち去ってしまった。不ふ穏おんだ。

「明遠様、こちらに」

　廊下で突つっ立っていても仕方ないので、明遠は女官が招く方に足を向ける。王がくつろぐための居室。寝室と繫つながっているらしい。

「ここで花仙がお待ちです」

　そう言って、女官が戸を引いた瞬しゆん間かん、

「！」

　明遠はとっさに身を屈かがめた。野性の勘かんだ。直後、視界を何か白いものが横切って行き、背後でふごっという情けない音がして、泣き交じりの声が響ひびいた。

「なぜお避よけになるのです！」

「そっちこそ、なんで飛びついてくるのよ！」

　振ふり返ると、そこにいたのは、

「長い間、お待ち申し上げておりましたので……！」

　柱にぶつけたのか、赤くなった額を気にも留めず、胸の前で手を合わせて目を輝かがやかせる……、それはそれは綺き麗れいな青年だった。

「あなた……」

　そこまで言って、言葉が続かない。明遠が驚くのも無理はなかった。瑞の民たみは大たい概がい、黒い直毛に浅黒い肌はだをしているものだが、彼の髪かみは色が薄うすい上にふわふわとした巻き毛で、肌ははっとするような白はく皙せき。額には大きな花の紋もんがあった。これだけでも十分目を引くが、極きわめつけに、彼の少し垂れた目は、虎とら眼め石のような鈍にぶい金色をしている。

　一目見るだけで人ならざる存在と分かる、美しい、生き物。

「あなたが……新しい花仙？」

　確信を込めて、明遠は問う。彼は姿勢を正し、頷いた。幼さの残る顔立ちながら、背筋を伸のばせばすらりと長身で、そばに立つと明遠は彼を見上げなくてはならなくなる。

「いかにも、私が瑞湖国の新しい花仙です。初めまして、明遠」

　彼は長いまつ毛を伏ふせ、ふわりと笑えんだ。美び貌ぼうの青年にいきなり呼び捨てにされ、明遠はたじたじになる。だいたい、ただ目を合わせただけなのに、どうしてこんなに嬉うれしそうなのか。

「おかけになっては？」

　なぜか上じよう機き嫌げんな彼は、勝手知ったる我が家のように明遠に席を勧すすめ、自分は卓たくを挟はさんで向かいの椅い子すに腰こしかけた。間かん髪はつを容いれず、女官たちがわらわらとやってきて、お茶を淹いれたりひざ掛かけを用意したりと、せわしなく視界をうろちょろする。青年は平然としているが、明遠はどうしても落ち着かなかった。それに、明遠には不必要なくらい甲か斐い甲が斐いしく世話を焼くくせに、青年にはひと声もかけず、顔を見ようともしないというのはいかがなものか。

「あの……あたし、喉のどは渇かわいてないし、寒くもないの」

　明遠は迷いつつも、女官たちにそう告げた。すると女官の一人が恐きよう縮しゆくして頭を下げる。

「これは、出過ぎた真似まねを。お許しください」

「あ、そうじゃなくて」

　何十も歳としの離はなれた相手に低頭されては、明遠の方が当とう惑わくしてしまう。青年は苦く笑しようしつつ、

「明遠、用済みならば、『下がって良い』と」

「ああ……、その、じゃあ、下がっていいわ」

　明遠はしどろもどろでそれらしく命令をし、他ほかの女官たちにも目配せすると、

「ありがとう」

　そう付け加えた。女官たちは顔を見合わせた後、奇き妙みような表情で一礼し、室へやを出て行った。明遠はほっと一息つく。

「おかしな方だ。あの者たちにいちいち感謝の言葉は必要ありませんよ」

「どうして？」

「どうしてって、彼女らは女官で、あなたは王だから」

　当然のように言う花仙の青年。そこで明遠はようやく当初の目的を思い出した。彼に言わなければならないことがあるのだ。

「あなた……その」

　明遠は言いかけて、言葉を切った。あっちは呼び捨てなのに、こっちはいつまでも『あなた』じゃあ締しまらない。

「……あなたの名前は？」

「私ですか？　みな睡蓮と呼びますが」

「睡蓮……そうか、あなたも睡蓮の花仙なのね」

　世界には、国の数だけ花仙がいる。

　椿つばきに薔ば薇ら、牡ぼ丹たん、蘭らんと、その種類は様々。しかし、花仙はそれぞれの花の性質に合った場所でしか生きられない。高山の国・瑞では、建国以来ずっと、寒さに強い睡蓮の花仙が咲さいてきた。そして新しく生まれた彼もまた、睡蓮仙ということらしい。

「でも、それは名前じゃないでしょ」

「ええ」

　彼は待っていましたとばかりに、

「花仙は契けい約やくのときに王から真名を頂ちよう戴だいするのです。明遠、あなたが名付けてください」

　明遠は眉み間けんに力を入れ、長く息を吐はきだした。このままだと彼の調子に乗せられてしまう。

「あたしは……王にはならない」

「……？」

　彼はきょとんとしている。心底意味が分からないというような、いっそ純じゆん粋すいな表情。

「でも、明遠は王ですよ？」

「違ちがう」

　明遠は強く言い切る。

「あたしはほんの数日前まで、田舎いなかの宿屋で下働きしてた、ただの庶しよ民みんで……、自分が王族だってことも知らなかったのに、急に呼び出されて王になれだなんて」

　無理だ。明遠には、そんなこと。

「断るためにここに来たの。あたしは王になる気はない」

　花仙の青年は、しばらく黙だまったままだった。美しい顔が、捨てられた犬のような表情に変わっていく。彼は明遠を上うわ目め遣づかいで見やると、

「……でも明遠は王です」

　そう繰くり返した。

「あなたねえ……」

　めでたく振ふり出だしに戻もどる。明遠が次の策を探していると、彼は不意に明遠の手を取った。

「な、……何？」

　両手でぎゅっと握にぎりしめられ、明遠の顔は勝手に火照ほてる。何しろ、飛翔以外の男性に手を握られたことなんてないのだ。動どう揺ようする明遠をよそに、彼は、困ったような、憂うれいたような表情を浮うかべ、金の瞳ひとみでこちらをじっと見つめた。

「明遠、契約を。私に名前を下さい」

　明遠はとっさに青年の手を振り払はらった。うかうかしていると自分を見失いそうだ。

「契約って？」

「明遠は花印をお持ちでしょう」

　明遠は左手に視線を落とす。手の甲こうに、薄い痣あざ。花仙に選ばれた者の証あかしだという……。

「今はまだ、契約が完かん了りようしていません。だから花印もそんなに薄い。私に名前を下さい。それをもって契約成立となり、王と花仙とは一いち蓮れん托たく生しよう、一生を共にします」

　一生を共に、なんて言われても、想像がつかない。

「名前って……あたしがつけなきゃいけないの？　自分でつけたら？」

「花仙の真名は、王にしか分かりません。王ならば、考えずとも自然に頭に浮かんでくるものと言います」

「自然に……」

　明遠は一応目を瞑つむって集中してみる。けれど、頭の中にはふわふわの髪がちらつくばかりで、名前なんて一文字も浮かばなかった。

「ごめん、分からないわ」

　へにゃりと笑ってごまかす明遠。青年はむっと口を曲げて不服を表明している。

「やっぱりあたし、王じゃないんじゃない？　何かの間違いで……」

「明遠」

　睡すい蓮れん仙は真しん剣けんな表情で遮さえぎった。

「次の王はあなたです。受け入れてください。そうすれば、私は誠意をもって、あなたに力をお貸ししましょう」
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「力？」

　そう言えば、花か仙せんには特別な力があるという。人の心を操あやつったり、噓うそを見み抜ぬいたり、姿を変えられる花仙もいるとか。

「睡蓮仙の力って、何なの？」

　興味本位で尋たずねてみると、

「夢です」

　彼は短くそう答えた。

「睡蓮仙は、夢を見るのです」

　明遠の眼めが飛翔くらい細くなる。どっと疲つかれが押し寄せてきた。

「……そりゃ幸せな仕事だわね。おやすみなさい」

「明遠っ！　私は本気で言っているのです！」

　青年は再び明遠の手を摑つかんで、上下にぶんぶん振る。

「とにもかくにも、契約を！　話はそれからです！」

「知らないったら知らない！　あたし、帰る！」

「明遠っ！」

「ぎゃああ離して！」

　少女にすがりつく青年。人ひと払ばらいしておいてよかった。ほとんど情けない光景だ。

「ああもう、鬱うつ陶とうしい！」

　抱だきついてくる彼をなんとか引きはがしながら、頰ほおに触ふれる柔やわらかい髪かみに、明遠はなんだか既き視し感を覚えた。いったん動きを止め、眼をしばたたかせる。

　瑞は高山の国だ。農工資源に乏とぼしく、わずかな産業といえば、酪らく農のう。

「あなた……」

　もこもこの髪に、つぶらな金色の瞳。温順に見えて意外と頑がん固こ。主あるじと見るや、どこまでも追いかけ、意地でも離はなれたがらない……。

「……羊」

「え？」

「羊に似てるわ」

「……ヒツジ、ですか」

　この日、明遠は結局花仙に真名を与あたえなかったし、契約も完かん遂すいしなかった。ただ、少なくとも『あなた』以外の呼び方を見つけた。いわく、ヒツジと。
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「契約しなかった？」

　翌日の朝。飛翔に問われ、明遠は頷うなずいた。ヒツジ──明遠は彼をそう呼ぶことに決めた──は明遠がもう眠ねむいと言ってもそばを離れたがらず、結局彼も明遠の宮で寝ねたのだった。

「出会った当日から夜を共にするとはね。お前たち、案外相あい性しよういいんじゃないか？」

「馬ば鹿か言わないでよ。相手は植物！　それも生後二、三週間の！」

「ヒツジは動物だろ？」

　飛翔は茶ちや化かすが、明遠はたまったものではない。こっちはろくに眠れなかったというのに。

「だが、五日後には即そく位い式しきだぞ。それまでに覚かく悟ごを決めるんだな、遠」

　飛翔の言う通り、王宮は既すでに明遠の即位の準備に取り掛かかっている。儀ぎ式しきの場を整え、朝服を誂あつらえ、会議や打ち合わせが山ほど。今朝がた燦逸に手て渡わたされた一覧に目を通すだけで頭が痛くなる。豪ごう華かだが冷たい料理にも、華か美びだが動きにくい衣い装しようにも、明遠はまだ全然慣れることができないでいるのに。

「ねえ、やっぱり拒きよ否ひ権はないの？」

「ありません」

「ぎゃっ！」

　そこにひょっこり顔を出したのは、件くだんの睡蓮仙・ヒツジだった。

「おはようございます、明遠。探しましたよ」

「うー、見つかった……」

「燦逸殿どのがカンカンですよ。白泉宮にお戻りください」

　そう、ここは白泉宮から遠く離れた飛翔の室へや。夜咲城の西側、内ない廷ていと外朝に跨またがる大きな建物・太医院の一室だ。なんと飛翔は王宮に戻るにあたり、太医院の局長を仰おおせつかったらしい。いったい何者なのだ、この藪やぶ医い者しやは。

「よう、ヒツジ君。いい名を貰もらったな」

　室の主は例のごとく薬草臭くさい煙管キセルをくわえ、面おも白しろそうに口の端はしを持ち上げた。

「睡蓮の別名は未ひつじ草ぐさ……なかなか洒落しやれてるじゃないか」

「あなたは、もしかして飛翔殿ですか？」

「いかにも」

　飛翔が頷くと、ヒツジはここぞとばかりに、

「飛翔殿からも説得してください。真名を下さらないのです」

「口説き方が甘いんじゃないか？　もっと押せ。押し倒たおす勢いで行け」

「飛翔の薄はく情じよう者！」

　明遠は飛翔の腕うでをポカポカ殴なぐった。しかし飛翔は大きな手で明遠の頭を摑み、たやすく引き離してしまう。

「あーあー、うるさい。二人とも、邪じや魔まなんで出て行ってくれないかね。こっちは室の準備で忙いそがしいんだよ」

　すげなくあしらわれ、明遠は寂さびしい気持ちになる。でも確かに、さっきから室には医官が入れ代わり立ち代わり、荷物を運び込んだり書を届けたりと忙しそうにしている。宮廷医はそうとう人手不足のようだ。飛翔も局長らしくあれこれ指示を出している。

「壮そう観かんだろ」

　そう言って飛翔が誇ほこらしげに示すのは、天てん井じようまで届く薬やく品ひん棚だな。木の引き出しの中には、薬草や鉱石、種、穀物などが分類されて詰つめ込まれている。奥の卓たくにはそれらをすり潰つぶす薬や研げん、乳にゆう鉢ばち、匙さじや蒸留器が並べられ、さながら実験室のよう。壁かべ際ぎわにずらりと積み上げられた竹簡は、瑞中の傭よう兵へい団の団医から届けられた症しよう例れい集だという。

「なにせ、傭兵の死因の半分以上は病死だからな」

「嬉うれしそうに言わないでよ」

　新しい医学書を手に入れたときによく見せていた、飛翔のほくほくした笑え顔がお。解かい剖ぼう図を見ながら微笑ほほえむ様は、養父ながら若じやつ干かん恐おそろしかった。

「ってわけで、俺は忙しい。帰れ」

　飛翔は冷たいが仕方ない。大人しく白泉宮に戻もどろうか……、と、開いた戸の敷しき居いを跨またごうとした、そのとき。

「明遠、危ない！」

「きゃあ！」

　突とつ然ぜん強く肩かたを押されたと思ったら、

　がしゃん！

　大きな音と共に、明遠はつんのめって、廊ろう下かの方に倒れ込む。直後、身体からだに覆おおいかぶさるような重み。

「なに……？」

　とっさに瞑つむった目を開ければ、

（え）

　至近距きよ離りに白はく皙せきの美青年の顔があった。煮に詰つめた砂糖のような金色の瞳ひとみで見つめられ、明遠がものも言えずに息を吞のんでいると、

「本当に押し倒す馬鹿がいるか」

　飛翔が強ごう引いんに、明遠にのしかかっていたヒツジを引っ張り上げた。明遠は急にばくばく言い始める胸を押さえ、身体を起こす。すると、

「何これ……鍼はり？」

　ちょうど明遠が立っていた辺りに、大量の鍼がばら撒まかれていた。

「申し訳ありません！　お怪け我がはありませんでしたか？」

　慌あわてて謝るのは、若い官かん吏りだった。飛翔の元に運んで来た大量の荷物を、うっかり落としてしまったらしい。見れば、鍼だけでなく、陶とう器きの瓶びんが割れて薬品が飛び散っている。ヒツジに押し倒されていなければ、今いま頃ごろ大怪我をしていたかもしれない。

「あー、こりゃ大ごとだ」

「も、申し訳ありません、飛翔様」

「いいのいいの、こっちが悪かったよ。びっくりするよな、普ふ通つう」

　そう、この若い官吏は、ヒツジを見て驚おどろいて手を滑すべらせてしまったのだ。

　花か仙せんは天の使い、人ならざるもの。王宮の中でも神聖視されている。本来こんな風に、仕事もないのに王宮内をぶらぶら出歩いたりしない。明遠や飛翔がおかしいだけで、この官吏のように、花仙の姿を見ただけで動どう揺ようしてしまう者も多いのだ。もっとも、その花仙を邪じや険けんに扱あつかっているこの少女こそ次の王だと知れば、動揺どころか卒そつ倒とうしてしまうだろうが。

　呆ぼう然ぜんとしている明遠の腕を、飛翔がひょいと引き上げる。

「遠、怪我はないか？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ……」

「そうか、よかった」

　明遠は自分でちゃんと立つと、ヒツジに向き直った。

「あの……、ヒツジ。もしかして、助けてくれた？」

「恩を売るつもりはありませんが、まあそういうことになるかと」

　ヒツジは涼すずしい顔をしている。明遠はひとまず胸の前で手を合わせた。

「ありがとう。……でも、どうして分かったの？」

　ヒツジはこともなげに、さらりと答えた。

「夢で見ましたので」
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「……予知夢？」

　白泉宮へ帰る道すがら、明遠はヒツジに尋たずねた。

「ええ。睡すい蓮れん仙せんの能力は、夢を見ること。予知夢を見ることです」

「未来に起きることが分かるってこと？」

「何もかも分かる、というわけではありませんが」

　ヒツジは曖あい昧まいに笑む。

「私は昨日の晩、鍼が床ゆかに散らばる光景を夢に見ました。そして先ほど、飛翔殿の室を出ようとしたとき、官吏の持つ荷物から鍼が零こぼれ落ちるのを見た。それでとっさに、明遠をかばったのです」

　明遠は感心して、顔を明るくした。

「すごいじゃない！」

「いえ、今回はたまたまです」

　しかしヒツジはあっさりしたもので、

「私が見る予知夢は断だん片ぺん的なもので、いつ、どこで起きることかは分からないのです。明日起きることかもしれないし、一年後かも」

「つまり、狙ねらって予知することはできないってこと？」

「ええ」

　明日の天気が知りたいとか、知り合いの一年後の姿を見たいとか。予知夢の内容を、こちらから選ぶことはできないのだ。あくまで不意に、脈みやく絡らくなく、それは見える。遠い昔の思い出を、あるとき突然思い出すように。

「けれど、必ず起こる未来です」

　ヒツジは『必ず』の部分に力点を置いて強く言った。

「これは王を支えるために私に与あたえられた力。私の夢を活いかし、国政に役立ててください」

「ヒツジ、あたしは王には……」

　明遠が言いかけたとき、

「明遠様っ！」

　燦逸の怒ど声せいが聞こえ、明遠はびくっと肩を縮めた。

「どこをほっつき歩いてらっしゃったのですか！　じきに会議が始まるのですよ！」

　飾かざり紐ひもを巻いた額に青筋を立て、燦逸は明遠を問答無用で白泉宮に引き戻した。

「会議？　でもあたし、まだ国のことなんか……」

「那珂様が出席させるべきだと。『王様教育』の授業の一いつ環かんです」

　さすがは先生役。初日からしっかりと教育してくれるつもりのようだ。

（なんか、流されてる気がするけど……）

　釈しやく然ぜんとしない気持ちのまま、明遠は会議用の服──どうして会議のために着き替がえる必要があるのだろう？　──を身につけ、ヒツジと共に送り出された。




　夜咲城の外朝は、瑞湖国そのものを表しているとされる。南北を貫つらぬく中央の線は、山から湖へと流れ込む清流である。内ない廷ていの中央に構える白泉宮を源泉として、真っ直すぐ南に降りたところに各種儀ぎ式しきを執とり行う小しよう流りゆう殿でん、さらに川は流れて、玉座を戴いただく最も荘そう厳ごんな殿でん堂どう・玉ぎよく湖こ殿でんへと続く。玉湖殿の前には、玉ぎよく水すい盤ばんと呼ばれる広場。湖に見立てて玉たま砂じや利りが敷しき詰められたこの広大な空間に、即そく位い式しきの折には、百官がずらりと並ぶのだという。

　その玉水盤を挟はさんで、東に武官の公務の場である武ぶ晨しん殿でん、西には文官の働く文ぶん宵しよう殿でんが構える。東の武晨殿から昇のぼった日が、王の湖を照らし出し、やがて西の文宵殿へと沈しずんでゆく、この城はまさに瑞湖という国の縮図なのである。

　さて、その文宵殿。明遠は窮きゆう屈くつな礼服に身を包み、会議用にロの字に配置された机の最上位の席で身を縮めていた。すぐ左ひだり隣どなりにはヒツジ、右みぎ隣どなりには那珂が座っている。

「明遠、最初の授業よ」

『王様教育』の先生・那珂は、明遠にそう耳打ちする。

「なるべく早く、臣下の序列を覚えること。格付けは官服の補子ワツペンで分かるわ」

「補子ってあの、胸についてる？」

　明遠は会議室に集つどった官吏たちの服に目をやった。確かに、どの人の服にも、胸むな元もとと背中に、それぞれ広げた手のひらほどの大きさの布が縫ぬい付けられている。

「ええ。王族ならば円形の円補、臣下は四角い方補を付ける。絵え柄がらで文武官位が一目で分かるようになっているわ」

「へえ……」

「文官は鳥、武官は獣けものの刺し繡しゆう。一品から九品までそれぞれ種類が異なって……」

「待って待って、もっとゆっくり」

　明遠は悲ひ愴そうな表情で泣きつく。

「まあ、おいおい分かるようになるわ。姿勢を正して。じきに始まるわよ」

　那珂に言われた通り姿勢を正し、臣下たちを見回す。服装で品位が丸見えだなんて……。いや、服装だけでなく、使う建物や席次も厳密に格付けされ、序列によって階層化されている。なんて窮屈な世界だろう。

　その臣下たちは、誰だれも彼も、明遠を興きよう味み津しん々しんで眺ながめ、不満そうに顔を歪ゆがめたり、ひそひそ声を交かわし合ったり。それなのに、彼らもまた、ヒツジの方はあえて見ようとしない。まるで彼が透とう明めいになってしまったみたいだ。

　どこか遠くで鐘かねの音がした。それを合図に、明遠の左に座った老ろう齢れいの文官が立ち上がる。方補の図ず柄がらは鶴つる。

「偉えらい人？」

　明遠が那珂にこっそり尋ねると、

「この場には文武一品官しかいないわ」

「えっと」

「要するにみんな偉い人です」

　反対側から、ヒツジが短くまとめる。……参った。気き後おくれする明遠の横で、例の年老いた文官がごほんと咳せきをした。

「それでは始めます」

　全員が一いつ斉せいに立ち上がり、明遠に向かって低頭拱きよう手しゆする。明遠がたじろいでいると、鶴の方補の文官は頭を下げたまま、

「畏かしこくも陛下におかせられましては、此こ度たびのご登極、まことにおめでとうございます。官かん吏り一同、心よりお慶よろこびを申し上げます」

「あ、はあ」

「遠路お疲つかれのところ、ご臨席賜たまわり、はなはだ恐きよう縮しゆくではございますが、即位式まで時間がありませんゆえ、どうぞお許しくださいませ」

　息いき継つぎもせず一本調子で滔とう々とうと述べられ、明遠はあやうく窒ちつ息そくしそうになった。

「あの、えっと、とりあえず顔を上げて、腰こしを下ろして」

　明遠はしどろもどろになりながら頼たのむ。そうでもしなければ、この先一生彼らの顔を拝めない気がして。

「あたし、実を言うと何の会議なのかもよく分かってなくて……」

　燦逸に詳くわしく聞く暇ひまはなかったし、『明遠様はただ座っていらっしゃればよいのです』と押し切られただけで……。

「立志のお言葉の作成会議にございます」

　鶴の文官の真向かいに座った、麒き麟りんの方補の武官が明遠に説明した。

「五日後の即位式の後、陛下には百官に向かって抱ほう負ふを語っていただきます。この国をどうして行きたいか、瑞のこれからについて」

「えっ」

　慌あわててヒツジに『そんなこと聞いていない』という視線を送ると、『ええ、言っていません』という視線が返ってきた。

　鶴の文官はへつらうような笑えみを浮うかべ、

「原げん稿こうはこちらで用意しておりますゆえ、陛下にはこの場でご承しよう認にんをいただきたいのです」

「承認？」

　明遠は思わず問い返した。

「ちょっと待って。王の抱負なんだよね？　どうしてあなたたちが考えるの？」

　文官は少し詰つまって、言葉を濁にごす。

「陛下はお忙いそがしいことと思いますので、我われ々われの方で代筆を。陛下のお志を示す大切なお言葉ですから……」

「うん、だから、どうしてあなたたちが代筆なんてできるの？　今日が初対面なのに」

　明遠は純じゆん粋すいな疑問を口にしただけだ。けれど、室へやには嫌いやな沈ちん黙もくが降りる。官吏たちは視線を交わし合い、何と答えてよいか勘かん案あんしているようだった。

　沈黙に耐たえかねたのか、文官の一人がごほんと咳せき払ばらいする。

「明遠様は長く下々の者に交じってお暮らしになっていらっしゃったゆえ、政まつりごとというものをまだご存じないご様子。先代の御み代よの伝統に従い、つつがなく切り回して参りますので、差し当たり我々に任せていただければ幸いでございますが」

　遠回しに『田舎者は黙だまっていろ、こっちにはこっちのやり方がある』と言われ、さすがの明遠もむっとした。それならばどうして明遠を呼んだのか。

「承認を与えるだけでいいなら、誰が王だって構わないじゃない」

　ヒツジがちらりとこちらを見るのが分かった。

「何でもかんでも前のやり方に従うのが王なの？　英瑞王も言ってるでしょ、『革あらたむるを恐るること勿なかれ』」

「列王伝ですか。庶しよ民みんの読み物ではありませんが」

　さらりと古典を暗唱する明遠に、官吏たちはさすがに少し驚おどろいたようだ。

「育ての親が変わり者だったのよ」

　飛翔の教育がこんな風に役に立つ日が来るとは。阿備村で暮らしているころは、子こ守もり歌でも歌っている方がよっぽどありがたがられたものだが。

「なるほど、ご教養は身につけておありのようだ」

　鶴の文官は髭ひげを撫なで、もごもごと聞き取りにくい声で続けた。

「だが、きかん気は父親譲ゆずりですな」

　明遠が暗唱したのは『改革を恐おそれるな』という文言。確かに、新王の最初の言葉としては剣けん吞のんだ。喧けん嘩かを売っていると思われたかも……。明遠が焦あせり始めるより先に、

「よろしい。それでは、陛下に直接お尋たずねしましょう」

　文官は毅き然ぜんとして、明遠に問いかけた。

「あなたはこの国をどうして行きたいのですか？」

「え？」

「我々の草案に従うのが嫌だと言うのなら、お答えくださいまし。あなたの望みは何ですか？　王になったら、この国をどうしたいのですか？」

「え、えっと」

　むきになって逆に嚙かみつかれてしまった。慌てて那珂を見れば、やれやれという表情で額に手を当てている。

（墓ぼ穴けつ掘ほったかも……）

　困った明遠は、今度はヒツジの方を向く。すると、待ち伏ぶせでもしていたかのように、明るい金色の瞳ひとみと視線がぶつかった。彼は明遠をじっと見つめている。

「……な、何よ」

「いえ、私もお尋ねしたいと思っていたので」

　明遠が王としてこの国をどうして行きたいのか。それを一番知りたがっているのは、花か仙せんであるヒツジ本人なのかもしれなかった。

「そう言われても……」

　国の未来なんて、考えたこともない。明遠はそう思うが、

「志ならあるはずです」

　ヒツジはなぜか確信的に言う。

「ご自分の心に正直に、お答えになればよいのです」

（心に、正直に……）

　頭は真っ白だが、答えを待つ真しん摯しなまなざしに圧おされ、ひとりでに口が開く。

「もし、あたしが王になったら……」

　明遠はヒツジの顔を見つめたまま、ほとんど無意識に、こう言った。

「傭よう兵へい輸出を禁止したいわ」

　ヒツジは金の眼めを見開いた。一いつ瞬しゆんの間の後、明遠は我に返る。

（あたし、何言って……！）

「あ、えっと、その」

　慌てて室を見み渡わたせば、そこには冷たい失しつ笑しようが満ち満ちていた。

「陛下……本気で仰おつしやっているのですか？」

　嘲ちよう弄ろうを通り過ぎて困こん惑わくといった表情で、鶴の文官は問うた。

「傭兵輸出がなくなれば、瑞は国として立ちゆかなくなる。陛下もご存じでしょう」

　瑞は貧しい国だ。山間の寒冷な土地で作物はろくに育たないし、鉱産資源があるでもない。それでも瑞が独立を保っていられるのは……、傭兵輸出という収入源があるからだ。

　崖がけがちの高地で育ち、足あし腰こしが鍛きたえられた瑞の男たち。しかし国内にはその力を活いかせる産業がなく、食うに困った彼らは戦うことを生業なりわいに選んだ。ところが瑞は建国以来中立の国である。国軍が他国と戦うことはない。

　ゆえに、傭兵。

　彼らは身一つで国境を越こえ、出で稼かせぎに行く。かつては落らく伍ご者の集まりだったが、細々と酪らく農のうを続けるよりよほど実になると分かり、若者はこぞって傭兵団に入るようになった。忠実でよく訓練された瑞の傭兵は他国の評判を呼び、今では彼らの仕事は絶えることがない。

　もちろん、瑞の国家もこれを黙って見てはいなかった。州単位で他国の依い頼らい主と契けい約やくし、登録してある傭兵団を派は遣けんする。報ほう酬しゆうは州を通して団に支し払はらわれる。こういった制度は二代前の王の時代から徐じよ々じよに整えられ、惻隠王の時代に完成を見た。今や傭兵派遣は国家規模の主要産業にまで育ったのである。

　……そんなこと、明遠だって知っている。

「傭兵廃はい止しなどと即そく位い式しきで表明すれば、他国から大笑いされますよ。これから何を売って生きて行く気かと」

「傭兵は瑞の最も重要な輸出品です。陛下はこの国を潰つぶしたいのですか？」

「そういうわけじゃ、ないけど」

　明遠は口ごもり、膝ひざの上で拳こぶしを握にぎりしめた。

（何なの、この人たち。傭兵をまるで物みたいに……）

　売るとか、輸出品とか。薄うすら笑いで交かわされる言葉は、明遠の心に棘とげみたいに刺ささる。

「即位式には南煌・東煌両国の州王もご参列になる予定です」

　そこで落ち着いた面おも持もちの女性官かん吏りが声を上げた。

「『お得意様』を前にしても、同じことを仰るおつもりですか？」

　煌……亜煌帝てい国こくは、瑞の北に位置する最大最強の帝国だ。帝国と名乗ってはいるが、実質は連合国。東西南北の四州にそれぞれ花仙がおり、四つ巴どもえの覇は権けん争いのさなかだという。

　瑞は煌の南州と東州に国境を接している。他ほかに商売相手がないではないが、やはり煌への派遣が群を抜ぬいて多い。なにせ、煌は国内のいたるところに常に火種を抱かかえているのだ。その上、国の四方をぐるりと山脈に取り囲まれている瑞にとって、北に抜ける道が一番易しい。瑞は実質、煌に生かされているようなものだった。

「特に、南煌の恭きよう昇しよう王おうは侵しん略りやく王と呼ばれるほど好戦的なお方です。敵に回してはならない」

　中立を謳うたいながら、他国に傭兵を貸し続けるという、矛む盾じゆん。それでも。

「この国には資源がないのです。それが現実です」

　そう断言されては、返す言葉がなかった。

「いやはや、さすがは惻隠王のご息女ですね。あの方も傭兵を守りたいとかなんとか……頓とん珍ちん漢かんなことを仰っていたが。王の血には砂糖でも流れているのでしょうか？」

　麒き麟りんの武官が言う。へりくだった態度はすっかり失われ、むしろ馬ば鹿かにしたような物言い。どうやら、『新王は未熟、敬意を払はらう価値なし』と判断されてしまったようだ。これが最初の授業だと言うのなら、結果は大失敗だ。明遠は完全に初手を誤った。

　顔を真っ赤にし、黙り込む明遠。ヒツジも何も言ってくれない。苛いら々いらとした雰ふん囲い気きが重く垂れ込め始めた。

　そのとき。

「みなさん、あまり陛下をいじめないでいただきたいわ」

　澄すんだ声が響ひびいた。顔を上げると、隣となりの席で那珂が手を挙げている。

「陛下は昨日王宮に着いたところで、慣れないことばかりなのですから、気き遣づかって差し上げるべきです。いったん場を改めましょう」

「しかし、那珂姫ひめ。即位式までもう間がないのです」

「そうね。けれど、こんなときこそ冷静にならねばならないわ」

　那珂は臣下の意見を尊重しつつ、あくまで落ち着くよう諭さとす。

「せっかくみなが誠心誠意考えた草案ですもの、陛下にもじっくりご理解いただきたいわ。よろしければ、一度お持ち帰りいただくということにしませんか？　即位式までにご承しよう認にんいただければ良いのだから」

　あくまで承認が前提ながら、猶ゆう予よは得た。臣下への配はい慮りよを怠おこたらず、誰だれも怒おこらせない言い方に、

「那珂様がそう仰るなら……」

　官吏たちは渋しぶ々しぶながら引き下がった。

「陛下、それでよろしいですか？」

　頷うなずくしかない明遠に、官吏たちは不安と蔑さげすみの入り混じったため息を漏もらす。

　鶴つるの文官は竹簡を巻き、明遠に差し出した。

「立志のお言葉の草案は、惻隠王の方針を引き継つぐ形で骨子を組んでおります。お目通し願いたい」

　その表情は、まるで明遠を試ためすような。

「どうしても変えたい部分があるのならば、納なつ得とくのいく代案をご用意ください」
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「明遠」

　白泉宮の居室に下がってから、ヒツジは明遠に声をかけた。

「いったいどうしたのです」

「帰るのよ」

　明遠は長持ちの中身を乱暴に漁あさりながら答えた。探しても探しても、出てくるのは目もくらみそうな上質な絹の衣ころもばかり。ここに来たとき着ていたあの粗そ末まつな服はどこに行ってしまったのだろう。まさか捨てられたのだろうか？

　ヒツジは投げ出された上物の衣類を踏ふんづけないようにそろりと進みながら、

「帰るって、どこに？」

「阿備村よ、決まってるでしょ」

「なぜです」

「なぜって」

　絹の海の中で、明遠は顔を上げた。

「見たでしょ？　あたしはどうせ田舎いなか娘むすめで、みんなの笑いものよ」

　会議の場での、見下したような臣下の目線。思い出すだけで胸が焼ける。

「那珂の方がずっとよくまとめてた」

　弱々しく掠かすれた声で零こぼす。あのあと、那珂にやんわりと叱しかられた。

　──自分の言葉の一つ一つが王の言葉と思って、よく考えてから口にするようになさいね。自由な発想は良いことだけれど、思い付きで発言したように受け取られてしまうわ。

　あくまで優やさしい言い方だったけれど……要は『夢みたいなこと言うな』ということだ。

　いたたまれなくなって、明遠は立ち上がり、ヒツジに背を向けて腕うでを組んだ。

「だいたい、あなただって少しは助けてくれたっていいじゃないの。隣にいたのに我われ関せずって感じで……花か仙せんは王の味方じゃないの？」

　明遠が臣下にやり込められているときも、ヒツジは助け舟ぶねを出してくれなかった。

「花仙は私情で国の内政に口出しはしません。王を支えるのが私の仕事ですが、だからといって、いつでも王に追従するわけではない。花仙は監かん視し者でもあるから。花仙の眼めは天の眼とお思いください」

　ヒツジは花仙として、あくまで中立に立とうとしている。でも、それじゃまるで、王だけが全責任を負わなければならないみたいだ。今の明遠は臣下にまともに物申すことすらかなわないというのに。

「じゃ、お眼鏡にかなう人を選ぶのね。あたしは王の器うつわじゃない」

　しかしヒツジも折れない。

「明遠が王です」

　あくまでその一点張りだ。明遠が眉まゆ根ねを揉もんでいると、ヒツジは少し声こわ音ねを変えた。

「先ほど言っていたこと……詳くわしくお聞かせ願えませんか？」

「何のこと？」

　振ふり返ると、ヒツジはちょっと首を傾かしげて、

「傭よう兵へい輸出を禁止したいと、仰おつしやいましたね」

　明遠は眼をそらす。どうしてあんなことを口にしたのだろう。今思えば突とつ飛ぴも突飛、笑われるのも当然だ。でも、ヒツジのあの金色の目に見つめられて、明遠は確かにあのとき、そう言わなければならないような気がしたのだ。

「忘れていいわ。はずみで言っただけ」

「いいえ、聞かせてください。正直に。隠かくさずに」

　ヒツジは笑いはしなかった。

「あなたの望む国のあり方を、私に教えてください。それが天の意にかなうものならば、天は力を貸すでしょう」

　彼は決して、明遠を甘やかしているわけではない。明遠を測っているのだ。天の眼で。

（正直に話して、天にがっかりされるなら……それはそれで、いいか）

　明遠は息をつくと、椅い子すに腰こしを下ろし、ヒツジにも席を勧すすめる。そして少し考えた後、静かな声で、口を切った。

「あたしの母親、傭兵だったのよね」

　明遠の母、名は月矢。腕のいい傭兵だった。けれど。

「ちょうど一年前、東煌に派は遣けんされて」

　明遠は天を仰あおいだ。

「……そのまま戻もどらなかった」

「そう、でしたか」

　上を向いたままの明遠に、ヒツジは遠えん慮りよがちに問いかける。

「お母様は、どんな方だったのですか？」

「どんな方って、そりゃ……」

　明遠はちょっと笑って視線を落とした。そして一いつ拍ぱく置いて、おもむろにヒツジに向き直る。彼女は驚おどろくほど真顔で、こう答えた。

「とんでもない人よ」

「……はあ？」

　真意が摑つかめず、戸と惑まどうヒツジ。明遠は胸いっぱい息を吸うと、

「言葉も態度も人ひと遣づかいも荒あらくて、っていうか生き方自体が荒くて、小こ柄がらなのに見た目の百倍は力があって、胃い袋ぶくろは底なしで、水みたいに酒を飲んでは、その辺で寝ねちゃう。あの人の尻しりぬぐいで駆かけ回るうちに、ずいぶん鍛きたえられたわ。反面教師としてはこれ以上ない逸いつ材ざい」

　何かに突つき動かされるように、早口でまくしたてる。

「その上、あたしの父親は王だ？　突とつ拍ぴよう子しもなさすぎて逆に信じるわよ。ああ、ありえる。あの人ならやりかねないわ。常識の通じない人だったから」

　気が付けば、ヒツジが変な顔でこちらを見ていた。

「何よ、その顔」

「いえ、予想外だったというか……そういう流れになるとは思いませんで」

　明遠は苦く笑しようする。亡なき母との感動的な話でも期待されていたのだろうか。でも残念ながら、月矢という人間は美談向きではない。

（あの人はなんというか……めちゃくちゃな人だった）

　それでも。

「それでも……、憧あこがれだったんだよね」

　認めるのは悔くやしい。悔しいが。

「その辺の男衆よりもよっぽど肝きもが据すわってて、誰だれよりも心が強くて。部下がヤンチャすれば大声で怒ど鳴なり飛ばして。大たい剣けん背負って不顧峠を越こえていくの」

　思えば、記き憶おくの中の母はいつも後ろ姿だ。背中で輝くその剣は、美しかった。艶つや塗ぬりの鞘さやに納められた両りよう刃ばの長剣。明遠の憧れだった。

　剣の重みですっと伸のびた母の背中を、明遠は何度も何度も、見送った。

　いつか、あの剣だけが村に帰って来ることを、内心恐おそれながら。

「寂さびしくはなかったのですか？」

　ヒツジの言葉はいつも真っ直すぐで、時折容よう赦しやない。明遠は無理やり笑った。

「そんなこと、言っちゃいけない」

　そう、繰くり返して。抑おさえ込んできたのだ。

　だって、結局のところ、母が稼かせいでくれるから、明遠はここまで生きて来られたのだ。生活の面めん倒どうは飛翔が見てくれたとはいえ、明遠の養育費は母がきっちり払はらっていたから。

「傭兵の子は、いつ稼ぎ頭がしらを失って路頭に迷うか分からない。自分で稼げる歳としになるまで母に養ってもらって、あたしは幸せな方よ」

　望んではいけない。夢を見てはいけない。どんなに寂しくても我が慢まんするから、ひもじくたって耐たえるから。今の暮らしで満足して、それ以上の何かを、求めたりしないから。

（だから……無事に帰ってきて）

　それはきっと、祈いのりみたいなものだった。母の団を不顧峠まで見送りに行くたびに、明遠は、内臓がぎゅっと萎しぼむような苦い痛みを嚙かみ殺し、ただただ無事を願った。

「ねえ……傭兵って、戦争する仕事よ。戦うことが仕事なの。分かる？」

「ええ」

「噓うそ。分かりっこないよ」

　王宮で暮らしていて、分かるわけがない。その意味が。

「あのね、傭兵って本当にろくな連中じゃないけど、それでも、彼らも瑞の民たみよ。あたし、不顧峠で、何十人も、何百人も見送って来たの。祖国への愛のためでも、誇ほこりのためでもなく、ただ金のために、他国と他国の戦いに派遣されていく傭兵たちを。そのうち何人が帰ってこられるかも分からないのに」

　もちろん、彼らだって常に戦いくさに駆り出されるわけではなく、要人の警護や都市の警備を請うけ負うこともある。とはいえ、危険はつきもの。傭兵である以上、命の保証はどこにもない。

「そりゃ彼らは強いわよ。でも死ぬときは死ぬ。戦うことが仕事だからって、あたし……割り切れない。どんなならず者だって、金のために死んでいいわけないわ」

「明遠は、瑞の傭兵に死んでほしくないのですね」

「当然でしょ。一人も欠けずに帰ってきてくれるなら、宿の食堂を百回荒あらされたって我慢するわよ。また元気な顔見せてくれるなら、酔よっぱらって暴れたって許す」

　まあ、ちょっとは、殴なぐるかもしれないけど。

「誰にも死んでほしくないし、殺してほしくない。瑞の傭兵が金のために殺す相手の兵にだって、帰りを待つ家族がいるんでしょ。命は金で買えないのに」

　こんなの……やりきれない。

「だから、傭兵を廃はい止ししたいと？」

　ヒツジは繰り返し尋たずねる。そこまで言うつもりは、本当に、なかった。でもあのとき、考えずとも口から出てしまったということは、それが明遠の本音だったのかもしれない。

　明遠は、けれど、その本音を圧おし潰つぶす。

「傭兵産業がなくなれば、瑞は確実に潰れるわ」

　綺き麗れいごとだって、分かっている。瑞の民として。傭兵の子として。身体からだに染しみ付いた現実主義が、夢を見るなと、強しいるから。

「あたしが王になるなんて言ったら、母はきっと大笑いするわね」

　明遠は立ち上がった。ヒツジに背を向け、わざと明るい調子で、

「あたしなんかが王になったら、きっと瑞はめちゃくちゃになっちゃうわよ。それこそ、国が亡ほろんでしまうかも」

「でも……」

　ヒツジは明遠の肩かたにそっと手を触ふれた。明遠は振ふり返る。ヒツジはあろうことか、笑っていた。金色の光を宿した目を柔やわらかくすがめて。

「でも、明遠。私はますます、あなたに王になってほしい」

「ヒツジ、あたしの話聞いてた？」

「もちろんです」

　彼は相変わらず捉とらえどころのないふわふわした笑えみのまま、

「あなたは瑞を亡ぼしたりしませんよ」

「それは予知？」

「いいえ、私の希望です」

　彼は目を細め、悠ゆう然ぜんと笑む。

「明遠はもっと、夢を見てもいいと思いますよ」
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　柔らかい感かん触しよくが、頰ほおにあった。瑞の短い夏場、日の光にまぶしく照らされた草原に寝転がったときのような、それはとても、幸せな感覚。温かくて、くすぐったくて、ふわふわで。

「……ふわふわ？」

　ゆっくり目を開けると、

「え」

　そこにあったのは芝しば生ふではなく、透すき通るように薄うすい色の髪かみの毛。見覚えのある青年が、明遠のすぐ隣となりで、寝息を立てていた。

「ぎゃっ！」

　明遠は飛び起き、慌あわてて毛布を胸むな元もとまで手た繰ぐり寄せる。ここはどこで、この人は誰？　必死で記憶を探さぐる。そうだ、ここは夜咲城の白泉宮。そしてこの青年は……、

「ヒッ、ヒツジ！　ちょっと、ここ、あたしの寝しん台だい……」

　しどろもどろで呼びかけるが、反応がない。

「ちょっと、ねえ」

　揺ゆり動かしてみても、ヒツジは起きない。ずいぶん深い眠ねむりに落ちているようだ。明遠は髪を引っ張ったり頰をつねったりしてみるが、それでも彼は目を覚まさない。

「何なのよ、もう……」

　明遠は息をつき、自分を落ち着かせる。まったく、この花か仙せんには振り回されっぱなしだ。

　恨うらめしい目つきでぐっと顔を寄せれば、すっと通った鼻筋に、長いまつ毛。白い肌はだは陶とう器きのよう。そう、名前を下さい、なんて無む茶ちやを言ってきさえしなければ、それこそ甘い夢のような、彼は美び貌ぼうの青年なのだ。

「もっと夢を、ねえ」

　明遠はそっとヒツジの頰に触れた。人肌の温ぬくもりを指先に感じ、そこで不意に我われに返る。

「何やってんの、あたし」

　未いまだに目覚める様子のないヒツジを置いて、明遠はそそくさと立ち上がった。窓の外はまだ薄うす暗ぐらい。早起きできてよかった。

「今のうちに……」

　室へやで探したうちで一番地味な衣ころもに身を包み、白泉宮の裏手からそっと忍しのび出る。女によ官かんたちには、落ち着かないから朝起きるまでは宮の外にいてと頼たのんであったし、城内の地図は昨日のうちに頭に入れておいた。白泉宮の裏手の花園を抜ぬければ、王の葬そう儀ぎのときしか使わないという北ほく昏こん門から外に出られるだろう。

（一晩考えても、ヒツジの名前は分からなかった）

　自分が王になる姿が、ちっとも想像できない。やっぱり、明遠には無理だ。

（何かの間ま違ちがいだったんだ。阿備村に戻もどろう）

　夜咲城の高い城じよう壁へきも、即そく席せきの鉤かぎ縄なわ──天てん蓋がいの布を細長く繫つないで作った紐ひもと居室の壁かべに大層に飾かざってあった模造剣で作った──さえあれば、楽によじ登れる。

「ごめんね、ヒツジ」

　明遠はそう言い残し、夜咲城から逃にげ出した。




　王都・沚帥は雨もよい。入り組んだ細い石いし畳だたみの道、水路の上にかかる無数の石橋、所ところ狭せましとひしめきあう民居……どれも阿備村にはなかった光景だ。中心部にある広場から、迷めい路ろのように四方八方に延びた路地。食堂や商店が軒のきを連ね、服ふく喪も期とは思えぬ賑にぎわいを見せていた。王は死んでも民は生きて行かなければならないのだ。

　明遠は早々に衣を売り、粗そ末まつな服に着き替がえると同時にちょっとした路銀を得ていた。ヒツジや燦逸のことを思うとさすがに心が痛むが、仕方がない。素質のない王を戴いただいて国ごと破は滅めつするよりマシなはずだ。

　なんて、頭の中で言い訳にならない言い訳を重ねるけれど、足は重い。

　──志ならあるはずです。

　なぜだろう、ヒツジの台詞せりふが頭にこびりついて離はなれないのだ。

（あたしのこと、何も知らないくせに……）

　明遠は首を振る。まずは阿備村への戻り方を調べよう。行きは三日で来られたけれど、帰りは馬になんて乗れないだろうから、もう少し資金が必要になるかもしれない。どこかで雇やとってもらおうか……なんて考えていたら、

「よう、こんなところに何の用だ？」

　突とつ然ぜん目の前に立ちふさがったのは四、五人の男たち。粗末な服装で、みな銀糸の襟えり巻まきで鼻まで覆おおっている。

「ここはガキが来るようなところじゃないぞ。お使いか？」

　そう言われ、明遠は周りを見回した。気づけば、ひときわ豪ごう華かで美しい家ばかり。曇どん天てんに妖あやしく映はえる赤い提ちよう灯ちん、二階の廊ろう下かからは、きわどい衣い装しようを身につけた美女たちが退たい屈くつそうに見下ろしている。どうやら、石畳の道を行き当たりばったりに進むうち、妓ぎ院いんの建ち並ぶ区画に来てしまったらしい。

　が、明遠はむしろ喜んでいた。

（助かった。こういうところの方がいい情報を聞き出せるかも！）

　密談は決まって夜に交かわされるもの。ならず者は花街に集まると相場が決まっている。訳ありの明遠を村まで送ってくれる人もいるかもしれない。

　一方、明遠が怯おびえるそぶりを見せないので、男たちは面おも白しろくなさそうだ。

「なんだ、ガキ。怖こわくないのか？」

「よほど俺たちと遊びたいみたいだな」

「ガキじゃないし、遊ばない。あとその襟巻き、恰かつ好こいいと思ってるなら勘かん違ちがいよ。じゃ」

　そう言い捨て、妓院を目指そうとすると、

「そうは行かないだろ」

「うん。だよね」

　阿備村では傭よう兵へいが問題を起こすことはしょっちゅうだった。こういう事態には慣れている。それに……、

「最近身体からだが動かせなくて苛いら々いらしてた。付き合うわ」

　明遠は指を鳴らした。男たちが覚えているのはここまでだ。




「それじゃお前の方が賊ぞくだぞ、遠」

　気づけば目の前には明遠が返り討うちにした男たちの山。死し屍し累るい々るいの様相を呈ていしていた。

「やだなあ。正当防衛でしょ？　って……」

　明遠はそこで驚おどろいて振り返る。

「黒こく鷹おう!?」

　そこにいたのは、一人の青年だった。太い眉まゆに勝ち気な笑えみ、そして左の眉まゆ尻じりに切り傷のような痕あと。彼もまた破落戸ごろつきたちと同じ銀糸の襟巻きを巻いている。

「何やってんだよお前ら、子ども相手に情けない」

　黒鷹と呼ばれた青年は、そう言って男たちを片手で追い払はらった。どうやら彼らは黒鷹の部下らしい。そして黒鷹は何事もなかったかのようにニッカと笑うと、

「相変わらず長なげえ髪だな、遠。饅まん頭じゆうが歩いてるのかと思ったぞ」

　拳こぶしを丸めて両耳の横に掲かかげ、明遠のまとめ髪を揶や揄ゆする。

「そっちこそ、その襟巻き、新しい団服なの？　考え直した方がいいわよ」

　明遠はすかさず応おう酬しゆうし、すぐにぷっと噴ふき出す。

「こんなところで会うとは思わなかった」

「そりゃこっちの台詞だ」

　そう、彼……黒鷹は、猛もう禽きん団という傭兵団の首領で、明遠とは昔からの知り合いなのだ。元々は明遠の母の団の一員だったが、数年前に独立して、猛禽団を立ち上げた。年もまだ若く、よく遊び相手になってくれた彼は、言うなれば明遠の兄貴分のような存在。ここのところ見ていなかったけれど……。

「チンピラたちがしばらく来ないんで、阿備村は平和だったわよ」

「チンピラとは失礼だぞ」

　彼は左の眉尻に走る傷を指さし、

「この傷を見れば、女はたいていコロリなのにな」

「よく言うわ。村の娘むすめを何人泣かせたと思ってんの。次に阿備村に来たときはそっちがコロリだから覚かく悟ごしてなさいね」

「はは、そんなに言うなら遠、お前が嫁よめに来るか？」

「茶でも飲むか？　みたいなノリで口説くのやめて。あと答えは否いなだから」

「厳しいねえ」

　黒鷹は朗ほがらかに笑う。明遠もつられて破顔した。悪口のような言葉でも、傭兵相手には挨あい拶さつ代わり。久しぶりに気を遣つかわずに会話できて、明遠は心底ほっとした。たった数日の間に、笑い方を忘れていたみたいだ。

「それで、お前、どうして王都に？」

「え？」

　ありのまま答えるわけにもいかない。明遠は微び妙みような間を作りつつ、

「ええっと……、飛翔が往おう診しんを頼まれて。ついてきたの」

　なんとか言い訳をひねり出す。しかし、

「あの飛翔先生がわざわざ王都まで？　村に出てくるのすら嫌いやがってた藪やぶ医い者しやが？」

「あー……その」

　早々に疑われてしまった。そこで明遠は無理やり話題を変える。

「そっちこそ、天下の猛禽団が、どうして王都で追おい剝はぎなんてしょっぱい真似まねしてるの？」

「今ちょっと仕事がなくてな。だがまあ、部下には説教しておくよ。悪かった」

　黒鷹は素す直なおに謝ると、身体を屈かがめて明遠の顔を覗のぞき込む。少し声を硬かたくして、

「お袋ふくろさんのこと、残念だったな」

　明遠は柔やわらかく唇くちびるを嚙かんだ。そう言えば、母が亡なくなってから彼に会うのは初めてだ。

　俯うつむく視界、石畳の上に、ぽつりと、雫しずくが落ちた。鼻をつくのは、雨の匂におい。

「こりゃザッと降りそうだな」

　黒鷹は明遠に気遣うような視線を投げ、

「遠、時間あるか？　ちょっと寄って行けよ。会いたいと思ってたんだ」

　そう言って手招いた。本来の目的ではないが、久しぶりに会った兄貴分だし、このまま別れるのも惜おしい。明遠は後ろ暗さを振ふり払うように、大きく頷うなずいた。




　黒鷹に導かれ、一いつ軒けんの妓院に足を踏ふみ入れる。建物の中心部は打ち抜ぬきの八角形の広間。二階には吹ふき抜けを囲むように廊下が渡わたされ、小さな室へやが並んでいる。床ゆかは木組みの格こう子し模様、柱や欄らん干かんは朱しゆ塗ぬりで、等とう間かん隔かくに提灯が吊つるされ、祭りのような華はなやかさだ。明遠のような歳としの娘が来ることは珍めずらしいようで、極ごく彩さい色しきの衣装を身に纏まとった妓女たちが、二階の廊下から興味深そうに見下ろしていた。

「来いよ、こっちだ」

　通されたのは、奥まった室だった。美しく飾かざり立てられた表側の室とは異なり、そっけない土つち壁かべの広間。そこに、屈くつ強きような男たちが何十人も集まっている。彼らは皆みな一様に、銀糸の布を首に巻いていた。

（……何かの集会？）

　黒鷹はその室を横切って、軒下に出た。妓院の裏庭を見晴らせる回廊のひさしの下に、卓たくと椅い子すが並べてある。黒鷹の言った通り、雨が降り始め、石いし畳だたみに雨あま粒つぶが跳はねる音が絶え間なく響ひびいていた。

　しばらくして、妓院の主人と思おぼしき女性が酒を勧すすめに来た。どうやら黒鷹はお得意様のようだ。まだ午前だというのに、黒鷹は盃さかずきを豪ごう快かいに呷あおる。そして、こう切り出した。

「俺たち猛禽団は、今は月げつ光こう紗しやって名乗ってるんだ」

「月光紗？」

「ああ。瑞全土の傭兵団を束ねる計画なんだ。王都に拠きよ点てんを持つ団はおおむね傘さん下かだぜ」

「傭兵団に横の繫つながりがあったなんて初めて聞いたけど」

　傭兵団は州政府に雇やとわれ、他国に派は遣けんされるもの。募ぼ集しゆう人数が多いときなど、小規模な団が集まって一時的に連合を作ることはあれど、本来他ほかの団とは仕事を奪うばい合う間あいだ柄がらなのだし、仲良く肩かたを並べて集まる意味もないと思うが。

「何のために？」

「よく聞いてくれたな、遠」

　彼が立ち上がり、逆光になった。がっしりした肩が灯あかりを遮さえぎり、顔に影かげがかかる。




「俺たちは反乱を起こす」




　明遠はのこのこついてきたことを後こう悔かいした。これは……大ごとになりそうだ。

「どういうこと？」

　黒鷹は再びどっかと椅子に腰こしを下ろした。

「この国の王家はもう駄だ目めだ。俺たちは瑞を捨てる」

『王家』と聞いて、びくりと肩が震ふるえる。大だい丈じよう夫ぶ、黒鷹は明遠が惻隠王の娘だとは知らないはずだ。そう自分に言い聞かせ、まずは尋たずねる。

「……どうして？」

「遠、お前がそれを訊きくのか？」

　黒鷹の真っ黒な眼めに見つめられ、明遠は思わず息を吞のんだ。

「俺たちは、この国の傭よう兵へい派遣の仕組みに文句がある」

　空気がぴりっとする。

「瑞には傭兵団が数多あまたあるが、結成から解団まで、仕事のたびに、逐ちく一いち国に申しん請せいしなきゃならん。俺たちの仕事場は国外で、国境を越こえるためには、まず国の通行証が必要だからだ」

　明遠は苦い顔で目を瞑つむる。不顧峠にやって来る傭兵たちも、まずは去州の州府で通行証を発行してもらっていた。

「雇い主と契けい約やくを結ぶのは団じゃなく州府。派遣先は州府に指定され、賃金も州府づてに支し払はらわれる。この仕組みを作ったのは惻隠王だ。惻隠王が全すべての派遣先を指示してた」

　当初は傭兵団が勝手に他国の依い頼らい主と契約していたが、少しずつ、間に国が嚙むようになった。当然だ、瑞の国民が他国で稼かせいで瑞に一銭も落とさぬでは困る。そこで、傭兵団と雇い主との間に必ず州府が入り、報ほう奨しよう金の一部は国庫に入るようになったのだ。

「ま、言うなればそれは搾さく取しゆだ。前々から不満は出ていた。賃上げの交こう渉しようは何度も行われてきた。まあ結果は芳かんばしくなかったが」

　元々荒あらっぽい気質の彼らのこと、国外で稼ぐ分には歓かん迎げいされるが、国内で大きな声を上げることは露ろ骨こつに嫌がられた。ゆえに、傭兵たちは故郷に帰って来るや、安らぐ暇ひまもなく、次の仕事に駆かり出されて行ったのである。

「それでも俺たちが今まで我が慢まんしてたのはなぜか？」

「瑞の傭兵は強いから」

　宿屋で働いていたころ、酔よっぱらった傭兵たちがしょっちゅう大げさに話していた。俺たちは強い。俺たちは負けない。俺たちがこの国を食わせてやってるんだ……と。

「そう、瑞の傭兵は強い。特に惻隠王の時代、瑞の傭兵は冗じよう談だんじゃなく負けなしだった」

　その強さは、ほとんど異常なほど。瑞の傭兵を手に入れた方が勝つ。自他ともにそう認めていた。王への不満をくすぶらせながらも謀む反ほんに至らなかったのは、ひとえに彼らが負けなかったからだ。勝利を重ねる高こう揚よう感が、麻ま薬やくのように彼らを痺しびれさせていた。

　けれど。

「一年前、梨り甚じんの戦い」

　彼がそう口にしたとき、明遠の顔がさっと曇くもった。

「月矢さん……お前のお袋さんが亡くなった戦いだ」

　明遠が顔をそらしても、黒鷹は話すのをやめなかった。

「あの戦いで、惻隠王は俺たちを裏切った」

　黒鷹は卓に拳こぶしを打ち付ける。びくりと肩を震わせる明遠に、黒鷹はいっそう暗い瞳ひとみで、

「煌の南州と東州は長い間小こ競ぜり合いを続けてる。一年前、梨甚の戦いで、瑞から派遣されたある傭兵団が見たのは──敵地にいる、瑞の傭兵団だった」

「……もしかして」

「同どう士し討うちだ」

　昔、傭兵団が個々で勝手に雇い主と契約していた時代には、こんなことはざらにあった。だが今や瑞の傭兵は国家管理。一つの戦いの敵味方双そう方ほうに瑞の傭兵を派遣することは、あってはならない裏切り行こう為いだ。

「惻隠王のやり方は上手うまいよな。州単位の派遣だから、派遣先が被かぶってることに気づかなかったんだ」

　傭兵団同士、州を超こえての結びつきは弱い。つまり、他の州の傭兵団については、どの国に派遣されているか、基本的に知られないのだ。だから、戦場で相まみえるまで気づかなかった。

「俺たちは傭兵。どの国に派遣されようが、文句を言わず仕事をしてきたつもりだ」

　金で雇われた戦士、それが傭兵。今日加勢した国に、明日は敵国の一員として攻せめ込んでいるかもしれない。だから、どの国にも忠誠は誓ちかわない。どの国の味方でもない。

　その分、瑞の傭兵同士の絆きずなは、深い。

「同どう胞ほうとやり合うことだけは、できない」

　派遣先を決められるのは王だけ。だから、どんなに派遣要よう請せいがあっても、金を積まれても、戦争国両方に貸すことだけはしない。同士討ちをさせないことは、王として、自国の民たみの血を売る者として、最低限ぎりぎりの倫りん理りだったはず。でも、一年前、惻隠王はそれを犯おかした。

「あの戦いで、瑞の傭兵はどちらも混乱をきたし、泥どろ仕じ合あいになった。双方合わせても、生きて帰れたのは数名だったと聞く。傭兵派遣始まって以来の惨さん劇げきだった」

　もちろん、戦いくさなのだから、無傷で済むことはない。団の一員が欠けたり、大おお怪け我がを負ったりすることはしょっちゅうあった。でも、名うての瑞の傭兵団が、壊かい滅めつするだなんて……前代未聞だった。

「俺たちは惻隠王に売られたんだ。二倍の金を得て、国庫はさぞ潤うるおっただろうがな」

　黒鷹はそう吐はき捨てた後、明遠の様子を窺うかがった。

「驚おどろかないな。知ってたのか？」

「ううん……でも、そんな気はしてた」

　あの一件以来、阿備村を通って行く傭兵たちの顔つきが変わったような気はしていた。送り出す者に心配をかけたくなかったのか、傭兵たちは詳くわしいことを語らなかった。でもだからこそ、何かあったのだろうなとは思っていた。

　帰らない母。剣けんすら戻もどって来なかった。きっと……むごい死に方をしたのだろうと。

　まさか同じ瑞の傭兵と戦っていたとは思わなかったけれど。

「なあ、遠。情けない話だけどさ、俺たち、そのとき気づいたんだよ。ああそうか、そういえば俺たち、命がけで仕事してたんだって。そりゃ死ぬこともあるよなって」

　みんな、いつしか無感覚になっていた。母の帰りを待つ明遠自身だって、きっと。

　瑞の傭兵が負けるはずないって。絶対に勝って帰ってくるはずだって。
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　心のどこかで、きっと無む邪じや気きに信じていた。

「お前のお袋ふくろさんには俺もずいぶんよくしてもらったからさ。あんなことになって……平気な顔でこんなことしてる王のこと、俺、許せなくてさ」

　明遠の胸が二回痛む。母を失ったこと。そして、顔も知らない父が、その母に同士討ちを強しいたこと。

「なあ、変だよな。戦うのは俺たちなのに、報ほう酬しゆうは王の懐ふところに入るなんて？」

　国軍なら、王から報酬が支払われるのは当然だろう。瑞のために戦う瑞の軍ならば。王も共に前線で戦ってくれるのならば。

　けれど彼らは傭兵で、瑞でなく他の国のために戦う。瑞の王は王宮で玉座に腰かけているだけ……なのになぜ、報酬を国に搾しぼり取られなくてはならない？

　梨甚の戦いが契けい機きになり、国の搾取に対して、傭兵たちはようやく声を上げ始めたのだ。

「なぜ王が派は遣けん先を指定するんだ？　なぜ王が報酬を管理する？　俺たちが輸出品だからだ。俺たちは王の商売の道具だからだ」

　確かに、王宮の会議でも、官かん吏りたちは傭兵たちを人というより物みたいに扱あつかっていた。彼らには身体からだも心もある。こうやって、確かに息をしているのに。

「そこで俺たちはこの組織を作り、契約の自由化を求めて活動してきた。だがどれだけ訴うつたえても王宮は門前払い。梨甚の戦いについても、完全に沈ちん黙もくしてる」

　黒鷹は拳を握にぎり締しめた。溜たまり溜まった不満を固く丸め込むように。

「そこへ来て……王が死んだだと？」

　この拳を、いったいどこに振ふり下ろせばいい。

　明遠はおずおず、言ってみる。

「新しい王が立てば、政治も変わるかも」

「次の王がどんな奴やつだろうと、しょせんは惻隠王の血けつ縁えん。同じことが繰くり返されるだけだ」

　人格なんて関係はない。彼らの中にあるのは、王族への恨うらみ。それだけだ。

「新王の即そく位いは良い機会だ。これまで高みの見物をしていた王族に痛い目を見させてやる」

「ちょっと待って」

　明遠は慌あわてて割って入った。

「何でも暴力で解決しようとするのは傭兵の悪い癖くせよ。痛い目見させるって言ったって……」

　しかし、そこで言葉を切る。そもそも、反乱と言っても、彼らは何をしようとしているのだろう？

「……黒鷹、何を企たくらんでるの？」

　眉まゆをひそめ、明遠が慎しん重ちように尋たずねると、黒鷹は銀の襟えり巻まきを外し、ぐっと突つき出した。

「知りたきゃ、月光紗に入れ。そうすりゃ教えてやる」

　月光紗の首領は、何か覚かく悟ごしたような笑え顔がおで。

「お前は月矢さんの娘むすめだ。こんなときに、偶ぐう然ぜん再会するなんて……運命かもしれねえな。天はきっと俺たちに味方してるんだ」

　しかし、明遠はその銀糸の襟巻きを取らない。黒鷹は少し気分を害したようだった。

「この国はもう駄だ目めだ。王族に一ひと泡あわ吹ふかせてやりたくないのか？」

　惻隠王が、憎にくくないのか？

「応おう援えんしてくれよ。俺たち、仲間だろ？」

　明遠がそれでも答えに詰つまっていると、

「首領、時間だ」

「おう」

　仲間に呼ばれ、黒鷹は腰こしを上げる。

「遠、これから集会が始まる。聞いて行かないか」

「ううん、帰る」

「そうかい」

　立ち上がり、妓院を後にしようとする明遠の後ろ姿に、黒鷹は叫さけぶ。

「少なくとも俺たちは世の中を変えるぞ！　ただ文句垂らして手をこまねいてるより、よっぽど王に近いと思うね」

「……」

「また来い、遠。待ってるぞ」




　妓院の裏手から路地に出る。強い雨はやまない。妓院の主人に譲ゆずって貰もらった、穴の空いた傘かさから、涙なみだみたいに零こぼれ落ちる雫しずく。明遠は、どちらに向かって歩き出すべきか、悩なやんでいた。

（どうしよう……）

　逃にげてしまう気でいたけれど、こんな話を聞いてしまっては。

　傭よう兵へいたちは反乱を起こそうとしている。王族に復ふく讐しゆうしようとしている。

　彼らの怒いかりはもっともだ。傭兵に同士討ちを強いる王なんて……確かに許せないだろう。金のために戦うから傭兵なのだ。もともと国への忠誠心なんてないのだから、一度不信感を抱いだいたら最後、瓦が解かいするのは一いつ瞬しゆん。

　明遠だって、傭兵の娘だ。

　でも、王の娘で、跡あと取とりでもある。

　──応援してくれよ。俺たち、仲間だろ？

「あたし……どうしたら」

　呟つぶやいた、そのとき。

「明遠！」

　ぐっと腕うでを摑つかまれ、傘が手から転がり落ちる。驚いて顔を上げると、そこにいたのは、布を目ま深ぶかに被かぶって髪かみと顔を隠かくした、

「ヒツジ!?」

　王宮に置いてきたはずの、美び貌ぼうの花か仙せんだった。

「探しに来たの？　どうしてここが……」

「夢で、見ましたから」

　雨に打たれ、肩かたで息をしながら、ヒツジは答える。

「そうか、予知夢……」

　明遠が逃げ出すのを、ヒツジは夢で見ていたのだ。だから追いかけてきた。

「あの……ヒツジ……あたし」

　言い訳を探している明遠を、ヒツジはぎゅっと、抱だきしめた。背の高い彼の腕にすっぽり包まれて、明遠は一瞬うろたえるが、

「ご無事で、よかった……」

　その声を聞いたとたん、申し訳なさと罪悪感でいっぱいになった。

　よく見れば、彼の衣ころもはぐっしょり濡ぬれている。雨の中、傘も差さずに探してくれたのだ。荒あらい息、額には汗あせ。いったいどれだけ走り回ったのだろう。

「こんなところ、あなたのような人がうろつく場所ではありませんよ。賊ぞくに襲おそわれたらどうするつもりだったんです」

「……ごめんなさい」

　ヒツジは突とつ然ぜん消えた明遠を本当に心配してくれていた。それなのに、明遠は、自分のことでいっぱいいっぱいで、王宮に残された彼がどんな気持ちになるかまで、気が回らなかった。

　自分勝手、だった。

「ハイそこまで」

　そこで急に誰だれかがヒツジと明遠を引きはがした。顔を上げると、見覚えのある細い目。

「帰ったら大目玉だぞ、遠」

「飛翔まで！」

　飛翔は傘を拾って明遠に差しかけてやりながら、

「悪い子だな。逃げ出してどうするつもりだったんだ？」

「……分からない」

　もう、何も分からなくなってしまった。

　飛翔はため息をつき、ヒツジに目配せした。

「遠、ちょっと話そう」

　三人は沚帥の迷めい路ろのような路地を抜ぬけ、水路のそばの茶店に入った。石組みの橋が架かかった細い水路、夏場には水辺の柳やなぎが涼すずやかな音を立てるのだろうが、今は雨音と水車の軋きしむ音しかしない。飛翔はのん気に饅まん頭じゆうなんて食べながら、

「王都名産の花茶だ。身体からだが温まるし、疲つかれも取れる。飲め」

　ちょっとは医者らしく、明遠に花茶を勧すすめた。

　湯ゆ吞のみの中、淡あわく色づいた湯の上に浮うかぶ黄色の花を見ながら、ヒツジは切り出した。

「明遠」

「……何？」

「花仙は、王を得るまでは根無し草なのです。ちょうどこの花のように」

　頼たよりなく水みな面もを揺蕩たゆたう花。明遠が首を傾かしげると、濡れた髪の毛から雫がぽたりと落ちた。

「どういう意味？」

「仮の命ってことだ。根がなきゃ植物は育たんだろ」

　飛翔が言う。ヒツジは金の瞳ひとみで明遠を見た。

「王は花仙の苗なえ床どこ。明遠が契けい約やくを結んでくだされば、私はあなたという苗床に根を張って、生きてゆくことができます」

「じゃ、あたしが契約しなかったら……？」

「花は根がなければ生きてはいけません」

「つまり……死ぬの？」

　明遠の胸の底がひんやり冷えた。茶用の花は乾かん燥そうしていて、美しいが生気はない。目の前の美しい青年も、この花のように、今まさに枯かれようとしているのだろうか？

「花仙が根無しで生きられるのは、せいぜいひと月。遠を探すのに手間取ってずいぶん時間を食ったみたいだから、実質ヒツジの寿じゆ命みようはあと七日かそこらだろうな」

「そんな……」

　飛翔は平然と言うが、明遠は整理がつかなかった。ヒツジがしつこく契約を迫せまったわけ。どうしても明遠に王になってほしいと譲らなかったわけ。

　彼は、明遠が王にならなければ、生きてゆけないから……。

「明遠、これは私一人の問題ではないのです」

　動どう揺ようする明遠と対照的に、ヒツジはあくまで冷静だった。自分の生死より大事な問題なんてあるのだろうか？　少し怖こわくなる明遠に、彼はこう言った。

「あなたが王にならなければ、この国は天に見捨てられるのですよ」

　王は天の庭師。天命をもって、国土を耕す。

　逆に言えば、王のいない国には天の加護がないということ。天に、見捨てられるということ。

「王のいない国は、やがて草一本生えぬ死んだ土地──死地になります。人が住まうことはできなくなるのです」

　事実、北の極地にそういう土地があると、明遠は聞いたことがあった。でも、実感は湧わかない。そんな明遠の前で、飛翔が懐ふところから巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出した。

「何それ？」

　飛翔が巾着袋をひっくり返すと、中から零れ出たのは、一ひと摑つかみの……黒い土。明遠はそれを、どこかで見たことがあるような気がした。

「これ……」

「阿備村の土だ」

　ぞわりと、明遠の背筋を冷たいものが走った。慌あわてて立ち上がり、卓たくの上の土に手を伸のばす。指先で触ふれると、驚おどろくほど冷たくて、ざらりと無機質な感かん触しよくがした。墨すみのような、灰のような……生気のない手て触ざわり。分厚い雪の下で、故郷の土地がこんな風になっていたなんて。

「で、でも、王宮の土は普ふ通つうだったじゃない」

「死地化は国境から始まって内向きに進行すると言うからな」

「玉座が空のままなら、いずれここも」

　明遠は絶句した。本当だったのだ。先王の死からひと月弱、死地化は確かに進行している。今この瞬しゆん間かんも。

「どんなに栄えい華がを誇ほこった国でも、王がいなくなれば亡ほろびる。天は手厳しいのです」

　この世界は、昔は今よりずっと広かったのだという。人間が天を失望させるたび、天の花はな園ぞのは小さくなっていくのだ。世界は緩ゆるやかに終しゆう焉えんに向かっているのかもしれなかった。

「明遠、天の庭師になってください。この国を耕してください」

「だけど……あたし……」

　よろめくように座り込んでも、目の前にいる彼の名が、明遠にはどうしても分からないのだ。覚かく悟ごがないからかもしれない。自分が王の器うつわだなんて思えないから。だって……、

「遠、お前、怖いんだろ」

　飛翔は頰ほお杖づえを突つき、ずばり言った。

「お前は昔から器用だし、頭も回る。覚えもいい。こっちが教えりゃ、たいていのことは一通りこなせる。でも、そこまでだ。何かを求めて心底頑がん張ばったり、もがいたりすることがない。これ以上は無理だって、自分で見切りをつけてるんだ」

　手厳しい。でも、その通りだ。

「いいのよ、あたしは、分相応で」

「そうやって、自分の分を自分で決めてるよな。自分はここまでだって、勝手に決めつけて」

　傭よう兵へいの娘むすめだから、寂さびしいって言っちゃいけない。

　田舎いなかで育った村娘だから、王になんてなれない。

　そうやって無理やり納なつ得とくするのは、

「怖いからだろ。望むのが。夢を見るのが」

　明遠は、自分で自分を見限っている。これで十分だと。これ以上は望めないと。

　本当の夢を、心の奥に押し隠かくしたまま。

　……けれど。

「傭兵廃はい止し、私は、良い目標だと思いますが」

　ヒツジは大おお真ま面じ目めな顔でそんなことを言う。

「あれは、口から出まかせで……」

「でも、本心でしょう？」

　金色の眼めに覗のぞき込まれる。どうして、彼は、

「ちょっと痺しびれました。目指しましょうよ。戦いましょうよ」

　どうして彼はそんな風に笑うのか。

「夢を見たっていいじゃないですか」

　そのふわふわした糸で、明遠を巻き込んで、いつの間にかその気にさせる。明遠自身押し殺して気づかないふりをしていた本当の願い。心の奥に隠していた志を、引きずり出して、声に出させて。実行しろと、強しいる。

「ねえ、ヒツジ」

　夢を見ていいと、望んでもいいと、言うけれど。

「あたしには何もないのよ。からっぽなの。何かを成し遂とげたこともないし、誰だれかを従えたこともない。おまけにこうやって、怖くなったら逃にげ出しちゃうような人間なんだよ」

　明遠は言い訳を重ねる。自分で自分を諦あきらめるために。

「そんなことは関係ありませんよ」

　でもヒツジは。

「私にとって大切なのは、あなたのこれまでではなく、これからです」

　予知夢の花か仙せんの視線は、いつだって未来を向いている。明遠はなんだか泣きそうになった。

　期待……してくれているのだろうか。

　母を送り出すたびに、不満ばっかり溜ためながら、それでも何もできやしなくて、結局は阿備村で傭兵の妻になるのが関の山だと思っていた、明遠のことを？

「天が求めるものに、今のあなたが追い付いていないとしても。あなたがあなたであることから、逃のがれることはできないのです」

　自分には何もないと思うか、だからこそ、何でもできると思うのか。たぶん全すべては裏表。

「……もし間ま違ちがったら？」

「そうならぬよう、おそばにおります」

　王だけに責任を押し付ける気なんて、最初からヒツジにはなくて。

　未完成でもいいから共に歩もうと、言ってくれていたのだ。

　夢見た未来に、近づけるように。

「……ごめん。あたし、まだあなたの名前、分からないの」

　明遠は王の器ではない。今はまだ。

　でも。

「でも、もう逃げるのはやめるわ」

　からっぽの明遠だから、庭師としては未熟も未熟、この小さな国をいきなり花咲さき乱れる楽園にすることは難しいだろう。でも、今目の前で弱々しく萎しおれている野草たちに手当てもせず無視すれば、それこそ王失格だ。

　明遠は腹をくくる。

「反乱が起こるかもしれない。あたし、止めたいの」

　飛翔とヒツジは顔を見合わせた。
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　その晩、白泉宮の寝しん室しつ。燦逸にこってり絞しぼられた後、寝台に寝ね転ころがり、明遠は考えていた。

　瑞という国の中央に走る、深い溝みぞ。

　傭兵と、王族と。分かりやすい二に項こう対立のように見えた。そしてそのはざまに、明遠は立たされている。

（謀む反ほんの計画のことは誰にも漏もらすなと、飛翔には言われたけど）

　王宮の人間はみな、傭兵を輸出品として見ている。傭兵は確かに瑞の貴重な収入源だが、王族に逆らうならばただの賊ぞく。中立国とはいえ、夜咲城にだって禁軍はある。もし本当に反乱が起これば、治安維い持じのために禁軍を出動させることを、王宮は厭いといはしないだろう。

　それに、疑問もある。

　──王を殺すことはこの世界の禁きん忌きです。彼らがどんなに王族に腹を立てていても、明遠、あなたを殺すことはできない。瑞を死地にする行いだからです。

　ヒツジはそう言った。

　天に選ばれた王を弑しいすることは、この世界では許されない。天は激げき怒どし、その地を死地にしてしまう。だから、王宮に攻せめ込んだって、王への脅おどしにはならないはずだ。彼らは結局、王を殺せないのだから。

（黒鷹はそのこと知らないのかな？　まさかね……じゃあ、どうして？）

　何か……変。明遠がそう思ったとき、

「明遠」

　寝室の外から不意に声がかかった。ヒツジだ。明遠は身体からだを起こす。

「何？」

　ヒツジが襖ふすまを開け、遠えん慮りよがちに顔をのぞかせる。彼はいつになく控ひかえめに、

「燦逸殿どのから叱しかられました。花仙とはいえ、うら若い女性と寝所を共にするな、と」

　明遠は苦い顔をする。なるほど、燦逸なら昨晩のことを聞いたら烈れつ火かのごとく怒いかりそうだ。

　花仙だから、常識が通じないのかもしれない。これまでの経験から、明遠は一応自分の中で前置きしてから、

「少なくとも人間の場合、出会ったばかりの男女は同室で眠ねむっちゃいけないことになってるの。世間的にね」

「飛翔殿は何も言いませんでしたが……」

「飛翔は世間ってものとは別の世界で生きてるの。霞かすみ食ってんの。参考にしないで」

　明遠が寝台のへりに腰こしかけると、ヒツジはそばに来て膝ひざを折り、しゃがみ込んだ。そしてためらいがちにこちらを見上げ、

「ですが、明遠、睡すい蓮れん仙せんは眠りが深いのです」

「そうみたいね」

　今朝も、髪かみを引っ張ろうが頰ほおをつねろうが起きなかった。まるで死んでいるみたいに。そのおかげで明遠はまんまと逃げおおせたわけだけれど……。

「お気楽に聞こえるかもしれませんが、私にとっては、夢を見ることは一大事で……」

　ヒツジは苦しそうに笑う。

「良い夢ばかり見られれば楽ですが、私の見る夢は国の未来ですから。恐おそろしい夢も見ます」

　明遠は想像した。瑞だって、建国以来ずっと平和だったわけではないだろう。裏切りや反乱や……数々の陰いん謀ぼう。その全てが、正夢になる。それこそ悪夢だ。

「もちろん、花仙として生を受けた以上、王のために夢を見ることは第一の使命ですが……楽しい仕事ではありません」

　彼は明遠の左手に触ふれた。すがるように。

「ヒツジ……」

　明遠は尋たずねる。

「もしかして、一人で眠るのが怖こわいの？」

　ヒツジはぐっと詰つまった。図星のようだ。やがておずおずと問う。

「……笑わないのですか？」

「笑わないよ」

　明遠だって、怖くて恐ろしくて、眠れない夜があったから。

「分かるよ、なんとなく」

　ヒツジって、もっと冷静で、どっしり何事にも動じない人なのかと思っていた。いつでも公正中立な花仙として。でも、彼もまた敏びん感かんで柔やわらかい部分を持っている。なぜだろう、弱さを晒さらされたのに、少し距きよ離りが縮まったような気がする。明遠がそんなことを考えていると、

「明遠」

「んー？」

　ヒツジは上うわ目め遣づかいに明遠を見た。ぐっと顔を近づけて、

「一いつ緒しよに休んでもよろしいですか……？」

　明遠は唇くちびるを嚙かみ、真っ赤な顔をそらした。

「……あなた、ときどき羊っていうより狼おおかみだわ」

「はあ」

　この花仙は自分が何を言っているのか分かっているのだろうか……いや、深読みはよそう。相手は植物。それも生後三週間の。

　ヒツジの顔を見られなくて、明遠は立ち上がる。

「ただし、同じ寝台は駄だ目め。隣となりに長なが椅い子すを用意してあげるから、そこで寝て」

「ありがとうございます！」




　許可したはいいが、眠れない。結局気になってしまい、明遠が寝返りばかり繰くり返していると、暗くら闇やみの中からヒツジの声がした。

「明遠、まだ起きていますか？」

「うん」

「私も眠れなくて。少しお話ししませんか？」

「いいよ」

　明遠がヒツジの方を向くと、ヒツジは小声で話し始めた。

「明遠が王宮に来るまで、ずっと眠れませんでした。眠ることが、私の役目なのに」

「あたしが来るまでは、一人でここで？」

「ええ……。一人で暮らすには、この宮は広すぎます」

　ヒツジは不意に本音を漏もらす。

「だから明遠に会えて、心から嬉うれしくて……。少し鬱うつ陶とうしかったでしょうか、すみません」

　飛びつくほど喜んでいたのは、きっと、それまでずっと寂さびしかったから。

「でも、明遠のことが心配なのです。急にいなくなったりしないでください」

「……ごめんってば。もう逃にげないから」

　明遠が拗すねたように言うと、ヒツジはかすかに笑いを含ふくんだ声で、

「惻隠王もよく、城下に忍しのび出ようとしては、臣下に叱られていました」

「知り合いみたいに言うのね」

「ああ」

　明遠にはまだ話していませんでしたね、と、ヒツジは改まり、

「土地の歴史は、土が記き憶おくしています。花仙は国の記憶を継つぐのです」

「どういう意味？」

「私は生まれたときから、瑞の建国以来六代の花仙の記憶を持っていました」

「ああ！　だから生後数週間なのにおじいちゃんみたいなのね！」

「え……おじいちゃんみたいですか……？」

　明遠は泰たい然ぜん自じ若じやく、と言いたかったのだが、うまく伝わっていないようで、ヒツジは落ち込んでいる。ともかく、彼が国や王宮のことに詳くわしいのはそのためなのだ。

「私には先代たちの記憶がある。……良い記憶ばかりとは限りません」

　花仙はいずれも人間離ばなれした美しい容姿をしており、髪や瞳ひとみも珍めずらしい色をしているため、多くの場合珍ちん重ちようされる。しかし、いつでも好意的に受け入れられてきたわけではなかった。今でこそ瑞では崇すう敬けいの対象となっている花仙だが、六代前まで記憶をさかのぼれば、化け物と恐れられたり、噓うそつきと罵ののしられたりすることもあった。

「昨日の……飛翔殿の室へやでの官かん吏りの反応を見たでしょう。みんな私を怖がっている」

　予知夢の能力を持つ、睡蓮の化け身しん。天に遣つかわされた、人ならざるもの。

　確かに、王宮の人間でヒツジと真正面から目を合わせて喋しやべるのは明遠と飛翔くらいのものだ。みんな、不自然なくらいヒツジを避さけている。だから彼はきっと、これまでこの白泉宮で……ずっと独りぼっちだったのだろう。

「まあ、気味悪がる気持ちも分かりますが」

　ヒツジは色の薄うすい髪の毛先をちょっとつまんで見せた。

「このような姿ですし」

　彼は諦あきらめたように呟つぶやく。明遠はおもむろに上半身を持ち上げ、彼に声をかけた。

「ヒツジ」

「はい？」

　暗闇の中、白く浮うかび上がるような、その姿。けれど、

「でも、あなた綺き麗れいよ」

「は……」

　明遠は再び寝しん台だいに身体からだを投げ出し、伸のびをするように腕うでを上げて頭の下で組んだ。

「王宮ここではどうも、何を着るかとか、どう見えるかとかが重要みたいだけど」

　地位や序列を明確に示す、煌きらびやかな衣い装しよう。けれど、何を着ていたって、中身が変わるわけではない。薄うす汚ぎたない恰かつ好こうをした強こわ面もての傭よう兵へいたちの中で、それなりにのびのびと育った明遠にとっては、見た目や身分なんてその人の判断基準にはならなかった。

「だって、あなたはあなたでしょ」

　明遠はちょっと笑って、なんでもないみたいに言った。

「その髪も目も、好きよ。あたしは」

　ヒツジは少しだけ絶句して、それから、低い声で小さく零した。

「……明遠こそ狼では？」

「何か言った？」

「いいえ。今日はもう休みましょう」

　ヒツジはあえて明遠に背を向けた。

「おやすみなさい、明遠。良い夢を」

「あなたもね」

　明遠はそう言ったきり、どっぷり深い眠ねむりについた。だから、長く主あるじを待っていた花仙が、その胸に柔らかな温ぬくもりを芽生えさせ始めていることを、明遠はまだ知らない。
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　翌日。午ひる近くになっても、ヒツジは眠り続けていた。明遠は彼を起こさないように寝室を出て、冷めた粥かゆの朝あさ餉げをありがたくいただく。

　明遠つきの播家の女によ官かんたちも、燦逸同様、昨日の明遠の行動に立腹至し極ごくだったようだが、元来世話好きな一族のこと、これを機にいっそう世話を焼くようになった。

「陛下、お寒うございますか？　どうぞひざ掛かけを」

「退たい屈くつでいらっしゃる？　双すご六ろくか象しよう棋ぎでも用意しましょうか？」

「城下の食べ物が恋こいしいのですか？　取り寄せることもできますが」

　あれこれ五月蠅うるさい女官たち。機き嫌げんを取りたいのかうんざりさせたいのかどっちなんだ。

「もう逃げないから……何も必要ない。ちょっと一人にさせて」

　明遠がげんなりと頼んだとき、

「あらあら、賑にぎやかだこと」

　突とつ然ぜんがらりと開く扉とびら。明遠が驚おどろいて顔を上げると、

「那珂！」

　紅あかの衣ころもに身を包んだ異母姉が華はなやかな笑えみを浮かべていた。

「お迎むかえに上がりました、陛下。昨日は逃げられてしまったから」

『王様教育』の先生は恨うらみがましくそう言うと、

「今日の授業は、ぜひうちの宮で」




　後宮、朱しゆの宮。皇太后の暮らす紅の宮の手前に位置した、那珂の宮だ。本来ならば後宮は王の配はい偶ぐう者しやが暮らす場所だが、紅玉は隣の空いていた宮を那珂に与あたえたのだという。これ以上惻隠王に妃きさきが増えぬよう、牽けん制せいした形だ。そもそも他国と比べて瑞の後宮は規模が小さい。多くの妃を囲うほど、国庫に余よ裕ゆうがないからだ。紅玉以外の妃たちは、惻隠王の死後すぐに実家に戻もどってしまったらしい。

　庭を望む室の窓まど際ぎわに、長椅子と卓たくを並べる。すぐに女官がお茶を用意してくれた。

「ここは那珂の勉強部屋？」

　大きな窓を除けば、書庫と見まがうような書や竹簡の山。飛翔の庵いおりとは違ちがい、綺麗に整せい頓とんされているが。

「ええ、午前中は日が差し込んで暖かいので、ここで書を読むのが好きなの」

「勉強家だね。あたしなんか、飛翔に暗記しろって言われなきゃ、書なんて……」

「陛下、知識は武器よ。今日からは読書家になってもらうわ」

　那珂はうずたかく積まれた書の山の上に手を置き、

「諸外国の歴史、政治方針、現王や外交各官の名前……これくらいは分かるようになってもらわねばね」

「うっ……」

「そう構えないで。分かりやすくしましょう」

　那珂は棚たなに置いてあった陶とう器きの壺つぼを取り、蓋ふたを開けた。中から出て来たのは、米粉と砂糖を固めて作った花模様の落らく雁がん。阿備村では祝いごとのときにしか口にできない高級品だ。那珂は一つを明遠の口に入れてやり、その後、授業を始めた。

「瑞は南北を大国に挟はさまれている。北に亜煌帝てい国こく、南に蘇そ赫かく連れん邦ぽう」

　那珂は卓の上に地図を広げると、北の隣りん国ごく、亜煌帝国の領域に、四つの干ひ菓が子しを並べた。赤、青、黄色、白……東西南北の四州に、一つずつ。

「煌……亜煌帝国。名目上は帝国だけど、実際は覇は権けんを争って四つの州が長い間内乱中」

　那珂は上うわ目め遣づかいにこちらを見て、

「我われ々われのお得意様よ」

　争いのあるところ、瑞の傭兵あり。よく戦いくさをする国ほど、瑞にとってはありがたい客だ。

　那珂は白と赤の干菓子を指さした。

「瑞と国境を接しているこの二州……南煌と東煌は、特に仲が悪い。もう数十年もの間、一進一退の攻こう防ぼうを続けているわ」

　東州の上に置かれた赤の干菓子は薔ば薇らの形だった。

「東煌の花か仙せんは薔薇。十数代続く盤ばん石じやくの王家の下もと、きっちりと統制されていることで有名よ。東煌王・雪せつ季き様はお若いけれどしっかりしてらして……とても几き帳ちよう面めんな方。戦のときには迷わず前線に出て兵を率いるそうよ」

　那珂は次に、水仙の形の白い干菓子の上に人差し指を置いた。

「反対に南煌は、まだ若い王家。花仙は水仙。恭昇王は……、領土拡大に血ちま眼なこ」

　南煌の州王・恭昇。侵しん略りやく王と呼ばれていた。那珂の声が心なしか冷える。

「彼の代で、この世界の国の数は半分に減ったとも言われているわ。ほら見て……古い地図にはまだ国名が残ってるの」

　那珂は地図を指さす。かつて山脈沿いにあった小国群。世界的に見れば瑞も十分小国だが、その瑞の五分の一程度の広さしかない都市国家が、いくつも肩かたを寄せ合っていた。那珂はその一つ一つの上に砂糖菓子を置き、

「これらの小国群は、ここ数十年のうちに軒のき並なみ南煌に落ちた」

　そう言いながら、砂糖菓子を全すべて南煌の領土に移動させた。

「良くて属国、従わねば容よう赦しやなく王を殺す。恭昇王が侵略王と呼ばれる所以ゆえんね」

「え」

　明遠はそこで顔を上げる。

「王を殺してもいいの？」

「王が王を殺すことを、天は禁じていないわ。王を殺せるのは、唯ゆい一いつ、王のみ」

　そう、この世界の理ことわりでは、民たみは王を殺せない。しかし、王なら王を殺せる。王が他国の王を殺して奪うばい取った土地は、その王の正当な所有物となる。でなければ、こんなに戦が起こるはずがない。

「『侵略は天に許されている』と言って……恭昇は取り憑つかれたように領土を増やしている」

「でも、どうして？　南煌はもう十分広いし、強国なのに。あたしなら、領土を増やすより、今あるものを守ると思う」

「それは考え方の違いね」

　那珂は指先についた砂糖の粉を払はらい、

「うちみたいに山がちで農工資源に乏とぼしい国とは違って、煌は全土が肥ひ沃よくな平野で稲いな作さくが盛さかん。土地はすなわち財産よ。領土の広さが国力に直結しているの」

　明遠は地図の上に咲さいた白い水仙を眺ながめる。広ければいいってものでもないと思うが。

「その上、煌の四州は覇権を争って長い間いがみ合っている。南煌は争いの種を見つけては、国境付近で戦を起こしているの」

「だから、瑞の傭よう兵へいを雇やとう」

「そうよ」

　明遠は行ぎよう儀ぎ悪く爪つめを嚙かんだ。昨日の話を聞いたら、那珂はどう言うだろう？　少しためらってから、明遠は尋たずねた。

「那珂は……惻隠王のやり方をどう思う？」

　那珂は干菓子の壺の蓋を閉めながら、尋ね返す。

「……傭よう兵へい派は遣けんのこと？」

　ちょっと含ふくみのある表情。

「あなたは反対みたいね」

　明遠は昨日の黒鷹との会話を思い出す。積もり積もった、傭兵たちの不満の澱おり。

「だって、命かけてるのは王じゃなくて傭兵たちなんだよ。報ほう酬しゆうを横取りしてるみたいで……派遣先まで王に決められるなんて、やっぱりおかしいと思う」

「彼らはね、戦うことは上手でも稼かせぎ方が下手なの。国家管理の方が収入は安定するわ」

「そうかも、しれないけど……」

　そういうことじゃなくて。上手うまく言えなくて、歯がゆい。

「もし……もし、だよ。傭兵たちが、国家管理の派遣はもう嫌いやだ、自由な契けい約やくに戻させてくれって、言ったら？」

　那珂はほのかな笑みを崩くずさなかった。

「梨甚の戦い以降、そのような声は確かに届いているわ。王宮はこれを黙もく殺さつしているけれど」

「なんで！」

　明遠は思わず声を荒あららげる。それでも、姉は動どう揺ようしない。落ち着き払って、

「明遠、理想論では国は回らないわ。民の不満を一から十まで聞いているうちに、その民が飢うえてしまっては、元も子もないの」

　那珂は現実的だった。明遠よりずっと。

「王は賢かしこく手て堅がたく、計算高くあらねば。瑞のような資源のない国では、なおさらね」

　那珂は椅い子すの背もたれに深く寄りかかった。

「一を捨てて九十九を救う者が王よ」

「一を、捨てて……」

　じゃあ、惻隠王は、どの一を捨てたのだろう。

　母の顔が、よぎって。

　明遠はもやもやに任せ、頭を搔かく。ほろりと、髪かみの毛の束が零こぼれ落ちた。

「ああ、せっかく綺き麗れいに結ゆってあったのに」

　那珂に言われ、明遠は慌あわてて直そうとするが、触さわれば触るほど乱れていく。

「阿備村ではこんな風に結い上げることなかったから、慣れなくて……」

「直してあげるわ。おいで」

　明遠は那珂の隣となりの椅子に腰こしかけた。朝方、播家の女によ官かんにきつく結い上げられた髪。那珂はそれを丁てい寧ねいにほどき、化け粧しよう箱の中から木の櫛くしを取り出してくしけずりはじめる。

「即そく位い式しきまでに、髪も少し整えなければね」

　明遠の髪を梳とかしながら、那珂は言った。

「それにしてもずいぶん長いわね。ずっと伸のばしているの？毛先を少し切った方が良いんじゃない？」

「ああ、これはね、願がん掛かけ」

　母が無事帰ってくるように。どんなに邪じや魔までも、後ろ髪を切らなかった。その母はもう、戻もどらないけれど、なんとなく伸ばしっぱなしにしている。確かに、頭は重いし、伸びきった毛先は枝毛だらけだけど……、

「できれば切らないでほしいかな」

「そう」

　那珂は詳くわしく聞いてこようとはしなかった。気き遣づかってくれたのだろう。ただ女官に言いつけて香こう油ゆを用意させ、明遠の髪を手際よく結い直していく。那珂の指が触ふれるたび、むずがゆくて、温かくて。ふわりと鼻び腔こうをくすぐるのは、香油だろうか、それとも那珂の匂におい？　なんにせよ、この安心感はまるで、母のようで。

（こういうの、憧あこがれだったな……母さんは髪の結い方一つ教えてくれなかった）

　那珂は、『王様教育』の先生役としては確かに厳しい。甘えは許さない。でも、それも全て、明遠を王にするためのこと。本来なら、那珂こそ王になるべきなのに。

「……那珂、前々から聞こうと思ってたんだけど」

　髪を結い終わったころ、明遠は振ふり返り、那珂と目線を合わせた。

「なに？」

「どうしてあたしに優やさしくしてくれるの？」

「どうしてって、姉妹だから」

　那珂は櫛を片付けながら、こともなげに答えた。

「私には弟が二人いるけれど、三歳と一歳だし。話し相手ができてうれしいのよ」

「そうじゃ、なくて」

　明遠のことを恨うらんでいたっておかしくはないのに、那珂は明遠を姉妹と言ってくれた。先生になってくれた。寛大で、理知的で、心優しくて。

「あたしより那珂の方がずっと、王にふさわしいのに。怒おこってないの？」

　那珂は窓から外を眺めた。昨日と打って変わって爽さわやかな晴天。庭にはまだ花は少ないが、柔やわらかな光を受けて、幾き何か学がく模様の石いし畳だたみは輝かがやくようだった。

「そうね」

　那珂は少し、考えてから。

「傭兵輸出を廃はい止ししたい、なんて、私は思ってても口に出せないわ。いいえ……思うことすらしなかった」

　現実的になりすぎてるのね。那珂は笑えみを零こぼし、明遠に再び前を向かせた。

「なんとなく、私が王になれなかったわけが、分かる気がするの」

　那珂は綺麗に結い上げた明遠の髪に歩揺を挿さしながら、

「立志の言葉、あなたなりに考えてみるといいわ。どうすればこの国を良くしてゆけるか」

　そして、明遠に助言を与あたえる。

「そうね……草案をもっとしっかり読んでごらんなさい。本当の敵は、いったい誰だれか」

「敵？」

　明遠はちょっと構える。那珂はなおも、なぞかけのように続けた。

「ときにはぐっと引いて、広い視野で考えてみることも大事よ」

「どういう、意味……？」

　明遠がそう問うたとき。

「明遠！」

　突とつ然ぜん扉とびらが開いた。びくりとして振り返れば、そこには、

「ヒツジ！」

「探しましたよ、今すぐ……」

　ヒツジはそこで、室へやの主あるじに目を留める。すぐにかしこまって拱きよう手しゆした。

「お久しぶりです、那珂姫ひめ」

　那珂はひんやりとした視線を投げる。

「睡すい蓮れん、花か仙せんとはいえ、男性が後宮に出入りするのは感心しませんね」

「申し訳ない。緊きん急きゆう事態なのです。明遠を連れて帰ってもよろしいでしょうか？」

「ですって、明遠」

「はあい」

　ため息をついて立ち上がる明遠。那珂はそんな明遠の耳元に、そっと顔を寄せた。

「明遠、私、本音を言うと悔くやしかったけれど」

　異母姉は妹の耳元に、くすぐったい温ぬくもりを残す。

「あなたに期待してみたくなったわ」

　ヒツジに引っ張られていく明遠。その腕うでに、那珂は抜ぬけ目なく自習用の書を積む。

「うっ……」

「そう言わず。今にきっと、色々知りたくなるわ」




　那珂の言葉は、はたして本当になる。この後ヒツジが明遠に告げた予知夢によって。

「那珂姫ひめが……殺されます！」
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「那珂が……殺される？」

「急ぎこちらに」

　ヒツジが明遠を連れてきたのは白泉宮、小さな白しら壁かべの宗そう廟びようだった。白泉宮の中庭の奥にこんなものがあるなんて、明遠はこれまで気づかなかった。

　木の扉を開けると、中には水すい盆ぼんが一つきり。高い位置にある採光用の窓の他ほかは、一いつ切さい装そう飾しよくがない。全体的にごてごて飾かざり立てられた王宮にあって、ここまでこざっぱりした空間も珍めずらしいのではないか。息を吸い込むと、凜りんと張りつめた空気が肺に沁しみた。

　二人は水盆に近づいた。細い高台の上に浅い皿が載のった盃さかずきのような形で、高さは明遠の腰ほど。その縁ふちに手をつき、ヒツジは言った。

「これは澄ちよう香か盆ぼんといって……播家の作った、睡蓮仙専用の仙器なのです」

「播家っていったい何なのよ……」

「ご覧ください」

　ヒツジが澄香盆の水みな面もに息を吹ふきかける。静かにさざ波が立ち、そこに何かの影かげが映った。

「え？」

　明遠は驚おどろいて振り向く。けれどそこには宗そう廟びようの白い壁があるだけ。

「私の見た夢を映せるのです。よくご覧を」

　ヒツジが映した夢の像は、しかし、極めて曖あい昧まいだった。水が濁にごってしまったかのように、像が歪ゆがみ、ぼやけ、焦しよう点てんを結んでいない。

「な、何？」

　霞かすんだ視界の中、人影が一つ。後ろ姿だ……髪かみを結ゆいあげ、簪かんざしを挿している……女性。そして、紅あかい衣ころもを、着ている。

「これが、那珂なの？」

　ヒツジは頷うなずき、水面を指さす。

「衣の背中に、公主を示す円補ワツペンがありますから……那珂姫に間ま違ちがいありません」

　彼女はゆっくり振り返る。視界が揺ゆらぐ。彼女の胸むな元もとあたりに焦点が合った。次の瞬しゆん間かん、

「え」

　水面を横切ったのは、赤黒い血しぶき。彼女の胸元が真っ赤に染まる。そして耳をつんざく甲かん高だかい叫さけび声。視界はさらに霞み、消えかかる像を追いかけるように、

「……けて」

　鈍にぶい女声が響ひびく。

「助けて……死ん……う……」

　それを最後に、夢は途と切ぎれた。明遠は透すき通った水面が揺れるのを呆ぼう然ぜんと見つめている。

「これ……どういうこと？」

　返答を期待したわけではなかった。答えなら既すでに聞いていたから。

『那珂姫が殺されます』──

「そんな、わけ……」

　明遠は首を振り、ヒツジを問い詰める。

「だいたい、どうしてこんなにぼやけてるのよ？　これじゃ何が何だか分からないじゃない」

「すみません。いつもはもっとはっきり映るのですが……」

　ヒツジは腕を組み、静かに言った。

「私も混乱していて……那珂姫が殺されるなんて……」

「殺されるとは限らない！」

　言いながらも、明遠は寒気が止まらなかった。あの血しぶき。死は免まぬかれたとしても、あの量の出血ではたして無事でいられるのか。

　那珂が？　死ぬ？

　姉妹と呼んでくれた。先生になってくれた。期待していると言ってくれた、その、那珂が。

　そんな、そんな馬ば鹿かなこと。

「だいたい、本当に起こるかどうかも……」

「いいえ、絶対に起こります」

　明遠はヒツジを見た。彼は焦あせっているようにも悲しんでいるようにも見えなかった。

「私が夢に見たことは、必ず起こる」

　睡蓮仙は言う。あくまでも、冷静に。

「那珂姫は必ず殺される。殺されないまでも……重傷を負うことになるでしょう」

「いつ！　どこで！」

「分かりません」

　彼は噓うそをつかない。その代わり、繰くり返す。

「でも必ず起こります」

「ヒツジ、あなたって……」

　明遠はぐっと、ヒツジの胸元を摑つかんだ。

　分かっている。彼を責めるのは筋違いだ。でも。

「仙人には感情がないの？　だからそんなひどいこと言えるの？」

「明遠」

　ヒツジは意外に強い力で明遠の手を剝はがし、そしてそのまま握にぎり込んだ。手のひらは冷たく冷え切り、震ふるえていた。冷静？　まさか。彼だって動どう揺ようしている。それでも公正を保とうとしているのだ。花仙として。

「私の仕事は夢を見ること。ここから先は、あなたの仕事です」

「どういう意味？」

　ヒツジは目を閉じた。深呼吸し、先ほどの像を思い出す。

「黄色い土が見えましたね。おそらく後宮で起こることではないでしょう」

　後宮──東西六宮の紅こう墻しようの中は全すべて石いし畳だたみ敷じき。舗ほ装そうされていない地面が露ろ出しゆつしているところはない。

「つまり那珂姫が後宮にいるうちは安全ということです」

　ヒツジの予知夢は、過去の些さ細さいな記き憶おくを不意に思い出すようなもの。正確な日時や場所は分からない。けれど、推測することはできる。目に映った光景を、細かく拾ってゆけば。

「それに、視界が明るかったので、昼です。日が暮れれば安全」

　ヒツジはさらに続ける。

「あとは……、あの円補は公式な行事用の衣い装しように着けるものです。日が絞しぼれますね。直近だと、即そく位い式しきの日が有力かと」

　断だん片ぺん的な情報が、だんだん価値を上げていく。

「すごい……」

　明遠は思わず呟つぶやいた。彼は決して、突つき放したわけではなかった。看過するつもりはなかった。彼だって救おうとしてくれているのだ。

「明遠、睡すい蓮れん仙せんは夢を見るだけです。大切なのは、王がそれをどう活いかし、どう行動するか」

　感情に流されてはいけない。冷静に分ぶん析せきして、次の手を打たなければ。

（心当たりがないわけじゃ……ない）

　月光紗。本当に反乱を起こすつもりなら。王族に強い恨うらみを持っている彼らなら。

　もちろん、憶おく測そくでしかないけれど。

「逃にげないと、仰おつしやいましたね」

　ヒツジは明遠に覚かく悟ごを強しいる。天の眼めとして、彼女がこれからどう動くのか、試ためすように。王なら……王ならどう行動する？　この不ふ吉きつな夢を、どう解かい釈しやくする？

（そんなこと、分からない。でも）

　得たばかりの大切な人を。こんなにすぐに、失ったりしたくない。

「絶対に助ける。殺させない」

　明遠はヒツジに呼びかけた。今、頼たよれるのは彼だけだ。

「怒ど鳴なって悪かったわ。……協力してくれる？」

　ヒツジは拱きよう手しゆした。

「おそばに」
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　宮に戻もどり、居室の文ふ机づくえに肘ひじをついて、明遠は考えていた。

（黒鷹が那珂を？　でも、那珂が王だって思ってるなら、暗殺なんてできないはず。王を殺すことは禁きん忌きなんだから）

　下馬評では那珂が次の王だと思われている。でも本当は、違う。

（那珂が王じゃないって、知ってる？）

　明遠が次の王であることを、城外の民たみはまだ知らないはずなのに？

（誰だれかが……月光紗を手引きしてる……）

　──草案をもっとしっかり読んでごらんなさい。本当の敵は、いったい誰か。

　那珂の言葉がひっかかる。

　明遠は立志の言葉の草案を広げた。持って回った難しい言い回しでただでさえ分かりづらいのに、本文以外に注記や資料が大量に付ふ随ずいしていて、まるで、

（何かを隠かくしたいみたい）

　明遠は改めて隅すみ々ずみまで目を通し始めた。燭しよく台だいの明かりの下、かじりつくように読み漁あさり、

「明遠、そろそろお休みになっては？　身体からだを壊こわしますよ」

　枕まくらを抱だいたヒツジが目をこすりながら顔を出したころ。

「あ」

　明遠はそれを、発見した。

「ヒツジ、ここ、見て」

　明遠は指さし、ヒツジに示す。

「かなり細かく読まないと見落としそうだけど……、補記のところ。特別監かん査さ役に紅玉様の名がある」

「特別監査役？」

　明遠は凝こり固まった肩かたを回しながら、

「回りくどく書いてあるけど、要するに、国政について王の判断が気に入らなければ、紅玉様が口出しできるってことみたい」

「きな臭くさいですね」

「王があたしって分かって、慌あわてて書き足したって感じでしょ？」

　明遠は考える。そもそも、この草案は臣下たちが作ったものだ。でも、誰の指示で？　王がいないのに……誰が命じて作らせたのだろう？

（紅玉様の指示？）

　明遠は隣となりに立つヒツジを見上げた。

「ねえ、立志の言葉ってそんなに重要なもの？」

「ええ、王の所信表明ですからね。即そく位いのときの志をころころ変えるわけにいきません。即位式には隣りん国ごくの王もご出席されますから、事実上、今後の外交方針の発表とも言えましょう」

（だからこういう風に分かりにくく仕込んだんだわ）

　これを見落としてそのまま読み上げる間ま抜ぬけな王なら、皇太后の傀かい儡らいになって終わり。皇太后は、何が何でも権力を手放したくないということだろうか。

「初めて会ったときも思ったけど、なんでこの人、こんなに偉えらそうなのかしら。正せい妃ひだったころはともかく、惻隠王は亡なくなったんだから、少ししおらしくしてもいいんじゃない？」

「何か強い後ろ盾だてがあるのでしょうか……？」

　ヒツジに言われ、明遠は再び那珂の言葉を思い出す。

　──ときにはぐっと引いて、広い視野で考えてみることも大事よ。

（広い視野……国外？）

「そう言えば」

　明遠は那珂に渡わたされた書の山の中から、一つの巻物を引っ張り出す。

「これ見て。直近の煌の紛ふん争そうの一覧よ。煌ってほんとに、常にどこかで、戦争をしてるのね」

　見るだけでうんざりしてしまうような、その表。でも、瑞の傭よう兵へい輸出の一覧と突き合わせると……、不自然な事実が浮うかび上がる。

「瑞が傭兵を貸したのは、煌で起きた戦いくさの半分にも満たない」

　梨甚の戦いで、惻隠王は南煌と東煌の双そう方ほうに傭兵を貸し、二倍の報ほう酬しゆうを得た……黒鷹はそう言っていたけれど。

「そんなに金に困っていたなら、どうしてもっと貸さなかったんだろう。戦は他ほかにもたくさんあったのよ。梨甚で同どう士し討うちなんてさせなくても、もっと稼かせげたはず」

　だいたい、同じ戦いの敵味方に派は遣けんすれば、必ずどちらかは負けてしまう。負け知らずという触ふれ込みの瑞の傭兵の評判を、下げることになりかねない。何かが変だ。

「ねえ、ヒツジ。先代の睡蓮仙の記憶の中に、何か手て掛がかりはない？」

「それが、惻隠王は傭兵派遣について完全に一人で決めていたようで。先代に相談することはなかったのです」

「そうなの……」

　ヒツジは眠ねむそうに眼をこすりながら、

「そもそも、記憶の中の惻隠王は、どちらかというと弱よわ腰ごしで……」

　欠伸あくびを嚙かみ殺し、彼は続けた。

「金のために傭兵を使い捨てにしたり、同士討ちを強いてまで報ほう奨しよう金をせしめたりできるような人だとは思えないんですよね」

　もしかしたら、惻隠王は悪役に仕立てられているだけなのかもしれない。

「あたし、誰かが月光紗を操あやつってるような気がしてならない」

「そうかもしれません……でも……私、もう眠くて……」

「ちょ、ヒツジ！」

　睡蓮仙は眠気に勝てない。突とつ然ぜんしなだれかかってきたヒツジを、明遠は必死で支え、寝しん室しつに運ぶ。寝ね椅い子すに寝転がったとたん、すやすやと寝息を立て始める花仙。明遠はなんだか気が抜ぬけてしまった。

　彼も今日一日、神経を張りつめ通しだったはずだ。ひどく疲つかれていたのだろう。

「倒たおれ込むまで頑がん張ばらなくてもいいのに」

　呟きつつも、明遠は嬉うれしかった。

　窓から差し込む月光は冷たく、恐ろしい未来を際きわ立だたせるけれど。

　不安に心をさいなまれ、悪夢にうなされたとしても、目を開ければそこに彼がいるから。一人では、ないから。
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　翌朝、ヒツジが澄香盆に映して見せた夢は、

「やっちまった。折れてるってよ」

　黒鷹が右みぎ腕うでを包帯でぐるぐる巻きにして苦く笑しようしている姿だった。

「黒鷹……」

　顔を歪ゆがめている明遠を見て、ヒツジは尋たずねる。

「彼が黒鷹なのですか？　以前見た夢に出てきました」

「そう。月光紗の首領よ」

　黒鷹は右利きき。嫌いやな話だが、彼が那珂を殺す可能性は低くなった……と、思考は先走るが、

（……いや、これが那珂が襲おそわれるより前の場面だとは断言できないか）

　それに、彼が怪け我がをするのは確実なのだ。どう考えても吉兆とは言いがたい。

（次から次へと……）

　悪い夢ばかりだ。明遠は澄香盆の脚あし元もとに座り込む。

「明遠？」

　ヒツジが心配そうに顔を覗のぞき込んだ。明遠はうわごとのように、

「……助けられないのかしら」

「明遠、いったいどちらの味方なのですか？」

　ヒツジは呆あきれたように言う。でも、明遠は。

「あのね、謀む反ほん人だからって不幸を願うんじゃあんまりでしょ」

　王族に反旗を翻ひるがえす賊ぞくの一員だから助けるべきではない？　それが王としてふさわしい行いなのだろうか？　明遠には分からない。でも……、

「誰だれにも傷ついてほしくないのよ。これってわがままなのかしら？」

　乱暴で、けんかっ早くて、荒あら々あらしくて、でも、気の良い傭兵たち。家族を養うため、自分の命を投げだす彼ら。瑞の厳しい環かん境きようが育てた、彼らはみな、瑞の子だ。

　瑞に在りて民たみの血を流すべからず、と、英瑞王は言った。どうすれば誰も血を流さない国を作れるのか。明遠はずっと、考え続けているのだ。




「煌の二王が到とう着ちやくされました」

　白泉宮に帰ると、燦逸がそわそわした様子でそう告げた。

「南煌の恭昇様と、東煌の雪季様です。即そく位い式しきに先立って、今朝がたお着きに。即位式当日までは謁えつ見けんはご遠えん慮りよいただく予定でしたが、是ぜ非ひお会いしたいとのことで……」

「えっ」

　急にそんなことを言われても、心の準備ができていない。明遠の頭の中では、まだその二人は干ひ菓が子しの形をしているのに。

「那珂様もご臨席くださるようです」

「そうなの」

　それならひとまず安心だ。予知夢で見たことがいつ起こるかは、厳密には分からない。即位式までは、なるべく那珂のそばにいたいと思っていた。

「もうお二人はこちらに向かわれています。早急にご準備を」

　通常、王の謁見には玉湖殿を用いる。しかし、明遠はまだ即位前なので、玉座に座る資格がない。よって、今回の顔合わせは白泉宮の前殿で行われることになった。

（気が重い……）

　ヒツジと那珂はそばにいてくれるけれど。明遠は椅い子すに浅く腰こし掛かけ、せわしなく視線をうろつかせながら二王を待った。

「失礼いたします」

　先に入室したのは、南煌王・恭昇。南煌の王を初めて目にして、明遠がまず思ったのは、

「なんか……ずいぶん若く見えるんだけど」

「母様より十は年上よ」

「噓うそでしょ。妙みような薬でもやってるんじゃないの？」

「しっ。声を落として」

　目の前までやってきた恭昇。瘦せぎすで、肌はだの色も悪いが、とても五十過ぎには見えなかった。落ち着き払はらった紳しん士し的な笑えみ、高い鼻び梁りようには、瑞では珍めずらしい鼻眼鏡を載のせている。しかし、高価そうな眼鏡のその奥で、瞳どう孔こうの開ききった目が、品定めでもするようにこちらを観察しているのを、明遠は見み逃のがさなかった。

「お初にお目にかかります、明遠陛下。亜煌帝てい国こく南州の州王、柏はく恭昇と申します。以後お見知りおきを」

　恭昇は恭うやうやしく一礼した後、明遠の隣となりに立つ那珂に意味ありげな視線を送った。

「那珂姫、お久しぶりですね」

　一方、那珂は唇くちびるを引き結んでいる。

（……何？）

　明遠は二人の間になにがしかの因いん縁ねんを感じた。

「いやあ、何度来てもこの城は落ち着きませんね。供連れ禁止とは恐おそれ入る」

　恭昇は人を食ったような笑みでそう言った。

　そう、夜咲城は鉄てつ壁ぺきの要よう塞さい。外国の王を内部に入れるときには、必ず単身で、との決まりがある。一国の王相手に、通常なら考えられない待たい遇ぐうだが、それがまかり通るのは、中立国の瑞ならではだ。

「何も恐れることはないでしょう？　陛下には命の危機はないのだから」

　那珂の声はいつになく硬かたかった。そう、なんといっても、天に選ばれた王である恭昇は、護衛など付けなくとも、殺される心配はないのだ。原理上、この国で唯ゆい一いつ彼を殺せるはずの瑞王は、中立不ふ侵しん攻こうを宣言しているのだから。

「身の回りの世話は播家の者に頼たのんでありますから、どうぞお楽に」

　那珂がそう言ったとき、もう一人の王が姿を現した。

「初めまして、明遠王。私は亜煌帝国東州が州王、瑛えい雪季です」

　恭昇の隣に進み出たのは、立派な鎧よろいに身を包んだ、東煌の王、雪季。年は二十代くらいだろうか。恭昇とは対照的に、よく日に焼けているから、日ひ頃ごろから外で過ごすことが多いのかもしれない。長身で、長い髪かみを一つにまとめ、背中に流している。すっきりとした切れ長の目が真ま面じ目めそうな印象を与あたえていた。

「雪季王……城内では鎧は外されては？」

「いえ、身体からだがなまるので」

　雪季は背筋を伸のばし、眉まゆ一つ動かさずにそう答えた。四角四面、きっちりとした性格とは聞いていたが。

「明遠王」

　そこで不意に、雪季が籠こ手てを着けたままの手をこちらに伸ばして来た。明遠が思わず身構えると、

「失礼を」

　雪季は、明遠の長い髪を飾かざる歩ほ揺ように、ほんの少しだけ触ふれた。

「簪かんざしが歪んでいました」

「……几き帳ちよう面めんでらっしゃるんですね」

「曲がったことが嫌きらいなので」

　雪季はそっけなく答えるが、明遠は正直ちょっと引いている。雪季は無表情のまま那珂と明遠に向き直ると、拱きよう手しゆした。

「遅おそくなりましたが、惻隠王のこと、お悔くやみを申し上げます。まさかこんなに早くご崩ほう御ぎよされるとは思いもよらず。明遠王と那珂姫におかれては、さぞご心痛のことでしょう」

　そう慮おもんぱかった雪季の言葉は、おそらく単なる儀ぎ礼れいではなかった。雪季の眼めには気き遣づかいの色が確かに表れていたから。けれど、

「梨甚の件で、惻隠王から何ら説明を聞けずじまいだったのは残念です。先王は誠実な方だと思っていたが」

　梨甚、という言葉で、明遠の表情が凍こおる。例の梨甚の戦いで、泥どろ仕じ合あいを喫きつしたのはまさしく南煌と東煌の二国だったはず。惻隠王が両方に傭よう兵へいを派は遣けんしたことで。

　恭昇は眼鏡を押し上げると、ちらと明遠の表情を探ってから、

「雪季王、我われ々われが瑞を責めるのはお門かど違ちがいでしょう。瑞も商売でやっているのだから」

「しかし、自分の国の民たみを同どう士し討うちさせるのは、王としていかがなものか。私は受け入れがたいですが」

「雪季王はお優やさしい」

「南煌と違い、我が国では仁義を重んじますので」

　ピリピリとした言葉が肌を刺さす。そう、南煌と東煌は煌の四州の中でも特に険悪なのだ。一いつ触しよく即そく発はつといった雰ふん囲い気きの中、明遠が口を挟む隙すきはなかった。

　場の空気が濁にごったところで、播家の女によ官かんが明遠の元にやってきた。

「お茶の用意ができました。よろしければこちらへ」

　明遠は少し安あん堵どして、二王を招いた。

　一同は客間に移った。中庭を見み渡わたせる大きな窓は今は閉とざされているが、それでも十分開放感のある広間。大きな山水画の掛かけ軸じくに、黒こく檀たんで統一された家具は鏡のように磨みがき上げられ、精密な工芸が施ほどこされた金の宮灯からは赤い房ふさ飾かざりがいくつも垂れて、床ゆかに複雑な影かげを描えがいている。花茶が用意された中央の大きな卓たくの上には、正方形の盤ばんが置かれていた。

「四花王おう棋ぎですか」

　椅子に腰こしかけるや、恭昇はそう言った。

　四花王棋は、古くからある四人用の象棋のようなものだ。赤・白・青・緑の四色に塗ぬり分けられた駒こまを用いる。歩兵、将軍、車に火か砲ほう……数種類の駒で王を守りながら敵てき陣じんに攻せめ入り、相手の王を取れば勝ち。ただし王を取れるのは王の駒だけ。王を殺せるのは王だけという、この世界の規則にのっとっている。

「そう言えば、明遠陛下は『王様教育』中でしたね？　よろしければ特別教師になって差し上げましょうか？」

「え？」

「対戦しましょうよ」

　恭昇は斜しやに構えた笑みを崩くずさずにそう持ち掛けた。

「陛下、お疲つかれでしょうからまたの機会に……」

「那珂姫ひめは黙だまっていてください」

　那珂が止めようとするのを、恭昇はぴしりと撥はねつける。誰だれかの言い方に似ているな、と、明遠は思った。

「何、遊びですよ、遊び。雪季王と那珂姫も参加すればいい。どうです、明遠陛下？」

　何か企たくらんでいるのだろうか？　でも、無下に断ることもできない。

「……かまいませんが」

　雪季をちらりと見れば、特に異存はないようだった。

「じゃ、決まりですね」

　恭昇は楽しそうに駒を配り始めた。自分には白、雪季には赤、明遠には青、那珂には緑の駒。それぞれが自陣に駒を並べ、対局が始まった。

　序盤は皆みな、相手の出方を読んでいる。しばらくしてから、恭昇が言い出した。

「明遠陛下、戦い方にはいくつか種類があるのです」

「種類？」

　恭昇は頷うなずき、駒を進める。

「一つ、正せい攻こう法ほうでぶつかる。雪季王のやり方だ」

　確かに、雪季は他ほかの駒で王を守らない。王自ら前線に出向き、戦う。四花王棋では、これも一つの戦い方だ。なにせ、王を殺せるのは王だけなのだから。

「私に言わせれば、一番頭の悪い戦い方だと思いますがね」

　恭昇は半笑いだが、雪季は怒おこった様子も見せず、

「私は曲がったことが嫌いなだけです。王自ら戦い、部下を守りたい」

　明遠は雪季に少しずつ親しみを覚え始めていた。確かに常に無表情だし、何かにつけ杓しやく子し定規だが、民への思いやりはあるようだ。

　一方、恭昇の戦い方は血も涙もなかった。他の三人から奪うばった駒を持ち駒として使い、遠慮なく敵陣に切り込ませる様は、まさしく使い捨て。明遠はどうしても、瑞から南煌に派遣される傭兵たちを重ねてしまう。

　雪季が駒を動かすのを待ってから、恭昇は再び口を開いた。

「二つめのやり方。こっそり忍しのび寄って奪い取る」

　言いながら、恭昇は歩兵の駒を動かした。四つ巴どもえの戦いのさなか、気が付かないうちに明遠の陣に切り込んでいた、白い駒。

「あ」
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「今気づいても遅い」

　明遠は恭昇に火砲の駒を奪われてしまった。これは痛い。

「そして三つ」

　恭昇は眼を三日月みたいに細くして笑いながら、

「あちらから差し出させるよう仕向ける。これが一番気持ちいいですね」

　明遠の駒は追い詰つめられ、将軍が身を切らざるを得なくなった。取られることを覚かく悟ごで、一マス進める。案の定、次に恭昇の番が回って来たとき、明遠の将軍は恭昇に取られてしまった。自らを守る者を失った明遠の王は……、

「残念」

　どう動いても次の手で誰かに殺される。詰みだ。

「負けました」

　明遠は素す直なおに認め、頭を下げる。まだ雪季も那珂も盤上に生き残っているが、恭昇はもう興味をなくしてしまったようで、対局はお開きになった。

「明遠陛下はまだ戦い方を知らないようですね」

「瑞は中立国ですから」

　雪季は仮面のような表情のままで言う。

「いつまでそう言っていられますかね」

　恭昇は奪った駒を左手のひらでかちゃかちゃ鳴らしながら、明遠の方を見た。

「瑞の傭兵団、便利に使わせていただいていますよ。おかげで、ずいぶん領土が増えた」

　侵しん略りやく王は、洞うろのような黒い眼めに野望を燃やして。

「だが……まだまだ足りません」

「貪どん欲よくですね」

　明遠ははっきり言った。恭昇は肩をすくめる。

「侵略が悪いことだとは思いませんね」

　その言葉に迷いなど少しもなかった。

「戦争はれっきとした経済活動だ。私は南煌の領土を広げることで、富を増やしているのです。あなた方が傭兵派遣を稼か業ぎようにしているみたいにね」

　恭昇は盤の上で左手をひっくり返す。

「まあ、どうせ奪うなら賢かしこく奪いたいですがね」

　色とりどりの駒が盤の上に落ち、跳はねる。乱暴に摘つみ取られた花が零こぼれるように見えた。

「およそ戦争というものは、敵国を傷つけずに降こう伏ふくさせるのが上策で、戦わずに済むのならそれが一番いい。裏をかき、騙だまし、不意をつき……なるべく手短に、完全な状態で土地と人とを奪い取るのが、賢いやり方です」

　彼の言い分は、間違ってはいないのかもしれない。それでも。

「簡単なことです。国は土地。土地は国。広い方が勝ち」

　そんなに単純なことだとは、明遠には思えなかった。

　恭昇は伸のびをし、立ち上がる。

「長居をしましたね。私はこの辺で」

「それでは私も……」

　二王は丁てい重ちように挨あい拶さつをし、客間から去った。

　張りつめた緊きん張ちようが解かれ、明遠は長く息を吐はき出した。

「気持ちいいほどボロ負けでしたね」

　脇わきで控ひかえていたヒツジが、床に落ちた駒を拾い集めながら言った。

「我われながらひどい対局だったわ」

　もしかしたら、恭昇は瑞の新しい王の力を値ね踏ぶみするために、わざと遊ゆう戯ぎを持ち掛けたのかもしれない。あちらは小手調べのつもりだったかもしれないが、明遠は恭昇に吞のみ込まれ、完全に自分の戦い方を乱されてしまった。四花王棋は苦手ではないのに。

　あれが侵略王。素直に恐おそろしい。

　それにしても……。

「那珂、大だい丈じよう夫ぶ？」

　明遠の隣となりで、那珂は対局中、一言も言葉を発さなかった。恭昇と雪季が出て行った後も、肩かたをこわばらせ、息を細く震ふるわせている。

「大丈夫よ。心配かけてごめんなさい」

　那珂は目を伏ふせ、何度も深呼吸した。

「駄だ目めね、私って。こんなので王になろうとしてたんだから、お笑いだわ」

　盤上の出来事とはいえ、今、那珂は他国の王とやり合ったのだ。

「あたしなんか殺されちゃったよ」

　茶ちや化かして言うけれど、那珂は弱々しく笑うだけ。明遠は恭昇の真っ黒な眼を思い出す。

「……南煌は瑞の国土も狙ねらってるの？」

「恭昇はなんだって欲しいのよ。なんだって奪う。人のものでも……おかまいなし」

　那珂は自分を抱だきしめる。いつまでたっても震えが治まらなかった。

「でも、私では太刀たち打うちできない」

　完かん璧ぺきなように見えた那珂は、初めて明遠に弱みを晒さらす。

「私はどうしても、母様に逆らえないのよ」

「どうして……紅玉様が？」

　察して、と、その眼は訴うつたえていた。

（もしかして……紅玉様と恭昇は……）

　明遠の中で何かが繫つながる。恭昇が那珂に対して尊大な態度だったわけ。那珂が過度に怯おびえているわけ。

　那珂は自分を抱きしめたまま、前のめりになった。

「母様に分かってほしかった。母様の眼鏡にかなうよう、小さなころから努力してきた。臣下に恥はじない公主であったつもりよ」

　それは那珂の矜きよう持じ。英瑞王の血を引く者として。瑞で生きてきた者として。

　でも。

　那珂は唇くちびるを嚙かみ、俯うつむいた。しばらくの間の後、

「立派な王になれば……母様も認めてくださると思っていた。この国を……」

　ぽつりと零す。

「私を」

　あんな人でも、那珂にとっては、たった一人の母親だから。彼女はここで、ずっと、孤こ独どくな戦いを続けてきたのかもしれない。

「那珂……」

　明遠が那珂の肩にそっと触ふれる。那珂が顔を上げた。潤うるんだ瞳ひとみ。その表情はしかし、死人のように冷たかった。

「どうして母様は、平気な顔をして明遠のことを子と呼べるの？　一年前、自分が何をしたか、忘れたわけじゃないでしょうに」

　二人の間の空気が凍こおる。

「那珂は、梨甚の戦いについて、何か知ってるの……？」

「明遠」

　那珂の笑えみは引きつっていた。

「あなたこそ」
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　日が落ちた。白泉宮の女によ官かんたちもみな室へやから下がらせ、明遠が寝しん室しつの窓から外の見回りを確かく認にんしていると、

「明遠、どこへ行くおつもりですか？」

　後ろから声がかかった。ヒツジだ。隠かくし通せるとは思わなかったから、明遠は正直に答える。

「月光紗に行く」

　今朝の予知夢のこと、一日中気がかりだったのだ。

　ヒツジはしかし、不満を隠そうともしない。

「明遠は黒鷹の味方なのですか？　彼が那珂姫ひめを殺すかもしれないのに？」

「それとこれとは全然関係ない。ただ知り合いを助けたいってだけ」

　目の前にいる人の危機を知っていて、見て見ぬふりはできない。

「何度でも言う。黒鷹は必ず怪け我がをします」

　明遠が目を伏せ、次の言葉を考えていると、

「一いつ緒しよに行きます」

「え？」

　予想外の言葉に、明遠は思わず気の抜ぬけた返事をしてしまった。頑がん固こ者のヒツジのこと、絶対に譲ゆずらないだろうなと思っていたのに。ヒツジはため息をつき、

「止めても聞かないでしょう？」

「うん、まあ」

　明遠が正直に答えると、ヒツジは困ったような、諦あきらめたような顔をして。

「明遠が心配なのです。本当です。分かってください」

「うん……ありがとう」

　彼がついて来てくれるなら心強い。明遠はいつしか、そう思うようになっていた。




　王都・沚帥の城下町。夜の闇やみに紛まぎれて王宮を抜け出した明遠のそばには、例によって目ま深ぶかに布をかぶって顔を隠したヒツジの姿があった。

「あの……ヒツジ、しがみつくのやめてくれる？　歩きにくいし、心臓に悪い」

「城の外はどうも苦手で……」

「この前は迎むかえに来てくれたじゃない」

「あのときは明遠が心配で。自分のことなど、どうでもよかったのです」

「さらっとそういうこと言うよね……」

　うっかり胸を騒さわがせている場合ではないのに、ヒツジは明遠の腕うでから意地でも手を離はなそうとしない。恥ずかしいやら怪あやしまれたくないやらで、明遠は気が気でない。

「明らかに不自然だってば」

「しかし、どのようにふるまえばよいやら……」

「じゃあ、先代の記き憶おくでも頼たよったら？」

「花か仙せんは城の外に出ません」

「呆あきれた！　それでよく国の未来なんて夢見られるわね」

　ヒツジはむっとして反論する。

「毎日雑報しんぶんには目を通しています。惻隠王が先代に厳しく言いつけていたので、私も習慣に」

　王宮に上がってくる情報と、実際の市井しせいの状じよう況きようとが同じなわけではないだろうに……。明遠はそう思う。夜咲城は鉄てつ壁ぺきの要よう塞さいだけれど、そのせいで王宮と市井との溝みぞが広がっているのかもしれない。

　そうこうしているうちに、月光紗の集会所になっている妓ぎ院いんに着いた。

「遠、こりゃいったい何の真似まねだ？」

　明遠の姿を見るや、黒鷹は懐かい疑ぎの表情で迎えた。

　彼の手には、「骨折に気を付けて」という文ふみ。

「朝のうちに送っておいたの」

　明遠はヒツジに耳打ちした。布に隠れて見えなくても分かる、咎とがめる視線。明遠は気づかなかったふりをして、黒鷹に答えた。

「ちょっと悪い夢を見て」

「睡すい蓮れんみたいなこと言いやがって。気味悪いぞ」

　黒鷹は不ふ審しんげにぼやき、その後、明遠の隣となりに立つヒツジを指さした。

「というかそいつ、誰だれ」

「気にしないで。猫ねこみたいなもんよ」

「でかい猫だな」

　それより、と、明遠は無理やり黒鷹の意識を引き戻もどす。

「無事でよかった。心配してたの」

「そりゃ、『気を付け』させてもらったからな。今日一日びくびくしちまったぜ」

　黒鷹はそう言うが、彼の無事な右手を見れば、頰ほおも緩ゆるむというものだ。

（悪夢に振ふり回されっぱなしも癪しやくだもの）

　だから、予知夢の情報を活いかし、事前に手を打った。黒鷹に文を送って、気を付けるように伝えた。おかげで黒鷹は無傷だ。

「ものはやりようね。未然に防げるんじゃない」

　明遠が胸を撫なで下ろした、そのとき。

「黒鷹、危ない！」

　誰かが叫さけんだ。次の瞬しゆん間かん、視界にさっと影かげが差す。

「遠！」

「え？」

　がしゃあああん！

　視界が反転し、強い衝しよう撃げきの後、砂ぼこりに包まれる。何が起こったのか、明遠が理解しきれないうちに。

「黒鷹、大だい丈じよう夫ぶか？」

「すぐ手当てを！　首領が怪我した！」

　飛び交かう声。明遠は眼めを見開いた。

「いてて……遠、平気か？」

　落ち着いて見やれば、しりもちをついた明遠をかばうように、黒鷹が倒たおれ込んでいた。その上には、重そうな棚たなが倒れかかっている。黒鷹は右手でそれを押さえようとしたらしい。

「こ……黒鷹、」

　うずくまる黒鷹の元に、部下たちが駆かけ寄る。明遠を抱き起こしたのは、ヒツジだった。

『私が夢に見たことは、必ず起こる』

　いつかの言葉が、明遠の頭を駆け巡めぐる。

　未然に手を打ったつもりだったのに。

　防いだつもりだったのに。

　どんなに対策しても、絶対に避さけられないのだろうか……？
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「やっちまった。折れてるってよ」

　包帯の巻かれた痛々しい右みぎ腕うで。夢で見たままの苦い笑顔で、黒鷹は言った。明遠は今にも泣き出しそうだ。

「なんでお前がへこんでんだよ、遠」

「だって……」

　防げなかった。救えなかった。何が起こるか、明遠は知っていたのに……！

　黒鷹はそんな明遠を見やり、

「ものごとは捉とらえようだ。骨折程度で済んで良かったと思おうぜ」

　黒鷹は楽観的だが、明遠はそうは思えない。罪悪感ばかり募つのって。

　対して、ヒツジは何も言わない。『だから言っただろう』と、思っているのだろうか？

「あたしをかばったりしなければ」

「遠」

　黒鷹は明遠の前の椅い子すに腰かけた。

「確かに、お前をかばったばっかりに骨折っちまったって考えると、二人ともどんよりだ」

　彼は、にっと、歯を見せて笑って、

「でも、お前を守ることができた。そう思えば、腕一本、安いもんさ」

　明遠はその笑え顔がおに、救われた、と思う。

　そこにあるのは事実だけ。解かい釈しやく次し第だいでなんとでも意味を変える。全すべては裏表、だから。

「……ありがとう、黒鷹」

「しおらしくしてりゃ可愛かわいいもんだな。嫁よめに来いよ」

「可能性は皆かい無むだから二度と口説かないで」

「骨折るよりその言葉が痛いわ」

　黒鷹は軽口を叩たたきながら立ち上がり、振り返った。

「ま、安心しろよ。うちには優ゆう秀しゆうな医師がついてる。ちょっと前まで王についてた連中だぜ」

　紹しよう介かいされたのは、白い上着を着た、中年太りの男だった。

「元・太医院の医官だ」

　ヒツジの動どう揺ようが明遠にも伝わる。彼か……あるいは先代の記憶の中にある顔なのだろう。

　飛翔を訪ねて太医院に行ったとき、やたらあくせく官かん吏りが駆け回っていた。ずいぶん人手不足のように見えたのを覚えている。まさかこんなところにいたなんて。

「王宮の医官がどうしてこんなところに？」

　元医官は巾きんで手をぬぐい、明遠に向き直って、こう答えた。

「そりゃ、瑞の医官は、傭よう兵へいと共助関係にありますから」

「どういう意味、ですか？」

「彼ら医官にとって、王族より傭兵のほうがずっと近い存在だってことさ」

　黒鷹が言うと、元医官はこう続けた。

「太医院は、傭兵団つきの団医たちと連れん携けいして、日夜、医薬の研究を続けてきました」

　そう言えば、前に飛翔が言っていた。太医院の室へやに積まれた症しよう例れい集。瑞中の傭兵団の団医から届けられたという……。

「瑞の医薬技術は、他国の追つい随ずいを許さない。なぜか？」

　──なにせ、傭兵の死因の半分以上は病死だからな。

　飛翔の言葉を思い出す明遠に、医官は頷うなずいて、

「傷病者の数が違ちがうからです。戦地で傷を負い、異国で珍めずらしい病気に罹かかって帰ってくる傭兵たちを、我われ々われは治ち療りようし続けてきた。我が国の傭兵派は遣けんを陰かげで支えてきたのは私たちなのです」

　そうですね……、と医官は少し考えてから、

「たとえば、瑞の夏か州しゆうに大規模な薬草の栽さい培ばい施し設せつがあるのをご存じですか？」

「いえ……」

　夏州は瑞の南なん西せい端たんの州だ。西に砂さ漠ばくの沙さ楼ろう州しゆう国、南に熱帯の蘇赫連れん邦ぽうと接している。死火山の山脈が国境になっているため、温泉が多いことで有名だ。しかし薬草栽培が盛さかんとは知らなかった。

「まあ、あまり有名ではないですからね。夏州は温泉が多いので、地熱で温室を作って、本来なら瑞の気候では育たない植物を育てられるんですよ」

「へえ……」

「そこで薬くす師したちは実験を繰くり返し、薬学を研究しています。特に傷口からの感かん染せん症しようについての研究は、ここ数十年で目覚ましい発展を遂とげました。他国では死を避けられないと言われている病でも、瑞なら治せるものがたくさんあるんです。でも、知られていない。国内ですらこれなのだから、他国はもちろん知らないでしょう」

　医官は息苦しそうに、弱々しく笑った。

「良い薬でも、市場に出回るほど量産できないんです。瑞の働き手は傭兵が主で、薬を使うのも彼らだから。薬師たちがきりきり舞まいで働いても、瑞の傭兵たちの分を賄まかなうのがやっとだ」

　医師も薬師も、最上級の技術で傭兵を治し続けている。なのに怪け我がや病気は減らない。不毛な治療を繰り返し、この国の根は窒ちつ息そくしそうになっていた。

　ああ、本当に。

「この国から傭兵がいなくなればいいのに」

「明遠」

　思わず零こぼせば、ヒツジが慌あわてて止める。傭兵団の首領を目の前にした状じよう況きようで、誤解を招きかねない言葉選びだった。

「なんだって？」

　案の定、黒鷹が鋭するどく聞きとがめる。でも、明遠は決して、傭兵たちを責めているわけではなくて。真っ直すぐに、思ったことを口にしただけ。

　明遠は黒鷹の右手、固く巻かれた包帯に手を触ふれる。

「黒鷹たちが他国で危険な仕事をして……傷つくたびにここで治してもらって、そうやってまた戦地に派遣されるなんて……」

　医官だってそう。傷ついて帰ってきた若者を治し、戦地に送り返し、また治すなんて。

「そんな国、あたしは嫌いやだ。傭兵なんていない国の方がいい」

　望もうと決めたけど。夢を見ようと決めたけど。こうやって口に出すたびに、その道の遠さに絶望する。望む未来に、とても辿たどりつけない気がして。

　予想通り、医官は呆あきれ顔をする。

「お嬢じようさん、そんな夢みたいなこと……」

「そんなこと」

　しかし、医官の言葉を遮さえぎった黒鷹は、

「そんなこと、俺だって思ってるさ……」

　思ってもみなかった返答を寄こした。

「首領？」

　医官はいぶかしげに黒鷹の顔を窺うかがう。いつだって快活だった黒鷹は、けれど今、苦しそうな笑みで、左ひだり眉まゆの傷をなぞった。

「何も、好き好んで選んだ仕事じゃない。俺だって……傷つかずに済むならそれが一番いい」

　傭兵団長にあるまじき弱気な発言。でも、彼にだって家族がいて、仲間がいて、大切なものが、たくさんあって。誰だれだって死にたくはない。命を懸かけて戦いに身を投じたくなんてない。戦い続けることが唯ゆい一いつの道だなんて、思いたくはない。

「でも、生きるには金が必要だ。分かるだろ」

　患わずらっているのはこの国だと、明遠は思った。薬を探そうともがいているのに、現実主義という別の病が邪じや魔まをする。痛くても、生きていけるなら、我が慢まんしてしまう。

　でも、だからこそ、黒鷹の言葉は重かった。

「本当は、傭兵なんていない国の方がいい……そうだよな」

　どんなに麻ま痺ひしていたって、その大前提を、忘れてはならない。

「……俺だって、ずっと、そう思ってるよ」

　傭兵廃はい止し、なんて、今までずっと笑われ続けてきた夢なのに。傭兵本人も同じ気持ちだったなんて。明遠は、まだ可能性はあるんじゃないかって、思ってしまう。

「そういう国に、していければいいのにね」

　これだけ絞しぼり出すのが精一杯の自分が、悔くやしいけれど。

　黒鷹は壁かべに寄りかかり、しばらく黙だまって何かを考えた後、左手で前まえ髪がみをかき上げた。骨ばった腕の陰かげから、明遠を一いち瞥べつする。

「……遠、嫁に来ないか？」

「嫌だってば」

　条件反射で断ると、黒鷹は薄うすく笑って、壁から身体からだを離はなした。

「今のは本気だった」

　なんて、言い残して。

「遠、お前はお前のままでいてくれ。俺たちがどういう道を選ぼうと」

「黒鷹」

　引き留めたい。彼の心を。傭兵たちの心を。でも、

「残念だが、この国はもう治らない」

　……止められない。

　明遠は、圧あつ倒とう的な無力を感じた。




「あたし、馬ば鹿かだった」

　白泉宮に戻もどるまでずっと無言だった明遠は、寝しん室しつでようやく口を開いた。

「反乱を止めたいって思ってた。止められるかもって。でもやっぱり……」

　この国の病は重い。理想論を振ふりかざしても、根深く巣食った闇やみを追い出せない。

「明遠は黒鷹と知り合いなのでしょう？　こういうやり方は汚きたないかもしれませんが、明遠が王だと明かせば、味方になってもらえないでしょうか？」

「ヒツジ、相手は傭兵よ。彼らは誰の味方にもならないわ。金だけが大事」

「そんな言い方……身も蓋ふたもない」

　ヒツジは顔を曇くもらせるけれど。

「ううん。それだけ必死なの」

　明遠は、それを、痛いほど知っていたはずじゃないか。

「王宮で暮らしてるんじゃ、分からないかもしれないけど。生きるのって、本当にお金がかかるの。家族を養うならなおのこと。必死なんだよ、傭兵たちは。生きるか死ぬかなの」

　瑞は貧しい。彼らは家族を養うため、その身一つで戦っているのだ。祖国への誇ほこりじゃ食っていけないのだから。

「ねえ、馬鹿でも分かることじゃない。戦いくさがなければ亡ほろびてしまうような国なんて、最初から成立してないのよ。どうしてそんな簡単なことが分からないのよ」

　どうして、変えられないのよ。

「確かに、民たみを守るためには、まず国を存続させなきゃいけないのかもしれない。傭兵派遣がなきゃこの国は潰つぶれるのかもしれない。でも、この国に本当に必要なのは、傭兵派遣で国民を養っていくことじゃなくて、傭兵派遣をしなくても国が存続する一手なのよ」

　六人も王がいて、それが、どうしても、見いだせないけれど。
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　翌朝、ヒツジが見せた夢は、

「何、これ……」

　夜咲城、玉湖殿の前の広場に、大衆が押し寄せている光景だった。粗そ末まつな服に汚よごれた顔は、彼らが王宮の住人ではないことを確かに示している。

　夜咲城は鉄てつ壁ぺきの砦とりで。本来、庶しよ民みんの侵しん入にゆうは許されないはずなのに。

「月光紗の……反乱？」

　彼らは王宮に攻せめ入るつもりだということだろうか。

「……未来は変えられないの？」

　どうしたって、彼らを止められないのだろうか？

「即そく位い式しきは明日です。それまでに何とか策を打たねば」

　ヒツジもさすがに顔色が悪い。彼の命の刻限も、また近いのだ。

（何もかも悪い方向に転がっていくみたい）

　黒鷹の怪け我がが防げなかったように。反乱も、那珂の死も。望まぬ未来から、逃のがれることはできないのだろうか。

（あたし……どうすれば）

　そのとき、宗そう廟びようの外で控ひかえていた播家の女によ官かんが声をかけてきた。

「陛下」

「何？」

「紅玉様がお呼びです。花園で会えないかと」

　十分最悪の状況と思っていたが、まだ上があるとは。明遠がヒツジを連れて宗廟を出ようとすると、女官が引き留める。

「陛下一人でお越こしになるように、と」

　明遠はヒツジと顔を見合わせた。

「決戦、かもね」

　ほとんど自じ嘲ちようで呟つぶやき、心配そうな顔のヒツジを置いて、単身、花園に向かう。

　白泉宮の背後、東西の後宮に挟はさまれた花園。冬ふゆ咲ざきの花に彩いろどられた美しい園の中央には、夜咲城を後ろから見晴らせる小さな東あずま屋やがあった。

「王はさぞかし忙いそがしいのだろうね。待ちくたびれて冷えてしまった」

　その東屋で、皇太后紅玉が相変わらず嫌いや味みっぽく明遠を迎むかえた。そして彼女の脇わきには……、見覚えのある男性。鼻眼鏡に、取り澄すました態度。常に余よ裕ゆうを滲にじませた、南煌の王。

「……恭昇様？」

　皇太后は当然のように恭昇にしなだれかかっている。瑞の皇太后が、南煌の王と、ここまで親しげに。その絶対的な違い和わ感。嫌な予感がした。

「何の御ご用ようでしょうか？」

　明遠が慎しん重ちように尋たずねると、皇太后ではなく恭昇が答えた。

「いや何、折り入ってご相談が」

　来た。明遠は肩かたをこわばらせる。

　恭昇は皇太后から離れると、二、三歩、明遠の方に歩み寄った。

「例の草案をそのまま吞のんでくださるなら、面めん倒どうなことは起きないのだが。まさか撥はねつけられるとは」

　立志の言葉の草案……じゃああれは、恭昇の指示だったのか。紅玉を通じて、明遠を操あやつろうとしていたのは、南煌。

「気づかれないうちに中からじわじわ征せい服ふくしていくのが一番気持ちいいんですがね。ま、今回は諦あきらめましょう」

　警けい戒かいしている明遠に、恭昇は眼鏡の奥の眼めを三日月みたいに細くした。

　そして始める。

　彼の言うところの、『相談』を。

「明遠陛下」

「はい」

「瑞を南煌にください」

「……は？」

　恭昇はくるりと踵きびすを返すと、芝しば居いがかって腕うでを後ろで組んだ。

「立志の言葉、書き直すんですよね。ちょうどいいじゃないですか。まどろっこしい書き方はやめて、こう宣言してくださいよ。瑞は南煌の被ひ保ほ護ご国こくになる、と」

　明遠は一いつ瞬しゆん、何を言われているのか理解できなかった。被保護国？　それってつまり……、

「……南煌の属国に堕おちろと言いたいの？」

　瑞の王として、それを公おおやけに表明しろと？

「口を慎つつしめ、田舎いなか娘むすめが」

　紅玉がぴしゃりと斬きりつけた。

「どうせお前なんかに国は治められぬ。恭昇殿どのに瑞をお渡わたしするのだ」

　領土拡大を推おし進める南煌。瑞を欲しがっているかもしれないとは思っていたが、まさかここまで直接来るとは。

「そんなこと、いきなり言われても……」

「いきなりも何も。もうあなたたちは詰つんでいるんですよ。私は今、王手をかけたんだ」

　恭昇はしかし、ほとんど愉ゆ快かいそうな表情で、眼鏡を押し上げた。

「明遠陛下、復習をしましょうか。戦い方の種類……覚えていますか？」

　明遠は昨日のことを思い出す。四花王おう棋ぎ……明遠が大負けしてしまった一戦。

「一つ、正せい攻こう法ほう。……別に我が軍を率いて真っ向から侵しん攻こうしに来たっていいんですよ。面倒だからやらないだけで」

　まるで遊びみたいな言い方に、明遠の血が煮にえたぎる。戦争を何だと思っているのか。

「……うちの兵の強さをご存じでないのですか？　全面対決になれば、瑞は絶対に負けない」

　思わず嚙かみつくと、

「それはどうでしょう？」

　恭昇は『獲え物ものがかかった』という表情をした。そして顔の前で指を二本立ててみせる。

「続きです、明遠陛下。二つ目は？」

「こっそり忍しのび寄って奪うばい取る……」

　よくできました、と、満足そうな笑えみで、恭昇は胸むな元もとから紙を取り出した。

「実はね、そちらの傭よう兵へいを買い上げさせていただきました。個人的に」

　手渡されたそれは、契けい約やく書。月光紗、の文字を見たとき、明遠の心臓が凍こおった。

「そんな……瑞の傭兵は国家管理で……」

「彼らはもはや瑞のためには働かないそうですよ。高く払はらってくれる方につく、と」

　恭昇は勝者の余裕でこう付け加えた。

「傭兵たちはずいぶん瑞の王家が嫌きらいみたいですね。瑞を捨てると、言っていましたよ」

　──この国の王家はもう駄だ目めだ。俺たちは瑞を捨てる。

　黒鷹の言葉が蘇よみがえって……、明遠の全身が、がたがた震ふるえ始めた。

　恭昇は駄目押しみたいに言う。

「瑞の傭兵はもはやあなたの持ち物ではない。私の指示で瑞を襲おそわせることもできる」

　瑞の王家に嫌気がさして、反乱を企くわだてていた彼ら。でも詳しよう細さいは教えてくれなかった。

（月光紗を後押ししていたのは、恭昇だったんだ）

　顔を青くする明遠。恭昇は今が好機とばかりに、一気に揺ゆさぶりにかかる。

「瑞の傭兵の手で、瑞を侵しん略りやくさせてもいいのですか？　同どう士し討うちよりもずっと恐おそろしいことになりますよ。あなたはそれを許せるのですか？」

　自国の民たみに自国を侵略されるなんて……傭兵派は遣けんで立国してきた報むくいだとしても、耐たえられない。そんなこと当然だ。分かっているから、恭昇はそれを利用して脅おどしているのだ。

「三つ、そちらから差し出させる」

　恭昇は冷たい笑顔で王手をかけた。彼いわく、一番気持ちのいいやり方で。

「あなたが大人しく瑞を渡せば、戦いくさは起きない。故郷を襲わせずに済みます」

　最小の犠ぎ牲せいで最大の利益を得るのが、南煌の戦い方。裏をかき、騙だまし、不意をつく。

「私はね、別にあなたを殺したいわけじゃないんです。できれば戦争はしたくない」

「……面倒だからですか？」

　明遠が苦々しく問えば、

「それもあるが……侵略には危険が伴ともなうものですから。無理やり奪い取った民が、大人しく従ってくれるとも限らないでしょう？」

　祖国を奪われた民は、ともすれば火中の栗くりになる。反乱の芽は根から枯からしておかねば。

「民に恐きよう怖ふを与あたえるのは支配の基本。だが恨うらまれるのは賢かしこくない。愚おろかな民はときに、怨えん嗟さに身を任せて暴走しますからね」

　それはちょうど、今の瑞のように。それならば、去勢した王を残しておいて、属国として飼う方がはるかに楽だ。形ばかりの自治で満足させておけばいい。

「五月蠅うるさい小鳥も、焼いてしまえばそれきりだが、籠かごに入れて飼い馴ならせば可愛かわいいものです」

　恭昇の舐なめるような視線が、眼鏡越ごしに明遠をなぞる。ぞくぞくと、悪お寒かんが走った。

「大きな傘かさの下に入っていればうまい汁しるも吸える。小国を必死に生きながらえさせるより、よほどふさわしい選せん択たくだと思いますがね」

　現実的に考えて、もう詰みなのかもしれなかった。明遠はだから、戦う前から負けていたのだ、たぶん。恭昇は新王の即そく位いに合わせて瑞を奪い取るために周しゆう到とうに手を打っていて、明遠に会った時点で、既すでに勝利を確信していた。それはまるで、遅効性の毒のように。

　明遠はけれど、頷うなずけない。自分の一存で、瑞という国の自主性を捨てることなんてできるわけがなかった。

「まだ迷っていますね、陛下」

　しかし恭昇は、なおも。

「逃にげられませんよ」

　明遠を追い詰める。絶対に断らせないために、とどめの一いち撃げきを打ち込む。

「言いましたよね、私はあなたを殺したいわけじゃないって。でも傭兵たちは、王家の人間にずいぶん恨みがあるようですから」

「……何が言いたいんですか？」

　恭昇の顔に濃こい影かげがかかる。まるで死んでいるみたいに血の気のない顔で、彼は。

「王を殺せないって、難なん儀ぎな決まりですよね。でも彼らは、惻隠王の血を根絶やしにしたいんですって。あなたを殺すことはできないが……他ほかにもいますよね、該がい当とう者」

　惻隠王の血……明遠でないとしたら……。

　明遠はそこで、目を見開いた。

「……那珂」

　つまり恭昇は、従わねば那珂を殺させると、言っているのだ。

「紅玉様！　あなたの娘でしょう！」

　明遠は悲ひ壮そうな表情で叫さけんだ。けれど皇太后は首を振ふり、

「那珂は良い娘だ。だが王に選ばれなかった以上、公主として価値はない。嫁よめにも行き遅おくれて、もう十九。正直、妾わたしには必要ない」

「何を……」

「明遠。よもや、義姉あねを見殺しにはしまいね？」

　喉のどが引きつって声が出ない。そんな明遠に、恭昇はあくまで低く落ち着いた声のまま、

「明遠陛下も那珂姫ひめのことはお好きでしょう？　一番穏おん便びんなやり方で片づけましょう」

　彼にとっては、これは営業活動。手練てだれの余よ裕ゆうで、笑ってみせる。

「あなた方はこの土地を活いかせていない。確かに、ろくに資源もないゴミみたいな土地だが、立地としては悪くないでしょう。山脈に囲まれた自然の要よう塞さい、そして南には大国……侵略の拠きよ点てんにできます」

「国はただの土地じゃないわ。そこに暮らす民がいるのよ」

　国は庭、民は種。花を咲さかせずして庭を拡大しても意味がない。でも。

「でも、瑞の民は瑞を捨ててもいいと言っているんですよ」

　恭昇の言葉が、楔くさびみたいに深く刻み込まれて。明遠は口を閉とざしてしまう。

　そんなことないはずだと、言いたくても。

　黒鷹だって、明遠が王族と分かれば、味方してくれるだろうか？　あれだけ強固に王族への復ふく讐しゆうを訴うつたえていたのを……、国の革新を求めていたのを、この眼めで確かに見たじゃないか。

「明遠陛下、これは交こう渉しようです」

　そこにあるのは事実だけ。意味づけによって、裏表は容易たやすくひっくり返る。

「那珂姫を守りたければ、南煌に降くだると宣言を。嫌いやだと言うなら、傭兵たちに那珂姫を殺してもらいます」

　あの悪夢を現実のものにするのは、南煌でも、月光紗でもなく。

　明遠の、一言なのかもしれない。

「明日、答えをお聞かせください」
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「なりません」

　白泉宮に戻もどり、詳細を話すと、ヒツジはきっぱりと言った。

「恭昇王に従ってはなりません」

「そうよね」

　明遠は顔を両手で覆おおう。落ち着け、落ち着け。

「あんなの、あくまで脅しで……紅玉様だって、本当に娘むすめを殺すなんてこと」

「明遠、考えがぬるい。私は楽観的に言っているわけではないのです」

　甘い考えに逃げようとする明遠を、ヒツジが咎とがめる。

「紅玉様は那珂姫が王になるものと踏ふんでいたに違ちがいありません。そうすれば実質、瑞は紅玉様のものだ。南煌の属国にでもなんでもできたでしょう」

　ヒツジは冷静に分ぶん析せきする。

「那珂姫は聡そう明めいだが、母に逆らうことができない。天が私に那珂姫を示さなかったのは、それゆえだと思っています」

　花か仙せんは容よう赦しやなかった。

「南煌は煌四州の中でも最も好戦的な州です。国の内外に侵しん攻こうを続けている。煌を統一すれば、今度は他国と戦をし始めるかもしれません。煌が赫に攻せめ込むと言ったら？　二国に挟はさまれた瑞の地は、たちまち戦場になりますよ。瑞の傭兵たちは間違いなく前線に遣やられます」

　それは容易に想像できる未来だった。瑞は中立国家。侵攻せず、侵攻させずの誓ちかいを守っている。でも、南煌の属国になると言えば？　他国は瑞を今までのように扱あつかってくれるのだろうか？　世界には煌以外にも、領土拡大をもくろむ大国があるのに。

「瑞を南煌の傀かい儡らいに成り下がらせてはなりません」

「でも、断ったら」

　恭昇に従えば、那珂は救われるが、瑞は煌の属国に堕おちる。

　逆に、拒否すれば、一時的に瑞の独立を守ることはできるが、那珂は……。

「あなたは切り捨てますよ」

　確信に満ちた、ヒツジの言葉。明遠はゆらりと顔を上げた。

「本気で言ってるの……？」

「本気も何も」

　明遠だって分かっているはずだ。

「予知夢がそう告げています」

　胸を血まみれにして、泣なき叫ぶ那珂の姿。あれはつまり……、

「那珂を殺すのは、あたしなの……？」

　明遠は頭を抱かかえた。

　明遠が拒きよ否ひすれば、那珂は見せしめに殺される。でも……それで終わると思うか？　明遠が諾だくと言うまで、この恐怖は続くのではないか？

　飛翔や燦逸や……明遠の味方、みんな。

　いつか、南煌の手で。

「那珂姫は殺されます。必ず」

　言い切るヒツジ。彼を睨にらみ返す明遠の眼は、凍こおったように冷たかった。

「あなた人間じゃない」

「私は花仙です。そしてあなたは王だ」

　あなたは王。この言葉を、彼の口から何度聞いただろう。でも、今ほど鋭するどく苦く響ひびいたことはなかった。

「王を殺せるのは王だけ。どんなに愚おろか者の王でも、民たみは王を殺せないのです」

　この世界に生きる民は、天の理ことわりによって、反乱を禁じられている。厳しい、あまりにも厳しい定めだ。

「だからこそ、王には重い責任が伴ともなう。天に選ばれた者として、民を咲かせる義務を負います」

　この小さな花はな園ぞのを、そこで懸けん命めいに咲く花々を。隣となりの庭師に好き勝手荒あらされていいのか。

「だけど……」

　逃げないと、言った。でも、こんな未来に繫つながる道だったなんて。

「恭昇王に、従わぬと言うべきです」

「出て行って」

「明遠」

「一人にして。あたしが王だって言うなら命令に従って」

　明遠はヒツジに反論を許さなかった。

　この日、王と花仙は初めて別々の室へやで眠ねむった。
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　即位式当日、早朝。太医院の局長室に、白はく皙せきの美青年の姿があった。

「どうした、こんな早くに。遠と喧けん嘩かでもしたのか？」

「もっと深刻です」

　飛翔に勧すすめられ、ヒツジは腰こしかける。

「明遠、昨日は一いつ緒しよに寝ねてもくださらなかった……今朝も、顔を見たくない、と」

「お前、養父おやの前でそういうこと言うのどうかと思うぞ」

　飛翔はげんなりしているが、ヒツジは背筋を伸のばし、

「私は明遠をお支えしたいだけ」

　間違ったことは言っていないつもりだ。理性的になってほしいだけ。

「明遠が何を考えているのか、分からないのです……」

　飛翔は胡坐あぐらをかいて煙管キセル盆ぼんを引き寄せた。

「で、困り果ててついに俺に頼たよりに来たと？」

　手のかかる奴やつは一人で十分だぞ、と、飛翔は煙管に草を詰つめながら笑う。

「いいえ……ただ、お話ししたくて」

「ほう。何を訊ききたい？」

　ヒツジは少し、ためらった後。

「惻隠王は、どんな方だったのですか？」

「……どうして俺に訊く？」

「飛翔殿どのは、惻隠王のご友人だったのでしょう？」

　当然のように言うヒツジ。飛翔は細い眼めを一いつ瞬しゆんだけ見開いた。

「あーそうか、お前……先代の」

「ええ。先代の記き憶おくの中で、あなたを見ました。昔、王宮にいらっしゃいましたよね？　惻隠王と親しかったのですか？」

「花仙に隠かくしごとはできないな」

　飛翔は気まずそうに笑う。ヒツジは居住まいを正した。

「本当に自じ業ごう自得なのか、知りたいんです」

　傭よう兵へいたちは惻隠王を恨うらんでいる。だから恭昇に手を貸した。

　でも、それは本当に、瑞の王家の身から出た錆さびといえるのだろうか？　その皺しわ寄よせを、本当に明遠が負わなければならないのだろうか？

「そうだなあ……」

　飛翔は煙管に火をつけ、最初の味のない煙けむりをぷかあと吐はき出した。ざらついた紫し煙えんの中に、遠い過去の記憶を溶とかし込むように。

　そして語り始める。明遠にすら話したことがない、昔話を。

「十五年前、俺は王宮で駆かけ出しの侍じ医い……惻隠王付きの医官をやってた」

　惻隠王は年ねん齢れいで言うと飛翔の三つ下。そのときはまだ二十歳はたちを少し過ぎたころだった。

「あいつ、遠と違ちがって、生まれてからずっと王宮育ちだろ。王に選ばれたはいいが、考えがぬるくて……すぐに無む茶ちやしては身体からだを壊こわすんで、俺はしょっちゅう叱しかってたよ」

　飛翔は鼻から煙を抜ぬき、灰色の目をすがめる。

「お人よしだったんだよな、あの人は。根本的に」

　ヒツジは先代の記憶を探さぐる。確かに、記憶の中の惻隠王は、いつも困ったような、頼りない笑えみを浮うかべていた。とても、傭兵を使い捨てにするような王には見えなかった。

「こっそり王宮を抜け出して、傭兵団長たちと付き合ってたんだぜ。それまでの王にはありえなかった、そんなこと」

　惻隠王は理解していた。瑞という国は、彼らが戦って稼かせいだ金で成立しているということを。傭兵に感謝していた。敬意を払はらっていた。決して、物のように扱あつかったりはしなかった。

「月矢……遠の母も、そんな風に出会った傭兵団長の一人で……惻隠王とは正反対の性格なのに、なぜかすぐに意気投合した」

　明遠の母を思い出すとき、飛翔の表情は優やさしかった。

「月矢ってのがまた、無茶苦茶な奴でさ。なんでもずけずけ言うし、身分のある相手にもこびへつらわないし。腕うでっぷしはそこらの男よりも強くて、自分の団の傭兵たちを子どもみたいに可愛かわいがってた」

「明遠みたいだ」

　ヒツジが思わずそう言うと、そうだな、と、飛翔は笑う。

「惻隠王は月矢に心底惚ほれてた。でも月矢は傭兵だ。他ほかの妃きさきとは話が違う」

　王宮で大切に囲っておくことはできない。子どもができたとなれば、なおさら。身分の低い妃とその子どもにとって、王宮は安全な場所ではない。

「月矢が妊にん娠しんしてることが分かったとき、惻隠王は迷わず王都から遠ざけることを決めた。寂さびしかっただろうが、仕方ない」

　月矢もそれは分かっていた。だから、逆らいはしなかった。

「そのときに、俺も一緒に城を出たんだ。母が傭兵で父もいないんじゃ、誰だれか世話役が必要だろ。遠の存在を隠す意味もあって、俺の養子にした」

　月矢は明遠が惻隠王の娘むすめだなんておくびにも出さず、傭兵稼か業ぎようで立派に明遠を育てた。飛翔は阿備村で医者を始め、それなりの収入を得ていたが、明遠の養育費は月矢がきっちり支し払はらった。傭兵という生き物は、金にだけは几き帳ちよう面めんなのだ。

「小さなときこそ、遠はぐずったよ。月矢が仕事に出かけるたびに、行かないで、行かないでって。でも、あるころから言わなくなった」

　飛翔は苦い顔をする。

「あいつすぐ、自分を見限るようなこと言うだろ。分相応とか、今のままで幸せとか。あれはさ、傭兵を親に持った者の病気なんだよな」

　不顧峠まで月矢の団を見送りに行くたび、同じように見送りに来て泣き出してしまう妻や子どもを目にしてきた。そんなときいつも、明遠は唇くちびるを嚙かんで、目をぐっと見開いて、飛翔の手を強く握にぎった。心を殺すように。

　望むな。

　あたしは今で十分、幸せ。

　だって明遠だけが辛つらいわけじゃないんだから。瑞の民たみはみんな、同じように、辛いんだから。

「遠は聞き分けが良い。不幸を飲み込んじまう強さがある。踏ふん張ってそれで、耐たえる。でもそれじゃ事態はよくはならない。自分が苦しいだけだ」

　そんな明遠を見る飛翔もまた、辛かった。

「この国もきっと一緒なんだよ」

　傭兵派は遣けんをしなければ潰つぶれてしまうから。他に資源がないから。だから耐える。

　耐えている間は……変われない。

「このままじゃ駄だ目めだって、そう思わなきゃいけないんだよな。無む謀ぼうに思えても、まず望んでみなきゃ。そう、この国は望むことすら諦あきらめてきたんだ」

　飛翔はそこで、ヒツジを見た。金の瞳ひとみ、ふわふわな髪かみ。のんびりしているように見えて、いつでも明遠のことを必死に考えている。

「遠の花か仙せんがお前だったこと、俺は良かったと思ってるよ。お前は遠に、望むことを教えた」

　──傭兵廃はい止し、私は、良い目標だと思いますが。

　──夢を見たっていいじゃないですか。

「でも、そのせいで明遠はずっと苦しそうです」

「そりゃそうだろ。望んですぐに変われるなら苦労しない。惻隠王だって、この国を変えようと必死だったんだ」

　結果、うまく行かなかったとしても。

「惻隠王のやったことは、傭兵の……月矢と遠のためだった」

「惻隠王の……やったこと」

　飛翔は煙けむり越ごしにヒツジの表情を窺うかがう。

「お前だって馬ば鹿かじゃないだろ。気づいてるはずだ」

　ヒツジはゆっくり頷うなずいた。

「惻隠王は傭兵の派遣先を完全に独断で決めていました。先代の花仙にも相談はしなかった」

「うん」

「惻隠王が先代に毎日尋たずねたのは、二つだけでした。『夢を見たか？』『雑報しんぶんを読んだか？』つまり……」

　そのとき、がさっと、音がした。二人はその音に気づいたけれど、あえて気づかないふりをした。そのまま続ける。少し、声を張って。

「飛翔殿」

「ん？」

「飛翔殿は、決まった未来を変えられると思いますか？」

「まだ決まってないから未来だろ」

「いいえ、決まっている」

　ヒツジはぐっと唇を嚙んだ。

「昨夜、また夢を見たのです」

「どんな夢だ？」

「明遠がこう言っていました。『交こう渉しよう成立ですね。瑞湖国はあなた方に、我が国最大の資源を提供する』」

「傭兵派遣の契けい約やくか？」

　ヒツジは首を振る。そんな簡単な話じゃない。これは、

「考えうる限り最悪の未来ですよ」

　恭昇が明遠に持ち掛かけた交渉。

　那珂の命を守るために、瑞を南煌に譲ゆずり渡わたすか。

　那珂は死ぬことになっても、独立を守るか。

　これだけでも苦しい二に者しや択たく一いつなのに……。ヒツジの予知夢が示すのは、『那珂が死ぬ』上に『瑞の傭兵を譲り渡す』という、最悪の未来。

　矛む盾じゆん？　いや、相手は恭昇だ。条件を吞のませておいて、約束を反ほ故ごにする可能性だって十分にある。明遠が必死で守ろうとしているもの全部、恭昇に奪うばわれてしまう未来。

　理り不ふ尽じんなほどに苦しい夢ばかり。これが全て、正夢になると言うのだ。目覚めるたびに絶望が増していくのに、この道をそれでも行かなければならないのだろうか？

「私が夢に見たことは、必ず起こる。変えられません」

　自分を説得するように、ヒツジは重く声を落とす。すると、

「そうか、じゃあ」

　飛翔は煙けむり臭くさい息を吐はき、なんでもないみたいに、さらりと言った。

「見てない部分は変えられるってことだな」

「え？」

　見てない部分は変えられる？　見てない……部分は。

「たとえばさ、ヒツジ。阿備村から王都まで、輿こしで来ても馬に乗って来ても同じこと。だが、狭せまい輿に揺ゆられて来るのと、馬上で景色を眺ながめながら来るのとじゃ、辿たどりついたときの気持ちも違うだろうよ」

　それを選ぶのはこっちの自由だろ。

「ものごとは考えようだ。変えられない未来でも、そこまでの道筋は選べる。道筋を選べるなら、結果の捉とらえ方だって変えられる」

　折れた腕うでを嘆なげくのか、その腕で守れた人を想おもうのか。結果は同じでも、捉えようによって意味は全然違ってくる。全すべては、裏表、だから。

　どう読み、どう活いかすかは、自分次し第だい。

「読み換かえろ。曲解しろ」

　摑つかみたい未来に滑すべり込め。望まぬ未来から全力で逃にげろ。

「望む未来があるのなら」

　灰色の瞳に宿るのは、強い期待の光だった。

「運命なんか、ひっくり返せ」

　ヒツジはしばらく考えて、一度深く礼をすると、室へやを出て行った。

「……」

　飛翔はその後ろ姿を見送った後、煙管キセル盆ぼんをコンコン叩たたいて、

「出て来いよ、遠」

　びくっと震ふるえた後、廊ろう下かから覗のぞく、影かげ。

「……気づいてたの？」

「俺を誰だと思ってんだ」

「細目の藪やぶ医い者しやでしょ」

　明遠は諦めて室に入る。まさかヒツジの方が先に飛翔の元にやってきていたなんて。思わず立ち聞きしてしまった。

「何だか知らんが、大変みたいだな？」

　飛翔は細い眼めでちらりと明遠を見上げる。

「そうなの。……大変なの」

　明遠は不安げに、指を合わせて。

「飛翔」

　すり足で、一歩だけ、近づく。

「あたしにも変えられるかな、未来？」

「だから、まだ決まってないから未来だろ」

　面めん倒どうくさい奴やつらだ、と、飛翔は顔を歪ゆがめて。

「できるかできないかの段階で迷ってたら、お前、一生そこにいるままだぞ」

　不顧峠でただただ、帰らぬ母を待っていた、あのときの明遠のままだぞ。

　明遠は飛翔のそばで膝ひざを折り、ぽすん、と、肩かたに頭を乗せた。

「飛翔ってさ、実は母さんのこと好きだったでしょ？」

「殴なぐるぞ」

　明遠はふふっと笑う。

「今までありがとね、飛翔」

「何だよ、急に。嫁よめにでも行く気か？」

「違うけど」

　明遠は立ち上がる。明遠を残して不顧峠を越こえていった母の気持ちが、今なら分かる気がする。できれば行きたくない。ずっとそばにいたい。でも、

「逃げないって、決めたから」
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「ああ、明遠」

　夜咲城の外朝の隅すみに、大きな書庫が三つ並んでいる。その中でも、最も古い文ぶん献けんばかり集められていて、あまり人の近づかない書庫。そこに那珂がいた。

　開け放たれた扉とびらの奥には暗くら闇やみがあんぐり口を開けている。こんなところに早朝から呼び出され、那珂は明らかに不ふ審しんがっていた。

「上着を貸してほしいって、どういうことなの？　これは私の即そく位い式しき用の衣い装しようで……」

「分かってる」

　明遠は紅あかい上着を受け取ると、真しん剣けんな表情で言った。

「理由は聞かないで」

「明遠……恭昇に何か言われたの？」

　明遠は答えられない。

「噓うそのつけない子ね」

　その率そつ直ちよくさが、災わざわいを呼ばないことを願う。

「ねえ、那珂。あたしの考えを聞いて」

　明遠は紅い衣ころもを胸の前でぎゅっと抱だき、朝の空気を、ゆっくりと吸い込んで。

　切り出す。

「惻隠王は、なぜ傭よう兵へいの派は遣けん先を自分で決めていたのか」

　那珂の顔色が変わった。明遠は浅く頷うなずく。

「傭兵の自由を許さないためじゃなくて……傭兵のことを思って、やったことだと思うの」

「……なぜ？」

「惻隠王は、傭兵を守ろうとしてた」

　常に火種を抱かかえた煌。随ずい所しよで頻ひん発ぱつする戦い、けれどその半分程度にしか、瑞は傭兵派遣をしていなかった。傭兵を貸して儲もうけたいなら、もっとやりようがあったはず。

　不思議に思った明遠は、南煌の戦績を調べた。各戦いの勝敗と、瑞の支し援えんの有う無む。

　そして気づいた。

「惻隠王は、選より好みをしてたのよ」

　那珂が薄うすく笑った気がした。

「瑞の傭兵は強い。それは本当。でも、だから負けないんじゃない」

　どんなに強い兵だって、戦せん況きようは立地や天候によって容易に左右されるし、将が無能なら負ける。でも、惻隠王の時代になってから、瑞の傭兵の強さはほとんど異常だった。

「瑞の傭兵が負けないんじゃなくて」

　逆。

「絶対に負けない戦いにしか、派遣されないの」

　だって、瑞には睡すい蓮れん仙せんがいるのだから。

「惻隠王は睡蓮の予知夢を利用して、勝つと分かっている戦いにだけ派遣を許可するようにしてたんじゃない？」

　睡蓮仙に毎日雑報しんぶんを読むよう命じたのは、そのため。それを習慣づけることで、『未来の自分が雑報を見る夢』を見やすくする。そうすれば未来の国外情勢が分かり、傭兵派遣に役立つ。

「経済的に苦しくても、派遣件数を増やさなかったのは、だから……、傭兵をむやみに負け戦いくさに出したくなかったから」

　惻隠王は、確かに優やさしかった。惻隠あわれみの王だった。

　瑞の傭兵を。……月矢を。守ろうとしていたのだ。

　そこまで聞いて、那珂は、

「先読みの……常勝不敗の策」

　静かに一度、首しゆ肯こうした。

「正解よ」

　満足そうに言われ、明遠は息をつく。母と父と、どちらを信じればよいのか。明遠はずっと悩なやんでいたけれど。どちらかを選ぶ必要なんてなかったのだ。

「明遠、私ね」

　書庫の暗がりの中、義姉あねの微笑ほほえみは、けれど、泣き顔のようにも見えた。

「本当は知ってたの。自分は王になれないこと」

「え……？」

「父様は……亡なくなる前、私にあらかじめ伝えていたの」

「予知、してたんだ」

　那珂は頷く。

「明遠、ごめん。私、あなたを試ためした。本当に王の器うつわかどうか……」

　だって悔くやしかったから。ここでずっと、王になるための教育を受けて。周りからも、王になるものと思われて。なのに、田舎いなかからひょっこり現れた明遠に玉座を奪うばわれた。

　紅玉より、那珂本人の方がずっと……悔しかった。

「でも、あなたは真実に辿たどりついた」

　明遠なら本当に、那珂にできないことをやり遂とげてくれるかもしれない。

　那珂は震ふるえる手を明遠の肩に乗せた。

「明遠、ごめんなさい。許してね。私」

　声を上ずらせながら、那珂はゆっくりと、

「言ってしまったの、母様に。私は王じゃないんだって。月矢さんの娘むすめが王なんだって。だから……だから母様は」

　明遠はそれ以上言わせなかった。

「ありがとう、那珂。話してくれて」

　でも、謝るのは、こちらの方だ。

　明遠は、前ぶれもなく急に、どん、と、姉を押す。

「きゃっ」
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　書庫の中に倒たおれ込んだ那珂を残し、明遠は戸を閉めると、外から鍵かぎをかけた。

「明遠？　出して！　明遠！」

「ごめん、那珂」

　今日が終わるまで、そこで隠かくれていて。
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　即位式は小流殿で執とり行われる。重要な儀ぎ式しきにのみ用いられる建物で、中央に祭さい壇だんが配されている。白泉宮から小流殿に渡わたるための廊ろう下かは途と中ちゆうでひさしが途と切ぎれ、開けた広場を真っ直すぐ歩んでいくようになっている。

　白泉宮。朝から姿をくらましていた明遠は、宮に戻もどるや女によ官かんに取り囲まれ、燦逸から小言と即位式の手順を高速で聞かされながら、豪ごう華かな衣装を着つけられた。ヒツジは既すでに小流殿で待っているらしい。花仙は祭壇の脇わきに侍はべり、王を迎むかえ入れるのだという。

　明遠がずっしりと重い衣に包まれたのを確かく認にんすると、

「では我われ々われは小流殿で支し度たくを」

　燦逸たちは拱きよう手しゆし、下がっていった。

　銅ど鑼らが三度鳴るのを合図に、新王はここから小流殿まで歩いて行く。そして花仙と践せん祚その儀を執り行った後で、他ほかの王族や他国からの賓ひん客きやくが小流殿に入ってきて、即位式となる。

　けれど、白泉宮でそのときを待つ明遠の隣となりには、もう一人、男の姿があった。

「付き添そいを頼たのまれるとは思いもよらなかったですね」

　南煌の正装に身を包み、恭昇はやや困こん惑わくした表情を浮うかべていた。

「践祚の儀は花仙と王のみで執り行うはずですが？」

「恭昇様には特別に、観客になってもらおうと思いまして」

「ふうん？」

　不自然とは思っているようだが、恭昇はそれでもあくまで余よ裕ゆうを滲にじませていた。そもそも、脅おどしているのは南煌の方なのだし、仮に明遠が恭昇を殺したがったとしても、南煌の死地化を背負ってまで賭かけに出るとは思えない。中立の主義から言っても国力の差から言っても、瑞の方が南煌を併へい合ごうすることはほぼ不可能なのだ。

「だが分からないな。今朝がたのこの文ふみ……」

　恭昇が懐ふところから取り出したのは、今朝早くに明遠が女官に頼んで送ってもらった文。そこにははっきりと、

『あなた方には従いません』

　と、書いてあった。

「那珂姫ひめはどうなってもいいということですか。案外冷れい酷こくなんですね」

　そのとき、銅鑼が三回鳴った。

「行きましょう」

　明遠は重い衣ころもを引きずり、足を踏ふみ出す。

　恭昇は何か言いたげにしていたが、儀式を滞とどこおらせるわけにもいかない。一歩遅おくれて、明遠についていく。

　よく晴れていた。廊下を抜ぬけ、ひさしがなくなると、太陽に照らされ、小流殿の紅あかい屋根は冴さえ冴えと威い光こうをあらわした。対照を成すように、広場の土が、鮮あざやかな黄色に輝かがやいている。

　明遠は広場の中央まで来ると、立ち止まった。

「陛下？」

　明遠は深呼吸する。切り札を、口にするときだ。

「睡蓮が予知夢を見ました」

　恭昇が顔から笑えみをなくした。明遠は続ける。

「那珂が殺される夢だった」

「……あなたが招いたことだ」

　従わぬなら殺すと。そう、伝えられていたのだから。

　明遠は思い出す。夢の光景を。

「胸が血で染まってた。『助けて』って。『死んじゃう』って言ってた。でも」

　でも。

「顔が見えたわけじゃない」

　奇き妙みように霞かすみ、ぼやけた像。『その人』の顔は、確認できなかった。だから、もしかしたら、

「那珂の服を着た別人かもしれない」

　明遠は一番上に羽織っていた薄うすい紗しやを脱ぬいだ。その下に現れたのは、今朝、那珂から借りた上着。赤い衣に……背中には、公主を示す円補。

　黄色い土。紅い衣。

　夢の光景を、自分から再現する。

「あなたの雇やとった賊ぞくだけど、那珂の顔を知ってるんですか？　公主の服を着た人を殺せって、そう伝えたんじゃないですか？」

　恭昇は慌あわてて明遠の背中を確認する。その表情に焦あせりが浮かび始めた。

「小流殿に直接乗り込んでくるような馬ば鹿かはいない。暗殺なら弓を使うでしょう。今日那珂が通る可能性のある道で、開けた場所。……賊が狙ねらうとしたら、この道ですよね？」

　恭昇が素す早ばやく視線を走らせた。広場を取り囲む高い塀へい。やはり、そのどこかで月光紗の矢が明遠を狙っているのだ。広場に遮さえぎるものはなく、紅い衣の背の円補はよく目立つ。

「あなたはっ……何を考えて……！」

　まるで狙ってくださいと言っているようなものだ。

「那珂姫の身代わりになるおつもりですか？」

「まさか。あたしはあなたを脅きよう迫はくしてるんです」

　人ひと質じちは自分の命。そしてそれと直結した、瑞という国そのもの。

「あたしが民たみに殺されれば、瑞は死地になりますよ」

　この国が欲しいんでしょう？　この土地が欲しいんでしょう？

　なら、明遠を殺すわけにいかないはず。

　もうひと押し。明遠は必死に声を張り上げた。

「襲しゆう撃げきはやめろと、伝えるべきなんじゃないですか？」

「……っ！」

　恭昇が振ふり返り、指笛を吹ふこうと指を口にくわえる。

　うまく行った……そう思った、

　そのとき。

「明遠！」

　後ろから呼ばれ、明遠はとっさに振り返った。紅い衣が翻ひるがえる。

　と。

　血しぶき。

「え」

　明遠は思わず胸に触ふれた。衣がどす黒く染まっている。指先にべったりまとわりついた、これはまぎれもなく、血。




「……ヒツジ？」




　ヒツジの、血。

　明遠が浴びたのは、左ひだり肩かたを矢で貫つらぬかれ、噴ふき出した……ヒツジの、生ぬるい血だった。

　甲かん高だかい叫さけび声が自分のものだと気づくのに、しばらくかかった。

「明遠……」

　ずるりと、彼は明遠にもたれかかった。その重みで、明遠は座り込んでしまう。

　揺ゆれる視界の中、恭昇がぎょっとした顔でこちらを見下ろしている。暗殺中止の指令は間に合わなかったのだ。

　死ぬのは那珂ではなかった。身代わりになろうとした明遠ですらなかった。

　あの予知夢を見たヒツジ自身が。明遠をかばって、矢を受けた。

「た、助けて」

　駆かけ引きも忘れ、明遠は恭昇に懇こん願がんした。夢で聞いた言葉で。

「助けて！　死んじゃう！」

　ヒツジが、死んじゃう。

「だ……誰だれか！　播家の者！　医官を呼べ！」

　恭昇はよろめきながら小流殿に駆けて行った。

「噓うそ、噓」

　明遠はしなだれかかるヒツジを必死で支える。

「ヒツジ、どうして……？」

「夢で、見ましたので」

　白い肌はだに汗あせを垂らし、肩かたで息をしながら、彼はいつかの台詞せりふを繰くり返した。

　明遠はこみ上げる涙なみだでめちゃくちゃになりながら、

「あたし、恭昇を強請ゆするつもりだったの」

　絶対に止められるから、ヒツジには言わなかった。

「未来を変えたかったの。あたしのせいで那珂が死ぬのは嫌いやだったの。だから……」

「分かります。でも、こんな危険な真似まね、すべきじゃない」

　ヒツジは息を切らしながら言った。

「あたしが、王、だから……？」

　涙を流しながら、明遠は問う。王が自ら禁きん忌きを招くような真似は、してはいけないと？

　しかし、ヒツジは緩ゆるく首を振り、

「私が嫌だからです」

　汗の滲んだ顔で、きっぱり答えた。

「死ぬのは那珂姫ではないのかもしれない。もしかしたらあれは明遠なのかも。それは私も、最初から考えていました」

　那珂を見殺しにすることをかたくなに拒きよ絶ぜつしていた明遠。彼女なら、もしかしたら……、たった一人の姉のために、自分と国を犠ぎ牲せいにすることすらあるかもしれないと、ヒツジは思っていた。でもヒツジには止められなかった。

「あなたが死ぬならそれまでと。王にふさわしくなかっただけだと。……でも」

　いつでも冷静中立な花か仙せん。不ふ吉きつな予知夢を見たとしても、未来は変えられないと、そう言い続けてきた。でも、明遠はそれを否定し、もがいた。

　未来は変えられるのかもしれないと、思った。

　彼女なら。

「あなたが死ぬのは耐たえられなかった」

　それは天の使いとしてふさわしくない感情かもしれない。でも。

　明遠を救いたい。

「大切だから」

　自分の命を投げだしても。守りたかった。

「あの夢で、確かに、『その人』は血まみれになっていました。けれど、傷口が見えたわけではなかった」

　紅あかの衣ころもを着た人は、那珂ではなくて、明遠なのかもしれない。

　ならば、彼女の胸むな元もとを染める血だって……彼女のものではなく、誰か他ほかの人のものなのかもしれない。

「読み換かえたのです」

　明遠が恭昇に付き添そいを頼たのんだとき、彼女は理由を教えてくれなかったけれど。小流殿の立地を考えれば、予想はついた。だから、ずっと見張っていたのだ。

　何かあったとき、身を挺ていして、かばえるように。

「明遠、あなたには望む未来があるはずです」

　明遠の大きな眼めが見開かれた。潤うるんだその瞳ひとみに、金色の光が映り込む。

　そこまでの道が、どれだけ苦しくとも。

「摑つかみ取ってください。必ず」
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　即そく位い式しきは急きょ翌日に延期になった。花仙の体調悪化のため、と、列席者には伝えてある。ヒツジは飛翔の室へやに運び込まれ、夜咲城の警備は最高まで引き上げられた。全すべては内密のうちに進んだ。即位の直前に花仙が瀕ひん死しだなんて、公おおやけにできるわけがない。

「飛翔！」

　室の前で燦逸と共にまんじりともせず待っていた明遠は、扉とびらが開いたのを見るや、飛びつくように駆け寄った。

「ヒツジは？」

「一応応急処置はした。来い」

　寝しん台だいの上であおむけになったヒツジ。元々白い肌が、生気を失ってほとんど透すき通るようだ。息はしているが呼吸は浅く、全身から汗が噴き出している。

「花仙ってのは、これで頑がん丈じような生き物なんだ。少々食べなくても死なないし、治ち癒ゆ力も高い」

　飛翔は彼の肩、包帯の巻かれたあたりを指さした。

「急所も外れてる。ここまで弱るわけがない」

「……矢や尻じりに何か？」

　燦逸が眉まゆをひそめた。飛翔は布で包んだ矢尻を見せた。

「毒だ。それもただの毒じゃない」

　声をひそめ、視線を低く落とす。

「隣りん国ごくにやっかいなのがいるんでな」

「花仙の毒ですか……？」

　燦逸が眉を上げた。

「煌の南州の花仙は水仙」

　白く可愛かわいらしい花を咲さかせる水仙だが、可か憐れんな外見に反し、毒を有する植物だ。口にすれば中毒症しよう状じようを引き起こす。

「南煌の花仙は、身体からだから自在に毒を出せると聞く」

「そんな……」

「悪いが、解毒は専門じゃなくてな」

　飛翔は正直に言った。花仙の毒ともなれば、生半可な知識では太刀たち打うちできないだろう。

「その上太医院は骨ほね抜ぬき状態だ。一年ほど前から、賊ぞくにずいぶん引き抜かれてるらしい」

「月光紗……」

　思わず呟つぶやけば、飛翔と燦逸が鋭するどい視線を向けてきた。

「遠、お前、何を知ってる？」

　ぎりりと唇くちびるを嚙かむ。飛翔は明遠の両りよう肩かたを摑つかみ、灰色の眼で真っ直すぐ覗のぞき込んだ。

「遠。話せ」

　それでも明遠が渋しぶっていると、

「創建記第二巻、六章の三」

「……国は王の独り治むるものならず。友の助けを恃たのみ、共に歩むべし」

　明遠が暗唱すると、

「頼たよれ」

　飛翔が力強く要約した。

　明遠は唇を歪ゆがめた。まるで自分だけで戦っているみたいな気持ちでいた。広大な荒れ野に、一人だけ取り残されたような気持ちで。

　でも、本当は、助けを求めてよかったのだ。共に歩もうと言ってくれるのは、なにもヒツジだけではなかった。

　明遠はしゃくりあげながら、飛翔と燦逸に事情を話した。

「なるほど。お前ら二人とも、ずいぶん無む茶ちやするな」

「危険すぎます！　明遠様のお身体は貴方あなただけのものではないのですよ！」

　燦逸は叫さけぶように言うが、自分が死ねばこの国が死地になることを、明遠はちゃんと分かっていた。

「あたし、死ぬつもりなんてなかったの。回かい避ひするつもりだった」

　明遠は重い衣の下に鎖くさり帷子かたびらさえ仕込んでいた。命を捨てる気は、さらさらなかったのだ。

「それでも、危ないことをしてほしくなかったんだろう、ヒツジは。お前にだって分かるはずだぞ、その気持ちは」

　母を見送るとき、いつでも思っていたから。

　どんなに強くたって。勝ちの決まっている戦いくさだって。

　もし怪け我がをしたら。死んじゃったら。そう思うと、行かないでって叫びたくなった。ヒツジもそんな気持ちだったのかもしれない。

「あの夢がぼやけてたのは、ヒツジが矢を受けて朦もう朧ろうとしてたから。最初からあの夢は、ヒツジが手負いになるって示してたんだわ」

　読み足りなかった。明遠は歯嚙みする。

　本当に、未来を予想なんてできなくて。

　思いは擦すれ違ちがって。不運は連れん鎖さして。何もかも、うまく行かない。

「結局、夢の通りになっちゃった。あたし、どうしたらいいの……」

「王としてふさわしい行いをなさい」

　燦逸は毅き然ぜんと説き聞かせた。

「睡すい蓮れんが命がけで守った貴方の命を、国のためにお使いなさい」

「あたしに、王の資格なんて……」

　それでも怯ひるむ明遠に、飛翔は大きく息を吸い、そして言った。

「遠、今持ってるもので未来が決まるわけじゃない。誰だれだって裸はだかのまま生まれてくるんだ」

　だから、自分で自分を諦あきらめるな。

「大事なのはこれからどうするかだろ」

　大事なのは、望む未来を、摑みに行くこと。

　何も持たない自分でも、覚かく悟ごを決めて、走り出す一歩だ。

「国を憂うれうなら、まず自分が動け」

　自分が自分であることから逃にげることはできないのだから。他の誰がどう言おうとも、明遠は王。明遠が王。あるべき姿は、自分で決めなければ。

「……月光紗に会いに行くわ」

　飛翔も燦逸も、止めたりしなかった。

「まだ戦いは終わってない」

　明遠の、望む、未来。

　ヒツジを、絶対に助ける。
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「医官を王宮に戻もどしてほしい」

　月光紗の集会所に着いたとたん、明遠は深々と頭を下げた。

「何言ってるんだ、遠？」

　包帯の巻かれた右手を吊つったまま、いつになくピリピリした空気を纏まとい、黒鷹が歩み寄る。明遠は……怖こわかったけれど、正直に伝えた。

「騙だましていてごめん。あたしは瑞の第二公主・明遠」

「公主……？」

　黒鷹は無事な方の左手を剣けんの柄つかに乗せた。周りの傭よう兵へいたちもいっせいに立ち上がり、明遠を囲む。明遠は屈くつ強きような男たちに見下ろされる恰かつ好こうになった。

「どういうことだ」

　明遠は情けなくかすれる声で、それでも真っ直ぐ、告げる。

「あたしの父親は惻隠王よ」

　ざわりと、空気が震ふるえた。

「まさかお前が……王なのか？」

　黒鷹は信じられないという顔つきで尋たずねる。明遠は、はっきり頷うなずいた。

　とたん、黒鷹が剣を抜いた。利きき腕うでではないから、逆手になる。鎌かまのように振ふり上げた剣を、彼はでも、下ろせない。ためらっているのは、相手が王だからなのか、明遠だからなのか。

「説明させて。これまでのこと……父のこと」

　明遠は両手を握にぎりしめた。射るようなまなざしが室中から飛ぶけれど、負けられない。だって……、彼らは敵じゃないから。

「惻隠王は、あなたたちを守ろうとしてたの」

　明遠は言葉を尽つくし、説明する。惻隠王が睡すい蓮れん仙せんの予知夢を利用して、傭兵の派は遣けん先を決めていたこと。勝ちの決まっている戦いにしか、送らなかったこと。

　全ては、瑞の民たみを守るため。

「納なつ得とくできん」

　黒鷹は剣を持ち替かえた。切っ先を明遠に向け、

「なら、なぜ同どう士し討うちさせた？」

「あれは王の指示じゃないわ。おそらくは皇太后の独断」

　惻隠王は絶対に負けない戦にしか傭兵を派遣しなかったのに、梨甚の戦いだけは……それも、都合よく月矢の派遣される戦いだけは、同士討ちをさせるなんて。どう考えても不自然だ。

　あのとき、那珂が言いかけたこと。

　──言ってしまったの、母様に。私は王じゃないんだって。月矢さんの娘むすめが王なんだって。だから……だから母様は。

「そんな話、信じられるか」

「本当だ」

　そのとき、突とつ然ぜん割り込む声があった。よろよろと進み出たのは、ぼろ布を纏まとった老兵だった。焼けた顔には皺しわが寄り、歯はところどころ抜けている。

　彼は、ためらいつつ、こう言い出した。

「梨甚の件だろ……。いつもなら王の許可印付きで送られて来る派は遣けん要よう請せい書が、あのときだけ、正せい妃ひの印だった。おかしいと思ったんだよ、俺は……」

　黒鷹は眉まゆをひそめたまま、

「お前、まさか梨甚の生き残りなのか？」

　月光紗は急ごしらえの傭兵集団だ。首領の黒鷹も、全構成員を把は握あくしていたわけではないらしい。同士討ちで泥どろ仕じ合あいになり、数人しか生きて帰れなかったという、梨甚の戦い。その生存者が、室へやの中に交じっていたなんて。

　男はなぜかそこで、明遠の方を向いた。

「お前……本当に、明遠なのか？」

「おじさん、あたしを知ってるの？」

「月矢にそっくりだ」

　明遠は眼めを見開いた。男の汚きたない指が頰ほおに触ふれても、何も言えず、次の言葉を待つ。

「俺はな、月矢の団にいたんだ。ちっちゃいころのお前を知ってる……大きくなったなあ」

　彼は顔をくしゃくしゃにして泣き出した。

「ひどい戦いだったよ。俺はさあ、しょうもない男だからよ、逃がしてもらったんだ」

　梨甚の戦いで、月矢の団は壊かい滅めつ状態になった。団長だった月矢ももちろん、そこで命を落とし、二度と明遠の元に戻らなかった。

「月矢は最後まで部下を守って戦ったよ。立派な人だった」

　明遠はぎゅっと目を瞑つむった。こらえきれず、涙なみだが頰を滑すべり落ちる。

「お前に渡わたすものがある」

　老人は大切に背負っていた剣を下ろした。

「え……？」

　彼が差し出したそれは……月矢の剣だった。母がいつも背負っていた、長く美しい剣。

「これをお前に託たくせって。そう言われて俺は……前線を外されたんだ。一人だけ逃げたみたいで、怖くて……お前を探しにも行けなかった。すまなかった」

　明遠の手の上に、ずっしりとした重みがかかる。これが、明遠の、……ずっと、憧あこがれだった剣。母の剣。再び巡めぐり合えた。

「母さんを誇ほこりに思いな」

「あたし……あたし……」

　明遠は我が慢まんできず、剣を抱だいてしゃくりあげる。

　泣いている場合ではないのに。

　涙が止まらなくて。

「その話が本当だったとして……、なぜ皇太后が？」

　低い声で問う黒鷹に、男が代わりに答える。

「紅玉殿でん下かには、お子が三人いるだろ。だが惻隠王の子は那珂姫ひめだけだって噂うわさだ」

　確かに、明遠も、年の差があるなとは思っていた。那珂の弟はまだ三歳と一歳。

「下の二人はな、おそらく間男との子だ。惻隠王は気づいていたようだがな」

（まさか……恭昇との？）

　思い出すのは、花園での紅玉と恭昇の様子。昨日や今日の仲とは思えなかった。

「惻隠王と紅玉との間は冷え切ってたんだ。もうずいぶん前から」

　後宮の妃たちなんて、ほとんどが政略結けつ婚こん。愛などない。それでも、不義の子を太子だと言って平気で育てられては、さすがの惻隠王も我慢の限界だったのだろう。

「惻隠王が紅玉を廃はい妃ひしようとしている。ちょうど一年と少し前だな、そんな噂を王都で聞いたのは」

「廃妃……？」

「惻隠王は月矢を正妃につけるとのたまったらしい。王は気の良い人だったが、ちょっとのん気な嫌きらいがあって。女の恨うらみを甘く見たのさ」

（そのときに、惻隠王は言ったのかな。次の王はあたしだって。それで、紅玉様は腹を立てて、母さんを……）

「じゃあ、梨甚の戦いは……月矢さんを恨んだ紅玉様の指示？」

　傭兵たちの間に、衝しよう撃げきが走る。

「勝つ側が分かるってことは、負ける側が分かるってことだろ。ありえない話じゃない」

　そもそも常勝不敗の策そのものが、月矢を愛するがゆえの策だった。紅玉はさぞ月矢を憎にくんでいただろう。傭兵風ふ情ぜいが王に取り入り、挙句、正妃を廃妃にするなど……皇太后が認めるはずがない。

　そこで初めて、全すべてが繫つながった。

「あなたたちの敵は、惻隠王じゃない。皇太后と……恭昇よ」

　明遠はつっかえつっかえ、説明した。南煌の恭昇が瑞を欲しがっていること。侵しん略りやくではなく属国という形で我がものにしたいと思っていたこと。

「南煌は紅玉様を使って瑞の傭兵を負け戦いくさに無理やり引きずり込み、同士討ちのように仕立て上げた。そうやって傭兵に王家への反感を持たせ……」

「反乱を企くわだてさせた。俺たちは踊おどらされてたってわけだ」

　傭兵たちにも、ようやく全ぜん貌ぼうが伝わり、室の方々から声が飛んだ。

「正妃の手で月矢さんが戦地に送られ……『あなたのせいよ』と言われたら、惻隠王だって弱っちまうよな」

　惻隠王はまだ若かった。最愛の女性と大切にしていた傭兵たちの信しん頼らいを同時に失い……絶望してしまったとしたら。心身が弱り切り、志半ばでの病死。あまりにも、むごい。

　明遠は改めて嘆たん願がんした。

「助けてほしい。毒矢を受けたのは新しい花仙なの。このままじゃ死んじゃう」

　白い上着を着た医官が手を挙げた。

「すぐに解げ毒どく剤ざいを用意しましょう」

「できるの？」

　明遠が上ずった声を上げると、彼は腕まくりをした。

「一晩あれば」

　さすがは瑞の医官。けれど、勢い込んで室を出て行こうとする彼を、鋭するどい声が引き留めた。

「待て」

　これまで、黙だまって事の次し第だいを見守っていた、黒鷹。

「そんなに簡単に渡せるわけがないだろう」

　彼はまだ、明遠に心を許してはいなかった。

「こいつは俺たちを騙だましてた」

　明遠は反論できない。王族であることを隠かくしていたのは事実だ。

「……ごめんなさい、本当に」

　明遠は再び頭を下げようとする。しかし、

「謝って済むことか？」

　黒鷹が突つき出した剣けんで、無理やり顎あごを上げさせられる。喉のど元もとに、剣先。

「俺はお前を……信頼してた」

　王に裏切られるのは、もううんざりだ。

「首領、駄目だ」

　周りの傭よう兵へいが、彼の左手を摑つかみ、剣を下ろさせる。

「王を殺せば瑞は死地になるんだぞ」

「何を今さら。俺たちはこの国を捨てようとしてたんだぞ」

「だが、恭昇様に言われているはずだ。殺すのは那珂姫のみ……王を殺すことだけはしてはならないと」

「やっぱり……」

　明遠はぎりりと歯を食いしばった。

（恭昇が欲しがってるのは、この土地だけ）

「恭昇につけば、あなたたちは捨て駒ごまにされてしまう」

　容よう赦しやなく前線に送られ、ぼろ布のようにこき使われる。今よりもっと悪くなる。

「あたし、あなたたちを守りたいの。本当よ、分かって」

　毒の庭に、大切な人たちを放ちたくない。とどまってほしい。瑞に。

　そのために、明遠は。

「この国を変えたい」

　黒鷹の怒いかりが収まらないのも当然なのだ。悪役を挿すげ替かえたって仕方ない。問題はこの国のあり方そのものだから。

「傭兵を、廃はい止ししたい」

　今、心からそう思う。父と母の血を継つぐ者として。もうこれ以上、瑞を駄だ目めにしたくない。

「本気で言ってるのか？　お前に何ができるって言うんだ」

　黒鷹の言葉は、明遠自身の言葉でもあった。

「この国はもう駄目なんだよ。今さらもう、どうしようもない」

　今ここで、明遠がもがいてみたとして。本当に変われるのか、この国は？

　分からない。でも。

　明遠は母の形見の剣を握にぎりしめる。

（望むことすらしなければ、変われるわけがない）

　変わりたい。変えよう。変わろう。

　それにはたぶん、激しい痛みが伴ともなうけれど。その痛みを成長痛と思おう。そのために、

「進まなきゃ」

　明遠は剣を鞘さやから抜ぬいた。鞘が床に落ちる音で、皆みなの注目が集まる。

「おい、お前、何やって……」
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　丁てい寧ねいに結ゆい上げた髪かみを、乱暴にほどく。願がん掛かけのために、ずっと伸のばしてきた髪。でも、これは明遠を過去に縛しばり付ける鎖くさりだった。阿備村で、何者にもなれず、一人で帰らぬ母を待っていたころの明遠。息ができないまま根ね腐ぐされしているこの国。

　でも、ヒツジは過去より未来の方が大切だって言ってくれた。だから。

「あたしは進む」

　明遠は自分の髪に剣を当て……、

「おい、遠！」

　そのままばっさりと、切り落とした。

　長い黒髪。明遠のこれまで。この国のこれまで。

「過去への恨みばっかりじゃ、前に進めないじゃない」

　痛みを知って、それでも前に進みたいと思った。

　だから、この剣は、過去を切り捨て、未来を切り拓ひらくために。

「大切なのは、これからどうしていくか、でしょう」

　未来なんて、予想できないのだから。望む未来に、こっちから飛び込んでいくのだ。

　父の道でも、母の道でもなく。

（あたしは、自分の、道を）

　自分だけの道を。自分だけの、未来を。

「あたしは、この国を変える」

　明遠は呼びかける。月光紗に。この国の民全てに。

「あなたたちがもう戦わなくていい国にする。傷つかなくていい国にする。だから……もう一度、あたしを信じて」

　本当は傭兵のいない国の方がいいと、そう言った黒鷹の言葉が、噓うそじゃないなら。心はきっと、同じはずだ。

　長い沈ちん黙もくの後、黒鷹は問うた。

「……どうやって？」

　明遠は目を瞑つむり、息を吐はいた。

　分かっている。傭兵は現実主義。具体案もないのについて来てくれるほど甘くはない。

　切り札が欲しい。病やんだ国を立て直す妙みよう薬やくが。

（考えろ……）

　望む未来。望む未来は、傭兵のいない国。誰だれも血を流さずに済む国。

（ううん、瑞だけじゃなく……）

　世界から、血を流す人をなくしたい。傷つけるのではなく、癒いやす国でありたい。

「……あ」

　明遠は眼めを開けた。

「案ならある」

　黒鷹の黒い眼には、まだ疑いの靄もやがかかっていた。でも、明遠はどうしても、彼らに味方になってほしい。信頼を取り戻もどして、共に戦ってほしい。

　彼らは傭兵だ。誰の味方にもならない。金だけを信じる。

　だから、ここからは瑞らしく行こう。

　明遠は黒鷹に尋たずねた。

「恭昇にいくら積まれたの？」

「訊きいてどうする？」

　明遠は大おお真ま面じ目めな顔で、

「あなたたちを買い戻すわ。倍額払はらうから、あたしについて」

　大だい胆たんな提案に、黒鷹も返事に窮きゆうしている。

「……そんな金がどこに？」

　明遠は不敵な笑えみを浮うかべてみせた。

「これから用意する」
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　翌日に延期になった即そく位い式しき。本来ならば、小流殿で践せん祚その儀ぎと即位式を執とり行い、その後玉湖殿に移って、百官の前で立志の言葉を述べる。が、今朝がた急に、高官たちに通達が入った。いわく、明遠が考えた立志の言葉をまず聞いてほしいと。

　文宵殿の一室に集められたのは、例の草案を作成した高官および皇太后、そして南煌の恭昇と、東煌の雪季。

　恭昇は何事もなかったかのような顔をしている。ヒツジが傷ついたことは皆には秘密にしてあるし、恭昇の指示だったことも知られてはいない。矢を放った賊ぞくは捕とらえられたようだが、一いち傭よう兵へいと恭昇との繫つながりを裏付ける証しよう拠こを見つけるのは難しいだろう。那珂暗殺は失敗したが、ただの脅おどしではなかったことがはっきりした。明遠が立志の言葉で南煌に降くだることを宣言する可能性は、むしろ濃のう厚こうになったといえる。

「お待たせしました」

　そこで、室へやに入って来た明遠を見やり、一同は息を吞のんだ。

「陛下……御髪おぐしが」

　そこにいたのは、髪を短く切った明遠。剣けんで豪ごう快かいに切り落としたので、毛先はがたがた、髪かみ飾かざり一つ着けていない。しかし、ごてごてと慣れない歩ほ揺ようで飾り付けられていたころに比べると、こちらの方がむしろ自然で、かえって堂々と美しく見えた。

　明遠は上座に立った。

　ここには那珂も、ヒツジもいない。

　でも、胸を張る。

「みなさん、本日はお集まりいただき、ありがとうございます。昨日は突とつ然ぜん花か仙せんが体調を崩くずし、失礼いたしました。命に別状はありませんから、ご安心ください」

　恭昇に視線をやると、眼鏡の奥で隙すきなく明遠を窺うかがっている。明遠は気を乱されまいと目をそらした。そして、自分の言葉で、語りかけ始める。

「ご存じのように、私は王宮育ちではありません。ほんの少し前まで、市井しせいで暮らしていました。だから、ここに来て、色々と戸と惑まどいました……私に王なんて無理だと思った。でも、今持っているもので未来が決まるわけじゃないから」

　要領を得ない明遠の言葉に、官かん吏りたちは顔をしかめている。でももう吞まれない。

「立志の言葉……私なりによく考えて、決めました」

　明遠は、大きく深呼吸して。

「最初に言っておきたいのは、私は瑞をどこぞの国の属国にする気はないということ。瑞は独立を守ります」

「！」

　明遠の言葉を聞いた直後、恭昇がさっと手を上げるのを、明遠は見み逃のがさなかった。

「恭昇様、めったなことをなさらぬよう」

　そのとき、恭昇は初めて気づく。すぐ後ろで、傭兵が二人、にらみを利きかせていること。

「あなたがあたしを殺すこともありえる。そう思って、傭兵を手配しておきました」

　恭昇が明遠を殺さないのは、瑞を完全に併へい合ごうすると後々面めん倒どうだから。最終手段としては、選せん択たく肢しには残っていることを、明遠はしっかり理解していた。だから、

「暗器はしまってくださいね。危ないので」

　早めに牽けん制せいしておく。ここから先は、南煌の好きにはさせない。

「それと、月光紗……あなたの買った傭兵ですけど、もうあなたのものじゃありませんよ。彼らは高く払ってくれる方につくそうです。あたしが買い戻しました」

「そんな……金、どうやって」

　恭昇が月光紗に払った額は、並の値段ではなかった。じき一国の王になるとはいえ、庶しよ民みん出身の明遠が自由に使える金などたかが知れているはず……。

　そこで、涼すずやかな声がもう一つ。

「私が、払いました」

　手を挙げたのは、

「雪季王？」

　東煌の王、雪季。相変わらず冷めた表情だ。官吏たちは理解が追いつかないようだが、

「……っはは」

　恭昇は乾かわいた笑みを零こぼした。

「南煌に食われるのは嫌いやだから、東煌に助けを求めたのですか？　同じことじゃないか。結局、他国に傭兵を売ってるだけ。今度は東煌に強請ゆすられるのがおちです」

「それはどうだろう？」

　雪季が無表情のまま首を曲げると、さらさらの長い髪が肩の上を流れる。恭昇の表情が、そこで初めて揺らいだ。

「……どういうことだ？」

「我われ々われが買ったのは傭兵じゃありませんよ」

　東煌の王は、切れ長の目をすがめて。

「我々が買ったのは、製薬技術」

「……は？」

　明遠と雪季は視線を交かわし合う。あの後、明遠は王宮に戻り、雪季と交こう渉しようをした。

　いわく、瑞は金輪際、傭兵輸出をしない。

　その代わり……兵力と同時に高度に発展した、医薬の技術を売ると。

『交渉成立ですね。瑞湖国はあなた方に、我が国最大の資源を提供する』

　ヒツジの予知夢は、最悪の未来なんかじゃなかった。

　読み換かえたのだ。明遠の望む未来に。

「瑞の医術にはもともと興味がありました。私は恭昇王とは違ちがって前線で戦うことを旨むねとしていますから……瑞の傭兵団とは親しくしていまして」

　普ふ段だんから前線に出て戦っている雪季だからこそ、瑞の医薬の技術を知っていた。

「団医たちの治ち癒ゆ技術は高く買ってるんです。それに、どこかの花仙の毒も中和できるというじゃないですか。悪くない話だ」

　雪季は極めて珍めずらしく、薄うすい笑みを浮かべた。

「そ……んな」

　恭昇は言葉を失っている。ざわめく室内。明遠は声を張り上げた。

「みなさん、聞いてください」

　これが明遠の立志の言葉。

　王として、この国を、これからどうしていきたいか。

「瑞湖国は、今日をもって傭兵派は遣けんを撤てつ廃ぱいします。中立の主義を守り、どの国にも軍事力を貸さない。英瑞王の無血の誓ちかいを、本物にします」

　臣下たちは未いまだに半信半疑だ。恭昇も負け惜おしみのように吠ほえる。

「やっていけるもんか。すぐにみんな飢うえてしまいますよ」

「そうかしら？」

　黒鷹の骨折が、二、三日やそこらでずいぶん快復していること。花仙の毒の解げ毒どく剤ざいを、あんな短時間で調合してしまえる技術。これが他国にも知られれば、十分、勝算はある。

「瑞の薬は品質が高いのに、なぜ今まで目を付けられなかったのか？　量産ができないからです。瑞の傭兵が使い尽つくしてしまうから」

　傭兵の死因の半分以上は病死。でも、

「でも、その傭兵がいなくなれば？　戦うことをやめて、薬を作る仕事に就つけば？」

　運命を、ひっくり返す。傷つける国ではなく、傷を癒いやす国に。

「瑞の傭兵団が負けないのは、強さのおかげでも、予知夢のおかげでもない。我が国の医い療りようが、傷ついた彼らを治すから」

　瑞には傭兵しか資源がない。王がそんなことを言う時代は終わりだ。

「我が国最大の資源は、医薬です」

　人を殺す技術ではなく、人を救う技術で、この国を持ち直させる。

　それが、王として、明遠が目指す未来。

　室には、いつの間にか静せい寂じやくが降りていた。明遠を見やる臣下のまなざしには、まだ不安も覗のぞいている。当然だ。それでも。

「望むだけじゃ変われないわ。これから苦しいと思う」

　だからこそ、明遠は彼らに助けを乞こうて、共に歩んで行きたい。

「協力してくれる？」

　高官たちは立ち上がり、揃そろって低頭拱きよう手しゆした。

「仰おおせのままに」

　明遠は安あん堵どのため息を漏もらす。立志の言葉は、臣下たちに認められたのだ。

「ふっ……ははは」

　そんな中、恭昇は一人、腹を抱かかえて笑い出した。こちらをもてあそぶような不気味な笑いとは違う。ひいひいと涙なみだまで流して笑う姿は、たぶんこれまでで一番人間らしかった。

　彼はそこで、意外なほど真っ直すぐ明遠を見て。

「ますます欲しい。この国も、この国の王も」

「あげません」

　毒を飲み込んで薬に変えてしまった少女王は、侵しん略りやく王を恐おそれもせず、きっぱりと断った。

「よろしい。ならば、次は戦場でお会いしましょう」

　宣戦布告ともとれる不ふ穏おんな発言を残し、恭昇は立ち上がった。興味を失ってしまえば一いつ瞬しゆんで、今にも国に帰らんとする恭昇に、泣きつく者が、一人。

「きょ、恭昇殿どの！　妾わたしは……妾はどうなるんです！」

　皇太后・紅玉。恭昇と共にこの国を操あやつろうとしていた張本人。しかし恭昇は、まるで今初めて彼女の存在に気付いたみたいな顔をして、

「興味がない」

　あっさりと言い捨てると、本当に室へやを去ってしまった。啞あ然ぜんとした皇太后が取り残される。結局、彼女も恭昇に利用されていたにすぎないのだ。

「め、明遠」

　紅玉は振ふり返り、

「妾を殺したりはしまいね？　母だものね？」

「母じゃないってば」

　恨うらみならある。でも。

「あたしはあなたを殺さない」

　紅玉を斬きったところで、父母は帰って来ないのだ。明遠の抱える痛みは、この国全体の痛み。積み重なった瑞の民の喪そう失しつ感は、ゆっくり時間をかけて向き合って、治していくしかない。

「その代わり、あなたはしかるべき手段で裁く。覚かく悟ごして」

　前時代の膿うみ……後宮の支配者は、近く夜咲城から消えることになるだろう。

「以上よ。即そく位い式しきの準備をしましょう」




　明遠は雪季と共に室を出た。

「雪季様、ご協力ありがとうございました」

「私は曲がったことが嫌きらいなだけです」

　雪季はさらりと言った後、少しだけ表情を緩ゆるめた。

「しかし、とても即位前とは思えない。肝きもが据すわっていますね」

　雪季が隣となりを行く明遠を覗き込むと……、彼女は真っ青な顔をしていた。

「気を張っていただけか。よく頑がん張ばりましたね」

　明遠はぎゅっと、衣ころもの裾すそを握にぎりしめた。昨日から今日にかけて、心の休まる暇ひまがなかった。

「でも、瑞の民は、もっと怖こわいことを経験してきた」

　だから、明遠はぐっと踏ふん張って、戦い続けなければならない。

「……重いです」

　なんとか絞しぼり出す声は、まだ震ふるえているけれど。

「その重みを、覚えておきなさい」

　国を預かる者の先せん輩ぱいとして。東煌の州王は、瑞の新たな王を、静かに激げき励れいした。

「ところで、あの音は？」

　外朝、玉湖殿の方から、騒そう々ぞうしい音が聞こえた。地鳴りのような、歓かん声せいのような。

「ああ、呼んだんです」

　これから小流殿で即位式を行った後、玉湖殿に移って立志の言葉の読み上げがある。玉湖殿の前の玉たま砂じや利りの広場・玉水盤には、王宮の百官が集まるならわしだが……、今日は、百官のみならず、大勢の群衆……庶しよ民みんたちまで、招き入れられていた。

「民が入れない城なんて、意味ないでしょう？」

　夜咲城の鍵かぎは開いた。ここはもう、要よう塞さいではなくなる。民にも開かれた城になる。

　ヒツジの見た夢。あれは反乱軍などではなく、新王を見に駆けつけた民衆だったのだ。

「彼らにも立ち会ってもらいます」

　雪季は優やさしい無表情で、満足そうに頷うなずいた。

「瑞はきっと、良い国になりますよ」
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「お見事でございました」

　白泉宮に戻もどると、ヒツジが跪き拝はいして迎むかえ入れた。

「播家の者から詳しよう細さいは聞き及およんでございます。私が寝ね込こんでいる間に、明遠、よくぞ事態をおおさめに……」

「ヒツジ！　やめてよ。立って」

　明遠は慌あわてて引っ張り上げる。頭を上げたヒツジは、顔を歪ゆがめた。

「髪かみが……」

　明遠は切りっぱなしの髪に触ふれた。

「こんなの大したことないわよ。それより、もう平気なの？」

「ええ」

　ようやく微笑ほほえむその顔に、明遠はふっと、心の奥が緩むのを感じる。最初は見るのも嫌いやだったこのふわふわ頭が、こんなに懐なつかしいなんて。

「腕うでのいい薬くす師しですね。花か仙せんの毒をこうも簡単に治すとは」

「彼らには王宮に復帰してもらうわ。夏州の実験施し設せつも大おお幅はばに拡大するつもり」

　明遠は澄すんだ瞳ひとみに、未来を映す。輝かがやく未来を。

「失業した傭よう兵へいをどんどん使うわ。力仕事なら向いてるでしょ。同時に彼らに計算や調合の仕方を教えて、やがては医官や薬師の補ほ佐さをできるようにしていきたいの」

　それから、それから。夢はどんどん膨ふくらんでいく。阿備村にいたころは、やりたいことなんてなかったのに。ヒツジが教えてくれたから。夢を、見ることを。

「後宮は廃はい止し。無む駄だだもの。浮ういた分のお金を教育に回したい」

　そこでヒツジはくすくす笑い出した。

「何よ」

「いえ、嬉うれしくて」

　ヒツジは明遠の左手を取る。ぬくもりが伝わる。

「王になってくださるのですね？」

「践せん祚その儀ぎで、訊きいて頂ちよう戴だい」

　明遠がいたずらっぽく笑ったとき。

「あ」

　ヒツジはそこで初めて思い出したというように、

「そうだ、明遠。那珂姫ひめを書庫からお連れしておきましたよ」

「へ？」

「夢で見ましたので」

　にっこり笑ったふわふわ頭の陰かげから、ゆらりと現れたのは……、

「な……那珂」

　一昼夜暗い書庫に閉じ込められていた義姉あね。温和な彼女の表情が、今まで見たこともないくらい怒いかりに染まっている。

「あ、えっとこれは、だからその」

　明遠がたじたじになっていると、

「明遠の……馬ば鹿かっ！」

　那珂は人生で一番の大声で怒ど鳴なった後、妹を搔かき抱いだいて信じられないくらい泣いた。
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　小流殿。細かな装そう飾しよくに彩いろどられた金色の柱が立ち並ぶ広大な広間の中央に、光ひかり輝く祭壇があった。屛びよう風ぶの前に澄香盆が置かれ、そのそばで、ヒツジは明遠の前にひざまずく。

「瑞湖王、明遠様。……真名を」

　明遠は頷き、ヒツジに左手の甲こうを差し出す。

「あなたの名は……」

　天命を受け入れる覚悟がなくて、今までずっと分からなかった、彼の名。

　今度は自然と、頭の中に浮かんだ。

「未み明めい」

　未ヒツジの名を頭に、主あるじの名前を半分。まだ夜の明けきらぬ、空が白み始めるころを表す名だ。彼の眼めは、輝く朝日の色をしているから。

「未明……」

　真名を貰もらった睡すい蓮れん仙せんは、顔いっぱいに溢あふれる喜びを湛たたえながら、繰くり返した。

「しかと、お受けいたします」

　ヒツジ──未明は、明遠の左手の甲に口づけた。唇くちびるの触れた部分がじわりと熱くなり、やがて睡蓮の花の形の刺青いれずみのような花印が浮かび上がった。

「契けい約やく成立です。明遠、これをもって、あなたが瑞の新しい王です」

　金の冠かんむりを戴いただいて、明遠はこの後、臣下や城下の人々に姿を見せることになる。

　瑞湖はじまって以来の、大幅な方向転てん換かん。慣習にとらわれず、様々な改革を成し遂とげることになる七代王・明遠の、これが始まりの一日である。
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　翌日、白泉宮は朝から賑にぎやかだった。即位を祝って全すべての公務が休みになったので、明遠がみんなを招いたのだ。

「短いのも似合うな、案外」

　そう言うのは飛翔。明遠は切りっぱなしだった髪を綺き麗れいに整えていた。

「そう？　可愛かわいい？」

「可愛い可愛い」

「えへへ照れる。もっと言って」
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「調子に乗るな」

　衣ころもの裾すそを翻ひるがえし、くるくる回ってみせる明遠。大ぶりの耳みみ飾かざりが短い髪に映はえていた。そばで息をつくのは、義姉の那珂。明遠のため、即そく位い後も教育係を続投してくれるらしい。

「その耳飾り、良い色ね。そうだ、今日は色合わせについて勉強しましょうか。瑞には古くから伝わる吉きつ祥しようの色があって……」

「那珂、授業は後にして……」

　がっくり来る明遠。即位したはいいものの、学ぶことはこれからもたくさんありそうだ。

「いやあ、惜おしい。やっぱり嫁よめに貰っとくべきだった」

　那珂の横では黒鷹が唸うなっているが、明遠は無視する。

　彼と月光紗の部下数人を、明遠は武官として雇やとい入れた。今すぐに襲おそわれることはないにしろ、南煌に宣戦布告されている以上、これから瑞は今まで以上に禁軍を強くする必要がある。傭兵たちも希望すれば禁軍に招き入れるつもりだ。黒鷹には官かん吏りたちと元傭兵との橋はし渡わたしとして活かつ躍やくしてもらう。

　そんな中、なぜかものすごく不ふ機き嫌げんなのが、

「未明」

　ふわふわ頭の花仙は室へやの隅すみでいじけている。

「何をつむじ曲げてるのよ、こっちに来たら？」

「祝日くらい二人きりでゆっくり過ごしてくださったって良いではありませんか……昨日もお忙いそがしくてずっと臣下に囲まれてらして……明遠は私のことなんかどうでもいいんだ……」

「お前は新妻か」

　飛翔が呟つぶやいたとき、白泉宮に新たな客がやって来た。

「暇いとま乞ごいに参りました」

「燦逸！」

　見れば、ずらりと、揃そろいの紐ひも飾かざりをつけた宦かん官がん・女によ官かんたちが並んでいる。

「暇乞いって……どうして？」

「播家は特別な家なのです。どの国にも属さず、かつどの国からも保護を受けている」

　燦逸は額の石を指さし、

「播は種まきの意。花仙と王の世話をするのが仕事です。新しい花仙が生まれれば、どこであろうと駆かけ付け、仙器を授さずけ、最低限の教育を施ほどこす。王が幼ければ誰だれかに付け込まれぬうちに保護して後見人を務めます」

　やたら世話好きなのはそういうわけだったのか。

「我われ々われはいかなる権力にもなびかず、どの国の国政にも介かい入にゆうしません。ゆえに、しかるべきときになれば我々は去ります」

「……いなくなっちゃうの？」

「我々がいなくとも、明遠様はもう大だい丈じよう夫ぶということです。どうか道をたがえず、瑞を良い国に育ててくださいませ」

　播家の面々は一いつ斉せいに拱きよう手しゆした。明遠は寂さびしさをこらえきれず、燦逸に抱だきつく。

「ありがとう、燦逸。忘れないでね」

「忘れはしませんよ。……ただ、明遠様」

　明遠に見えないところで、燦逸と未明の眼めが合っていた。

「そろそろ離はなれてくださいね。花仙が怖こわいので」

「なんで？」

　明遠が離れると、燦逸は咳せき払ばらいし、今度こそ辞去していった。いつかどこかの国でまた新たな花仙が生まれる日まで、しばし休むのだろう。

「寂しくなるわね」

　ついそう零こぼす明遠。そこでやっと、未明が隣となりにやって来る。

「私がおりますよ」

　拗すねたように言う花仙を見上げ、明遠はくしゃっと笑った。

「そうね、ヒツジがいるわね」

　出会った日から、ずっと。ときに鬱うつ陶とうしいほど、この花仙は明遠のそばにいてくれる。

「ヒツジも、飛翔も、那珂も、黒鷹もいる」

　だから明遠は大丈夫。自分の望む未来に、迷わず向かっていける。

　しかし、晴れやかな気持ちの明遠と対照的に、花仙はなぜか不満げなままだ。

「何よ、その顔」

「……未明と呼んでください」

「ああ、ごめん。まだ慣れなくて」

　明遠は未明の顔を真っ直すぐ覗のぞき込んだ。大きな瞳ひとみで彼を見上げ、

「未明」

「っ！」

　当の未明は真っ赤になって、手で顔を覆おおう。

「……恥はずかしいなら呼ばないわよ」

「いえ、未明と！　どうぞ未明と呼んでください！」

「面めん倒どうくさい……」

　勝手に寝しん台だいに潜もぐり込んでみたり、名を呼ばれただけで恥ずかしがってみたり。

　力強く明遠を導いてみたり、ときに寂しさを吐と露ろしてみたり。

　明遠は結局、この花仙に振ふりまわされっぱなしだ。

　でも、彼が隣にいない未来なんて、明遠はもう、想像もできない。
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　花の季節を待つ夜咲城。白泉宮の宗そう廟びように、明遠は母の剣けんを収めた。

「……夢を見たの」

　──月の光が、明るく照らすように。遠く、未来まで。……明遠。

　夢の中でそう言った声は、聞いたこともないのに、なぜか懐なつかしくて。

「父さんの声だったような、気がするんだよね」

　父は明遠を愛してくれていただろうか？　離れていても。顔も知らなくても。

　分からない。でも、前を向こう。

「あたし、頑がん張ばるわね」

　美しい瑞の地を、天の庭師として、守って行けるように。

　民たみにもう、血を流させないように。

　戦う意味、なんて言うと、大げさだから。

（彼の見る夢が、毎晩幸せなものになるように）

　短く言えば、そういうこと。











あとがき






　天てん川かわ栄えい人とです。拙せつ作さくをお手に取ってくださり、本当にありがとうございます。

　前担当さんとのネタ出し千本ノックの結果、数多あまたのボツを乗り越こえて最終的に生まれたのが、この作品です。西洋風異世界ばかり書いてきた私にとって、中ちゆう華かモノは難しい題材でしたが、同じ漢字圏けんのおかげか、いつも苦戦する名前にほとんど悩なやまなかったのは助かりました。

　とはいえ、瑞ずいのモデルはヨーロッパの某ぼう国こくですし、そもそもファンタジーですので、中華『風』と思って気楽に楽しんでくだされば嬉うれしいです。

　美しいイラストで彩いろどってくださった宵よいマチ先生、「灰になるまでやりましょう」と励はげましてくださった二代目担当さま、アイディア段階から根気強くお付き合いいただいた三代目（というより、初代）担当さま、その他製作関係者の皆みな様さまに厚くお礼を申し上げます。家族、友人、そして投とう稿こう時代から支えてくれ、このたび家族になってくれた夫にも、心からの感謝を。

　最後に、今この本を読んでくださっているあなたに、もう一度。ありがとうございました。

　どうかまた、あなたとお会いできますように。






天川栄人




















電子書籍特典　書き下ろし短編







　波乱の即位式から数週間。白泉宮の執務室は書物でいっぱいになっていた。

　本格的な公務開始まではまだ猶予があるが、財政や司法、軍事、教育と、明めい遠えんが王として勉強すべきことは山のようにある。とはいえ、昼間は各官庁から挨拶にやって来る官吏が絶えないし、那な珂かの『王様教育』も続いている。忙しさと比例するように知りたいことは増えていって……それらを調べようと思えば、どうしても夜は遅くなりがちだった。

「明遠、もう休みませんか？」

　そんなとき、頃合いを見て明遠を呼びにやって来るのは、決まって未み明めいの役目だった。ふわふわの髪を揺らし、扉からちょっとだけ姿をのぞかせて、遠慮がちに声をかける。

「昨日も遅かったでしょう。明日は会議もありますし」

「そうね、そろそろ寝るわ」

　明遠はそう答え、燭しよく台を手に立ち上がった。

　結局、あれからもずっと、明遠と未明は同じ室で寝ている。那珂には話したが、『他の人には黙っていた方がいいわね』と返されただけで、明遠はなんだか拍子抜けしてしまった。

『えっ止めないの？』

『基本的に、花仙が王に危害を加えることはありえないもの。でも、明遠が嫌ならそうおっしゃいね。もしものときには、私にもいろいろ手はあるから』

『那珂、目が怖い』

　で、そのまま今に至る。複雑は複雑だけれど、

（嫌かと言われると、そういうわけでもないような）

　未明はあくまで明遠のそばで眠るだけで、寝台も別だし、もちろん何か手出しをしてくることなんてない。ただ、眠りにつく前に二言三言、話をして、おやすみって言い合うだけ。

　即位後はとにかくバタバタの日々で、なかなか二人でゆっくり話す時間もない。眠る前の二人のひとときを、今ではむしろ明遠の方が、心待ちにしているような気さえした。

　未明に見いだされ、望むことを教えられ、命がけで守られて……、そうやってやっと、王になる覚悟を決めた。彼に恥じない王になるために、精いっぱい頑張っているつもりではあるけれど、一人ではどうしても心細い。なにせ未知のことばかり。やりたいことに実力が追いつかず、課題に直面して頭が痛くなるたびに、未明に会いたいと思う自分がいた。彼に会いたい、話を聞いてほしい、と。

（でも、これって甘えなのかな？）

　未明に寄りかかりすぎているのかもしれない。嫌がっているのは、彼の方かも。

　寝台に潜り込みながら、そう思い至ってちょっと暗くなる明遠に、

「何かありましたか？」

　まるで心を読んだかのように、未明がそう尋たずねる。

「どうして？」

「なんだか落ち込んでらっしゃるようなので。お話、聞きましょうか？」

　明遠は仰向けになり、暗闇の中に柔らかい吐息を溶かした。どうして彼には分かってしまうのだろう。明遠の不安とか、恐れとか。

「ううん、なんでもない」

「明遠は日々頑張っておいでですよ。ご無理はなさらぬよう」

　明遠は思わず笑みが浮かびそうになるのをこらえた。

　たしかに甘えかもしれない。でも、未明はいつだって明遠を見ていてくれる。一番欲しい言葉をくれる。それがどうしようもなく嬉うれしくて。

「うん。ありがとう」

　厳しい道のりでも、彼が見守っていてくれるなら、明遠はきっと、迷わず歩んで行ける。

　だから、これは明遠のわがままかもしれないけれど、そばにいてほしい。

　この気持ちを何と呼べばいい？

　分からない、まだ。だけど、

「……あたし、未明が隣にいると、安心する」

　少しためらいつつ、明遠はそう言ってみる。

　しばらく沈黙が降りて、明遠がちょっと焦り始めたころ。

「明遠、私、結構、頑張っています」

「何を？」

「耐えてます」

「だから何を」

　未明は説明を放棄し、ちょっと拗すねたように寝返りを打った。

「……よしましょう。もう寝ないと」

「そうね。おやすみ」

「明遠」

「んー？」

　ただ、最後に彼は一言だけ。

「私も、明遠の隣にいるときが一番幸せですよ。この場所、できれば誰にも譲ゆずりたくないです」

「……」

「おやすみなさい、明遠」

　眠ったふりをしながら、明遠は早鐘を打つ心臓を抑えようと必死だった。

　妙なことを言うんじゃなかった。今日は眠れそうにない。
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